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国民体育大会マーク

昭和22年に国民体育大会のシンボルとして制定 され、
第 2回 大会か ら使用 されることになった。30度右傾斜の
赤色の火炎を直径 lo分 の 1幅 の紺青色 の円帯で囲んであ
る。

▼ 競技会場 (西山公園体育館)

アマチ ュア ●スポー ツマンのあ り方

(「日本体育協会スポーツ憲章」抜粋 )

○スポーツを愛し、楽しむために、自発的に行う。
○競技規則はもとより、自らの属する団体の規則を遵守し、
フェアプレーに終始する。
○常に相手を尊重しつつ、自己の最善を尽くす。
○スポーツを行うことによって、自らの物質的利益を求め
ない。

○スポーツによって得た名声を、自ら利用しない。
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第43回国民体育大会シンボルマーク・テーマ0ス回―ガン
0マスコツト

スポーツの持つ力強さ、スピード感、躍動性を、テーマカラー「色彩ING」

の矢印で表すと共に、京都の、そして2巡目国体の「新しい歴史に向かつて」

伸びゆく姿を象徴しています。

京都 国体
泉豊につづく「平安」を、誰もが望んでいます。
新生日本の「平和」と「希望」の象徴として、ここ京都で国体は誕生しました。

今ふたたび、全国のアスリートはこの地に集い、新たな歴史を飾ろう。

新しこ澄 史に向かづ賞ろう

光り輝く未来は、あたたかく手をさしのべています。

さあ、夢とロマンあふれる明日に向かつて、ともに競おう。

全国の皆さんに親しまれ、かわ

いがられてきた「牛若丸」をモチー

フとし、その京都らしさ、親しみや

すさ、そして未来に翔る姿は、京

都国体に込められた願いを表現し

ています。

シンボルマーク

テ ー マ

スローガン

マスコツト

四  未来くん  |
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|||●‐|||‐■||■■J 京 都 国 体 か ら の 改 定  ‐■ ■■||■‐■1

1 総合成績決定方法の変更 【全競技】
一般にわか りやすい競技得点方式にな りました。

○ 参加得点   10点
各競技 ごとに参加 した (ブ ロック大会を含む )都道府県に与えられる点

○ 競技得点
① 種目などに与える競技
カヌー、陸上、レスリング競技など種目により競技するものは、 1位

8点、 2位 7点、 3位 6点、 4位 5点、 5位 4点、 6位 3点、 7位 2点、

8位 1点

② 種別などに与える競技
サッカー、バレーボール、バスケットボール競技など種別により競技

するものは、 1位 40点、 2位 35点、 3位 30点、4位 25点 、5位 20点 、

6位 15点、 7位 10点 、 8位 5点

2 成年 2部制の実施
第 43回 国民体育大会から成年 2部制が、新しい種別 (種日 )と して実施

されることになりました。ただし、本大会へ 1回参加するとその後は同一競

技の成年 2部へは参加できません。

夏季大会―-4競技
水泳 (競泳 )、 漕艇、ヨット、ボウリング

秋季大会 -14競 技
陸上、サッカー、バレーボール、体操、ハンドボール、軟式庭球、卓

球、軟式野球、相撲、ソフトボール、弓道、ライフル射撃、ラグビー

フットボール、なぎなた

※ 各競技によって参加資格に制限があります。

3 中学生の参加
心身共に健全な生徒の育成を図るという見地から、特に体力に優れ、著し

く競技水準の高い生徒を学校教育活動の一環として参加することが出来るよ

うになりました。

実施競技――水泳 (競泳 )、 陸上、体操の 3競技

参加学年  3年 生
試行期間  3～ 5年



4 ボウ リングの正式競技実施
成年種別を正式種日として実施されることになりました。なお、少年種別

は沖縄国体に引き続き公開競技となります。

5 大学生の参加できる都道府県の変更
下記のとおり変更されました。

従 来 第 43回以降

① 居住地を示す現住所 ① 居住地を示す現住所
② 学校教育法第 1条に規定する学校の所在地 ② 削 除
③

一

卒業高等学校所在地 ③ 卒業高等学校所在地

6 デ モ ンス トレーシ ョン行事の実施
地元スポーッ愛好者が、国民体育大会に参加できるようにデモンス トレー

ション行事 として第 43回 国民体育大会から実施 されることにな りました。
(京都国体の内容 )

(1)実施行事

家庭婦人バレーボール、綱引、ゲー トボール、ジョギング

(ジ ョギングは個人参加、他の 3行事は各市区町村代表の 54チ ーム
で実施 )

(2)参加資格

京都府内に居住している者

7そ の 他

2部制の実施・ 総合成績決定方法の変更等に伴い、競技実施方法が一部の
競技で変更 されました。
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□ あ い さ つ

第 43回 国民体育大会バ ドミントン競技会の開催

にあたり、一言ごあいさつ申しあげます。

ご存知のとおり、国民体育大会は、 1946年 に京

都を中心に第 1回大会が開催されて以来全国各県で

開催され昨年沖縄を最後に一巡してまいりました。

その間、広 く国民にスポーツを普及し、健康の増進と体力の向上を図るとと

もに、地方スポーツの振興と地方文化の発展に寄与してまいりました。

バ ドミントン競技は、第 5回大会より正式種日となり今日に至っています。

また、我が国のバ ドミントン競技は、このところ青少年や家庭婦人を中心に

国民各層にわたり、着実に愛好者を増してまいりました。

「国民の間にスポーツを普及し、健康増進と体力の向上をは
かり、明るい豊

かな生活の実現」を目指す国民体育大会の主旨に思いをいたすとき、
バ ドミン

トンの進展は誠に欣快 と存ずる次第であります。

一方、1992年のバルセロナのオリンピックから、バドミントン競技は正式

種日となります。本年のソウルオリンピックでは、
エキジビション競技として

日本からも代表選手が参加いたしました。

いよいよ国際舞台も華々しくなってまいります。青少年には、念願の大きな

希望が実現いたしました。この国際舞台において活躍できる優秀選手の強化育

成が、今後の日本のバ ドミントン界の最大の課題となります。

国民体育大会の成果は、これに十分応えられるものと確信いたします。

京都国体は、二巡日の最初の大会として「新しい歴史に向かって走ろう」を

スローガンに開催されますが、選手諸君は日ごろ鍛えられた練習の成果を十
二

分に発揮され 立派な成果をあげられますよう期待いたします。

おわ りに、本大会開催にあたり、準備万端お世話くださいました、京都府な

らびに地元長岡京市の関係各位に対して、心から厚 くお礼申しあげごあいさつ

といたします。

一
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財団法人 日本 バ ドミン トン協会

会 長 桜 内 義 雄



「||■ 歓迎のことば
第43回 国民体育大会京都府実行委員会会長

京都府知事 スを教´

悠久の歴史に育まれ、四季折々に美 しい装いを見

せるここ京都に、皇太子殿下並びに同妃殿下の御臨

席を仰 ぎ、全国各地か ら多数の選手・役員の皆様を

お迎えして、第 43回国民体育大会秋季大会が盛大

に開催できますことは、 この上 もない喜びであ り心

から歓迎を申し上げます。

国民体育大会は、昭和 21年に京都を中心として第 1回大会が開催されて以
来、昨年の海邦国体で全国をす巡し、この間、国民に広 くスポーッを普及し、

健康で明るく豊かな社会を築 くことを目的に、国民スポーッの祭典として発展

してまいりました。

私たちは、二巡目初回の記念すべき大会を開催するに当たり、広く全国の人

人に愛され親 しまれている〈京都 〉にちなみ、テーマを「京都国体」とし、さ

らに光輝く素晴らしい未来に向かって進む力と、夢とロマンにあふれる新しい

国民体育大会の姿を目指し、「新しい歴史に向かって走ろう」をスローガンと

し、 260万 府民の総力を結集して努力してまいりました。
選手の皆様には、どうか日ごろ練磨 されました力と技を遺憾なく発揮され、

栄えある郷土の代表として、立派な成果をあげられますよう期待いたします。

また、古都の歴史に培われた文化、芸術と関西文化学術研究都市の建設をはじ

めとする新しい息吹に満ちた京都の躍動を再発 見 していただき、思い出多い

「京都国体」にしていただきたぃと願っております。

終わりに、本大会の開催に当たり関係各位から寄せ られました多大の御支援

と御協力に対し、深く感謝申し上げ歓迎のことばといたします。

-2-

意‐



l l歓 迎のことば

風にそよぐ竹林の、涼やかな葉ずれの音が、心に

秋を感 じさせる季節。 いま長岡京市は、国体開催

の 7万 6千市民の熱気で、このような秋の訪れを忘

れさせるかのように沸き立っています。

「新しい歴史に向かって走ろう」のスローガンの

もとに、かつては王城の地、ここ長岡京市において、全国の激戦を勝ち抜かれ

た精鋭の皆さんや多数の役員の方々をお迎えして、第 43回 国民体育大会バ ド

ミントン競技会を盛大に開催できますことは、私達市民にとって大きな喜びで

あり、心から歓迎いたします。

京都国体は、二巡目初回の国体として種々の改革が行われ、長岡京市におい

てもその成功をめざし、いち早 く市民運動推進協議会を設置して諸準備に努め

てまい りました。

長岡京市は、今から約 1200年昔、奈良時代から平安時代へ移る十年間、桓

武天皇が造営された都、「長岡京」の跡にあり、当時の遺構が数多く出土し、

また現在は、筍・茄子などの特産物とあわせて、先端産業とがバランスを保つ

街として、また京都、大阪のベッドタウンとして発展しております。

どうか選手の皆さんにおかれては、郷土の栄誉とスポーツの栄光のため、日

頃練磨された力を遺憾なく発揮されますよう切望いたします。また、この「緑

と歴史のまら長岡京」の歴史遺産や市民とのふれあいを通して、おたがいの親

睦と友情の輪が広がり、選手も市民 も共に心に残る京都国体にしたいと思いま

す。

終 りに、本大会の開催にあたりご尽力を賜 りました関係者の方々に、心から

厚 く御礼申し上げ、歓迎のことばといたします。

第43回 国民体育大会長岡京市実行委員会会長

長岡京市長 計 篠ゑ易
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□ 歓迎のことば

古都 1200年の歴史に育まれた緑ゆたかな、ここ

長岡京市に全国各県を代表する諸君と、役員のみな

さまをお迎えし、第 43回 国民体育大会バ ドミント

ン競技が開催されますことは、京都府バ ドミントン

協会にとりまして、このうえもない喜びであり心か

ら歓迎申しあげます。

敗戦直後の 1946年に京都を中心に、第 1回国民体育大会が開催されて以来、

この大会は全国各県を一巡し、本年二巡目第 1回の記念すべき大会が、当地で

開催されますことは二重の喜びであります。

バ ドミントン競技は 1992年 のバルセロナのオリンピックから正式に採用さ

れます。本年のソウルオリンピックにおいては、公開競技としてデモンス トレ

ーションされ、日本からも代表選手が参加いたしました。いよいよバ ドミント

ンの国際舞台 も華々しく開 くのです。このことは、日本のバ ドミントン愛好者

のかねてからの念願がかなえられたわけですが、国外において活躍できる優秀

選手の強化育成が今後のわが国バ ドミントン界の最大の課題となります。

「新しい歴史に向かって走ろう」のスローガンのもと、この国体の成果は十

分これに応えられると確信します。

選手諸君、日ごろ鍛えられた練習の成果を十三分に発揮していただき、郷土

の栄誉とスポーッの栄光のため、悔いのない試合をして、生涯の良き思い出と

なるようご健闘ください。

また、大会中に、ぜひ余暇をつくって古都を散策し、みなさまのすばらしい

成績とともに、郷土への青春のおみやげとしてください。

おわりに、本大会を開催するにあたり、多大のご尽力を賜わりました関係各

位に対し、心から敬意を表しますとともに、参加選手のみなさまのご活躍を祈

念し、歓迎のことばといたします。

-4-

京 都 府 バ ド ミン トン協 会

会長 永  末  英



名誉 会 長

会   長

副 会 長

顧   問

1 ■‐ 可 競 技 会 役 員
五増 辰 男

桜 内 義 雄

伊 賀 武 司

伊 辻 克 美

北 口  博

関 谷 勝 嗣

山 崎 武二郎

森    康

日 野 貞 夫

原   二三雄

西 澤 鉄太郎

岸  久 雄

成 相 安 信

結 城 健 輔

近 藤  稔

遠 井 稔 男

E/」略 正 次

久 野 芳 樹

五 島 英 雄

上 坂 愛 子

藤 井 美代子

田 淵 諦 純

中小路 忠 雄

自 井  宏

城 戸 栄 子

竹 下 芳 男

村 上 安 一

能 勢  一

林  芳 男

高 倉 正 治

水 原  亮

西 村  正

山 下  修

三 木 友 直

参

真 藤  恒

山 本 八 郎

沓 掛 哲 男

内 藤  健

渡 辺 秀 央

鈴 木 辰 雄

大知 良 作

吉 川 芳 男

後 藤  淳

今 井 鎮 雄

石 田 祥 史

四 島  司

相 澤 尚 夫

山 本 登醐

杉 山 正 道

輌 岡 達 雄

藤 本 秀 延

永 田 道 孝

檜 垣  勝

柴 田 繁三郎

佐 木々 達 三

和久田 英 雄

井 戸 E_48

藤 原 由 嗣

種 平  滋

伊 沢 二 郎

宮 澤 宏 之

坪 内 達 雄

飛 田 保 雄

向平 え
小 島 康 弘

中小路 松 信

奥 田 敬 和

嶋 崎  均

森  喜 朗

佐 木々 洋 平

手 塚 克 彦

大 山  茂

大 永 武 二

栗 本 藤四郎

今 村 時 男

俊 成  薫

八 木 繁 尚

中 村  伝

藤 井 俊 一

移 田 征 男

平 山  功

北 野 具 次

西 澤 昭 三

山 下 敏 夫

勝 田 歳 一

藤 本 信 一

足 立 政 男

山 下 正 雄

鈴 木 邦 光

好 本 忠 秋

小 宮 淳 宏

田 中 田鶴子

井 野 武志郎

蜂須賀 弘 久

森  一 介

柳 川 覚 治

石 渡 俊 一

倉 田 寛 之

西 村 尚 治

地 崎 昭 宇

板 垣 隆 房

須 田 勝 勇

清 水 規矩雄

野 呂 昭 彦

藤 田 庸 右

天 野 辰 雄

小 原 嘉 文

稲 福 盛 輝

三 輪 正 夫

藤 井 舒 之

山 本 嘉 嗣

土 井  勲

岩 城 成 夫

菊 地  博

加 藤 博 三

西 垣 辰 馬

宇 津 弘 三

中 本  毅

藤 井 謙 和

橋 本 俊二郎

今 井  先

西 村 清 次

佐 藤 勝 郎

坪 内 正 一

川 村 正 文

本 井  巽
-5-

永 末 英 一

岩 崎 純 三

柴 田 勝 治

林  義 郎

清 藤 六 郎

布 引 修 二

玉 手  庸

岡 田 尚 壮

神 谷 一 三

坂 日 常 博

池 上  任

鈴 田 正 武

藤 田 義 光

小 森  拡

橋 本 俊 郎

仙 石 依 男

山 方 久 蔵

今 井 藤 一

小 川 賢 二

篠 田 智 之

河 野  司

松 田 秀 章

田 村 治 夫

小 島 康 則

飯 田  章

川 端 昇 市

上 原 正 士

大 槻 幸 雄

野 村  稔

吉 川 欣 次



委 員 長

副 委 員 長

委   員

医務委員長

小 飼 栄 一

前 田 照 男

山 本 峯 也

山 本 喜 久

福 田 順三郎

伊 藤 鍍 一

坂 本 真 人

中 島 寿 諄

小 国 俊 幸

岸 本 晃 一

清 水 泰 子

山 本  博

下 村  哲

飴 田 純 一

芦 田  章

広 庭 尚 平

辻 浦  宏

岸 岩  巌

高 橋 正 一

古 川 栄 治

浅 井 彦 一

湯 川 保 雄

阪 本 修 治

浅 野 純 弘

水 元  諭

藤 田 庄一郎

星 野  健

中小路  勝

八 木 千代三

神 部  彰

角 水 圭 一

中小路  脩

今 井 民 雄

南  八百一

近 藤  正

今 北 基 夫

里 見 光 徳

野 村 嘉 明

川 本 末 夫

市 村  修

河 村 広 次

中 村 久 江

谷 口  豊

矢 野 哲 二

松 浦 美津雄

古 田 信 知

小 西 誠 一

松 井 秀 夫

高 山 久 男

早 山  裕

和 田 嘉 郎

田 中 美 雄

磯 永 康 造

石 井 芳 樹

田 野 清 裕

井 上 堅 司

石 田 秀次郎

仲  忠 視

辻  澄 男

小 西 理 雄

佐 藤 武 人

永 田 敏 夫

花 登 重 男

相 場 清 一

加 藤 寛 治

原 田 和 坦

松 浪 鋭四郎

若 林  登

中 平 繁 則

石 津 正 明

荻 野 康 子

藤 田 佳 弘

上 杉 光 爾

久 保 正 人

小 泉 和 子

那 須 孝 鷹

新 矢 健 一

大 原 末 治

田 村 次 郎

岡  平一郎

近 藤 伊三夫

高 橋  章

安 久  修

西 田  昇

宮 本 欣 徳

古 瀬 喜久夫

宮 崎 外三郎

上 原 正 士

早 川 征 生

安 田 二 郎

川 俣 和 夫

自 井  勇

安 倍 淳 美

川 島 一 郎

千 葉 健 夫

村 山 幸 雄

大 前  茂

成 田 光 生

小 島 博 幸

田 中 和 子

藤 谷  泰

大 野 泰 永

入 江 吉 信

長谷川  潔

石 井 保 祐

永 田 照 夫

武 本 健 司

上 田 修 造

中 澤 幸 雄

杢 例 昭 夫

江 崎 文 治

矢 野 三 郎

Jヒ 井 才一郎

田 代  穣

徳 田 健 治

坂 本 勝 彦

加 藤 三 夫

小 黒  厚

中 澤  浩

朝 田 征 一

池 田 昌 道

神 沢  暁

遠 井 稔 男

永 井  博

辻  道 緒

斉 藤 京 治

高 木 謙 一

伊 藤 顕 矢

北 川 敏 子

紀 田 文 男

宇 山 保 夫

中 島 精 一

斉 藤 清 一

上 野 勝 彦

荒 木 邦 洋

安田 喜代二郎

湯 川 正 治

自 川 益 雄

菱 田  豊

魚 住 義 久

中 山 八 郎

坂 本 善 市

湯 川 忠 次

奥 野 英 夫

福 岡 幸 一

西 尾 朋 子
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総 務 委 員 長  佐 藤 武 人

総 務 副 委 員 長  小 国 俊 之  野 村 嘉 明

総 務 委 員  川 本 末 夫  若 林  登  大 前  茂  成 田 光 生  古 田 信 知

那 須 孝 鷹  加 藤 博 三  篠 田 智 之  長谷川  潔  藤 田 昭 次

競 技 委 員 長  池 田 昌 道

競 技 副 委 員 長  永 井  博  小 島 博 幸

競 技 委 員  河 村 広 次

進 行 主 任  戸 沢 正 雄

進 行 委 員  久 保 正 人  石 井 保 祐

記 録 主 任  矢 橋 一 郎

記  録  委  員  北 り‖ 敏 子  萬 宮 由 美  梶 谷 美智子  今 城 美 子

シ ャ トル 主 任  小 島 伸 治

シ ャ トル 委 員  荻 野 康 子  梨 本 貞一郎

点  示  主  任  根 岸 光一郎

点 示 委 員 藤 川 誠 人 中 川 靖 久 吉 田 清 隆

掲 示 主 任  中 平 繁 則

掲 示 委 員  矢 野 哲 二  瀬 尾 孝 治

報 道 主 任  市 村  修

報 道 委 員  寺 西 政 年  森  比 饉

放 送 主 任  清 水 泰 子

放 送 委 員  川 上 善 子  小 国 久 美  田 中 和 子

召  集  主  任  松 浦 美津雄

召 集 委 員  中 村 久 江  三 橋 利 彦  橋 本 和 人  矢 田 純 子  笹 原 博 己
見 市 昌 弘
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総合成績計算委員長

総合成績計算委員

審   判   長

副  審  判  長

審   判   員
(主審 )

サービス ジャッジ

(コ ー ト主任 )

線 審 主 任

線   審   員

村 山 幸 雄

上 杉 光 爾

神 澤  暁

北  義 一

遠 藤 幸 夫

今 井 正 男

粟    守

手 嶋 孝 司

*高 木 謙 一

*飴 田 純 一

辻  修 治

吉 田 修 治

石 井 利 和

安 東 光 男

森  宗 之

平 野 誠太郎

山 口 安 茂

大須賀 由 治

下 津 康 宏

森 岡 賢 次

状 家 美 香

平 山  茂

島 中 泰 子

桐 村 俊 昭

新  信 子

岩 井 泰 子

藤 田 順 子

(石 井 保 祐 )

大 野 泰 永

辻  道 緒

藤 田 明 男

山 田 良 之

岩 西 壮 行

菰 田 和 人

*石 津 正 明

酒人立 昌 弘

瀬 野 俊 策

金 城  平

自 倉 一 民

宝 来 明 正

河 山鳥 四 良B

高井良  勝

状 辻子 了 二

高 藤 哲 岳

自 井 規久夫

新 木 敬 司

谷 口  章

川 上 隆 庸

*武 良 節 子

広 庭 尚 平

上 田 紀 代

新 木 恵 一

西 原 一 郎

花 房 ふさ子

*勝 田 歳 一

時 井 康 江

春 田 義 男

自 井 幸 夫

浜 本 道 雄

勝 村 育 生

山 中 秀 樹

西 林  厚

石 田 修 三

太 田 智一郎

西野入  洋

北 岡 幸 子

西 途 睦 子

古 り‖恵一郎

西 林 智代美

檜 垣 いずみ

真名子 祥 子

松 原 孝 範

岩 永 勝 裕

高 寺 賢 吉

宮 林 幸 正

木 村 健 治

松 田 純 一

柴 田  悟

今 西  正

藤 田 美加子

北 川 典 子

八 島 良 子

小 尻 絹 代

芳 本 真 澄

宮 崎 清 光

松 永 正 雄

西 村  元

横 山 高 尚

東 堀 修 一

川 尻  忍

沢 田 巧 二

藤 田 良 和

江 口 博 美

平 木 貴 子

大 槻 悦 子

戸 村 茂 子

山 本 弥 生

中 原 監羊子

(中 川 靖 久 )

長 浜 洋 志

高 橋 啓 二

沢 本 昌 順

赤 羽 正 光

西 野  功

田 中 隆 雄

瀬 尾 賢 次

池 内 雅 博

国 嶋 京 子

小 尻 英 行

岡 野 美久児

楢 崎 洋 子

原  尚 子
(河 村 広 次 )

※ ( )は兼任を示す。
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技

総

競
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シ ャ ト ル 係

報   道   係

放   送   係

掲   示   係

進   行   係

練 習 会 場 係

競 技 補 助 員

田 代 理 加

安 井 三佐子

江 崎 隆 策

板 津 有 吾

西 岡 浩 之

川 人 夕 美

青 谷 香 奈

柴 田 美 果

裏 戸 祐 子

高 見 朝 子

辻 村 香 里

梶 浦 由 紀

西   夕 子

山 田 幸 代

久 保 綾 子

安 本 かおり

石 崎   徹

阪 上 ひかり

大 江   護

岡 本 一 幸

青 谷 康 代

大 里 朋 子

榎 並 真佐美

鈴 木 紀 子

Jヽ 坂   香

大 西 吉 則

若 林 慎 治

渋 谷   修

片 岡 みちる

松 岡 祐 一

鈴 木 佐知子

小 林 美 樹

中 光 純 子

古 川 たつ子

梅 津 三洋子

橋 本 真 希

吉 川 小百合

松 岡   薫

伊 藤 知 恵

塚 脇 克 也

庄 野 明 子

梅 田 菜穂子

阪 根 将 貴

澤 田 香 織

草 尾 由 紀

上 田 菜穂子

西 井 里 佳

今 井 一 彰

寺 田 慎太郎

上 村 宗 裕

廣 田 麻 紀

向 営   健

堀   和 代

宮 里 友 子

八 木 伸 哉

筈 井 要 吉

宇都出 悦 司

山 下 佳奈子

松 本 充 司

安 田 有 希

輌 岡 典 子

山 岡 ひとみ

堀 内 千 秋

岡 本 佳 代

米 AS 尚 史

大 石 規 雄

谷 口 秀 之

大 野 いずみ

奥 村 由 美

渡 辺 理 加

係集召

係録言己

山 下 栄 里

宮 田 純 子

三 本 文 代

中 村 哲 基

宮 原 昭 彦

沢 田 朋 子

前 り‖ 秀 樹

玉 川 貴美恵

北 村 洋 子

中 島 けい子
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F■■,■■■J 実 施

実 施 本 部 長  伊 賀 武 司

実 施 副本部 長  前 田 照 男

国 体 総括部 長  山 本 峯 也

企 画 調 整 班 〇小 西 誠 一

塚 田 邦 善

藤 岡 慎太郎

財 務 班 ○加 藤 俊 宏

丹 羽 正 次

広 報 宣 伝 班 〇小 田  豊

河 村  豊

出 納 班 ○山 本 浩 司

塩 谷 和 昌

藤 田 哲 也

パ レー ド班 ○木 村 俊 祐

増 田  績

丹 羽 正 次

林  利 夫

藪 内  豊

下 野 博 司

齊 藤 雅 子

市民運 動 部 長  今 井 民 雄

市 民 運 動 班 ○岡 崎   勇

能 勢 政 彦

井ノ上 良 浩

松 山 正 典

永 井  満

中 村 浩 司

嶋 谷 重 治

西小路 哲 夫

(○は班長 )

中小路   脩

公 文 昌 子  中小路 孝 浩  藤 田 昭 次  森 本  洋

部本

辻 井 仁 史

田 中 敏 夫

小 ′‖美代子

○加 藤 俊 宏

工 藤 有 司

辻 井 仁 史

熊 谷  敏

石 田 哲 夫

西 村 喜代枝

○安 部 玄 慈

森 本 恒 治

五十棲  弘

岩 本 美 佳

太 田 修 示

奥 山  尚

尾 崎 伸 悟

竹 内 久 詞

澤 田 恵美子

寺 田 知 利

森  厚 己

○飯 田 敬 洋

安 田 博 子

澤 田 恵美子

今 西 正 昭

龍 見 康 子

篠 原 ナツ江

仁 科 正 身

中 野 雅 憲

竹 内 京 子

伴 野 満 男

仁 科 正 身

安 岡 義 隆

湯 川 弘 子

紺 野 光 江

迫 田 員 人

木 下 善 次

森 本 佐百合

木 下 良 彦

谷 口 邦 行

中 橋  滋

竹 中  肇

舟 岡  衛

藤 田 幸 子

則 武 和 夫

舟 岡  衛

山 地 琴 代

伴 野  進

池 田 裕 子

木 下 信 男

大 江 隆 一

稲 田  一

山 田 カロ代子

塩 谷 希見子

竹 内 義 明

橋 本 道 広

山 本 美由紀

松 岡 裕 司

木 村 幸 仁

山 田 慶 子

石 崎 正 幸

香 山 純 一

木 鳴  勉
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松 井 辰 江

観光美化 部 長  永 田 敏 夫

観 光 案 内班 ○斉 藤 八 朗

山 本  茂

西小路 清 文

美  化  班 ○浅 田 正 幸

岩 岸 秀 幸

伴 野  貢

高 橋  猛

鈴 木 邦 光

中 川 勝 彦

荻  潤一郎

池 田 信 二

高 見 二 郎  藤 井

北 條 満 雄

斉 藤 宏 康

○藤 井   昇

池 田 善 孝

石 田 克 明

田 中 達 也

冨 松 京 一

中 路 新 一

天 寅 修 平

藤 原 高 司

上 村 義 美

o大 西 孝 三

丹 羽 智 子

山 本 号 彦

巻 野 和 夫

村 井 泰 一

小 泉 重 夫

山 口 直 イ『

伴 野 一 美

坪 内 正 人

木 本 直 樹

o並
'‖

準 一

岡 本 明 彦

長谷川  昭

上 村  茂

中 村 宰史朗

松 尾  繁

坪 内 員 一

三 宅 邦 広

岸 岡 具 一

辻 井 藤 八

鈴木田美枝子

中 北 康 男

板 杉 保 英

小 林 成 美

天 野 喜久男

藤 田 敏 浩

o森 村 良 彦

則 武 和 夫

舟 岡  衛

河 村  豊

岩 岸 達 男

西 村 喜代枝

山 田 地太郎

多 貝 」ヽ百合

接 伴 部

接  伴

長 朝 田 征 一

班 ○木 村 俊 祐

O石 田 隆 夫

増 田  績

丹 羽 正 次

石 田 哲 夫

田 中 敏 夫

伴 野  進

上 村 敏 久

五十棲 和 生

正 木 久仁子

○加 藤 俊 宏

工 藤 有 司

辻 井 仁 史

龍 見 康 子

寺 田 知 利

金 澤 清 三

下 野 博 司

野 村 秀 子

山 田 常 雄

○谷
'‖

晃 理

福 田  直

俣 野 孝 廣

中小路 浩 三

〇小 田  豊

安 田 博 子

澤 田 恵美子

藤 井 公 恵

中 野 雅 憲

百 瀬 ちどり

藤 井 香世子

山 根 達 也

o遠 山 隆 夫

伴 野 満 男

仁 科 正 身

喜 多 利 和

湯 川 弘 子

中 ′‖幸乃龍

八 木  昭

野 村 秀 明

第―施 設部 長  中 沢   浩

第一施設副部長  近 藤   正

第 一施 設 班 ○山 本   勝

山 本  昇

小 泉 浅 雄

前 田 正 隆

○
'|1勝
俊 明

荻  裕 子

吉 川 彰 一

藤 田 哲 二

○寺 田 雄 三

八 木 伸 明

谷 口 博 史

武 田 啓 子

鈴 木 秀 治

冨士原 敏 正

八 木 和 史

一
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山 本 達 也

岩 崎 俊 明

井 上 博 行

第二施 設 部 長  山 本 喜 久

第 二 施 設 班 ○松 本 威左夫

目 片 宥 至

中 出 弘 明

藤 井 富 雄

山 本 典 子

中 村 泰 彦

八 木 篤 己

竹 中 幸 三

山 名 好 治

通  信  班 ○中 垣 勝 次

田 村 義 明

岡 本  繁

今 井 隆 次

元 井 光 吉

松 本 英一朗

鈴 木 悟 史

中 尾 完 士

競技式典部長  福 田 順三郎

競 技 式 典 ○那 須 孝 鷹
総  括  班

清 水 貞 雄

三 谷  寛

野 原  昭

日 井 光 子

長谷川 博 一

田 中 そや子

自波瀬 良 治

伊 東 克 美

吉 永  弘

矢 野 年 男

○須 田 晃 弘

沼 田 和 美

櫻 井 芳 和

鵜 野 裕 一

福 元 晴 茂

向 井 善 夫

立 林 三 治

森    稔

小 山 博 之

〇小 山  勇

林  則 行

中 川 峰 `忠

永 田 義 次

戸 倉 良 信

川 又 正 輝

吉 岡  誠

菱 田 雅 春

岩 田 喜 彦

大 野 孝 寿

o井 上 政 明

真 継 衣 代

中 川 晴 夫

松 村 敏 治

岡 本 章 良

中 田 貞 之

佐々谷 明 光

湯 浅 正 弘

角 田 幸 一

中 村 幸 次

竹 上  宏

青 木  進

能 勢 啓 史

中 川 勝 詩

上 田 達 一

小 林 秀 行

○藤 田 都志夫

浅 野 雄 司

森 本 文 雄

田 中 辰 男

鎌 田 章 良

奥 田 憲 一

山 口 隆 弘

廣  匡 博

平 井  匡

上 田 文 夫

山 本 博 一

吉 井 明 男

田 村 晋 一

奥 本 章 博

大 西 伸 世

○中
'‖

秀 夫

前 川  衛

竹 上  守

大 脇 明 雄

古 崎 忠 治

森 本 明 浩

志 水 忠 弘

新 田 敏 雄

大 石  守

野 坂 定 之

廣 山 勝 彦

木 幡  清

中 垣  一

高 橋 義 彦

奈 良 淳 治

山 内  好  吉 田 正 美

菱 田 好 治  右 川  正

○石 田 末 嗣

谷 川  肇

藤 井 公 恵

西 堀 洋 一

篠 田 智 之

中 沢 大 蔵

水 谷  敏

三 好 喜 勝

折 萩 真由美

多 貝 嘉 人

堤  忠 司

岩 崎 義 典

自 井  宏

林  喜久雄

森  敏 雄

藤 田 秀 夫

入 山 千鶴子

川 上 善 子

房 安 俊 二

河 北 昌 和

浦  定 司

磯 永 玲 子

藤 村 朋 弘

長谷り|1  潔

柴 田 美 子

安 田 清 次

西 沢 豊 二

石 崎 和 子

植 松 美佐子

大 西  博

樋 口 重 明

湯 川 義 雄

高 田 悦 子
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演  技

記  録

中 村 友 保

松 尾 幹 郎

小 西 英 夫

井 上  徹

平 田 知 子

塩 見 明 彦

松 崎 一 広

村 上 雅 浩

黒 田 靖 一

堀    弘

八 槙 敏 子

o湯 ,‖ 清 司

桐  佐喜雄

鈴 木 千 賀

吉 岡 年 夫

石 崎 和 子

中 村 美代子

齊 藤 格 二

宮 脇 好 子

相 模 光 弘

小 牧 久 仁

上 地 三 史

後 藤 尚 彦

岩 井 恵 子

松 尾 和 子

梶  倫 子

○岡 本  弘

田 中 正 澄

清 水  徹

林    寛

八 田 佳代子

本 坊  優

勝 田 敏 夫

小 城 厚 雄

吉 田  実

藤 井  浩

植 村 和 弘

森 澤 美佐子

田 中 久美子

大 井 加代子

奥 村 美貴子

奥 谷 義 光

本 田  茂

小 西  肇

佐 藤  賢

山 根 弥 生

西 村 一 彦

田 村 直 義

西 村 伸 也

倉 本 正 徳

東  正 彦

池 田 穂 高

河 合 隆 子

石 河 正 伸

盛 永 俊 弘

班 ○東小路 勝 己

長 尾 雅 夫

尼 子 政 孝

田 村 たき江

田 村 俊 次

野 村 康 幸

中 濱  薫

石 角 幸 作

轡 田 朝 生

福 田 洋 子

前 田 みゑ子

桐 生 恵 子

渡 辺 辰 哉

班 ○福 富 和 夫

所  正 司

馬 場 正 道

辻 井 夫佐子

中 村 一 弘

三 川 利 子

藤 野 信 雄

中
'‖

喜代一

山 梨 純二郎

浅 田 光 之

湯 川  弘

森    茂

森 本 浩太郎

田 中  進

川 島 和 也

大 木 義 文

大 内 啓 三

原 田 清 美

自 川 由 理

青 木 伸 夫

西 村 輝 夫

大 江 啓 子

渡 辺 克 子

窪  光 子

猪 野 武 士

田 村 義 乃

石 村  枠

新 堀 具知子

木 津 嘉 治

柴 田 尚 子

o小 泉 郁 三

木 下 定 嗣

村 上 健 三

日 置 浩 史

斉 藤 勝 己

中 島 精 一

上 羽 忠 男

永 田  勝

山 本 峯 也

倉 橋 孝 司

山 本 宏 光

芦 田 富 夫

八 木 義 宏

片 岡 裕 子

片 山 宣 子

松 宮  功

島 田 紀 子

小 林 秀 昭

河 本 始 朗

宮 本  功

中 江 利 彦

斉 藤 兼 吉

西 堀  宏

大 石  豊

立 野 誠 次

蒲 田 英 介

中 條  郁

糸 井 えり子

中 鳴 正 文

武 田 育 大

佐々木 達 三

尾 瀬 憲 治

大 橋 弘 三

入 江 信 義

辻  征 男

荻 野 藤 雄

福 田  勲

鷹 野  勝

小 川  卓

竹 下 士 郎

蔓  信 幸

山 本  岳

塩 見 正 弘

村 尾 佳 代

山 口 光 則

谷 口 栄 一

湯 川 明 伸

澤 田  登
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練習会場班 ○丹 羽 啓 之 ○東小路 勝 己 ○目 釜 尚 民 ○吉 田 順 一 〇安 部 功二郎

○宇都宮  平

田 中  覚

鈴 木 善 晶

青 木 伸 夫

西 村 輝 夫

大 江 啓 子

法 貴 隆 司

大八木 利 之

岩 田 利 昭

競 技 会 場長 ○那 須 孝 鷹

(総務・接待・受付案内 。救護・施設・記録・衛生 )

西野入 すゑ子

山 本 和 紀

中 村 友 保

松 尾 幹 郎

小 西 英 夫

柴 田 昌 樹

沖  裕 貴

吉 野 義 照

o松 村 尚 洋

○安 部 玄 慈

村 山 容 祥

井 上 一 士

蓑 島  潔

樋 本 達 夫

古 山 哲 夫

水 口 賀 代

坪 山 和 子

野 村 和 子

谷 本 千世子

岩 崎 富士子

宮 崎 芳 枝

坪 井 章 子

菊 池 光 雄

椛 田 貴美子

斉 藤 幾 世

中 島 芳 子

尼 子 章 子

田 中  守

中 山 章 一

石 崎 和 子

中 村 美代子

齊 藤 格 二

大喜多 千 景

藤 沢 良 香

黒 田  進

o上 田 慶 子

野 畑 和 枝

高 野 周 一

武 田 昭 夫

高 田 登美男

井 上 浩 二

山 元  定

宮 崎 京 子

小 枝 裕 子

平 井 明 子

北 本 保 子

山 内 民 子

岡 本 登志子

岡 田 美智代

北 村 雅 子

岩 根 直 子

大喜多 君 子

村 川 晴 子

中 尾 秀 正

大 工 和 明

林    寛

八 田 佳代子

小 川 博 義

山 田 真 澄

中 村 良之助

今 西 しな子

○伊 井 正 和

木 村 喜代子

島 田 道 子

池 田 真理子

谷  育 三

森  良 男

中 村 美代子

井 上 知 里

石 田 京 子

清 水 美代子

静 野 寿美子

小 山 和 子

津 野 礼 子

酒 井 賀二子

長谷川 愛 子

井 上  紫

南 沢 桂 子

上 西 裕 子

田 中 三枝子

長 尾 雅 夫

尼 子 政 孝

田 村 たき江

三 谷 千 里

小 泉 浩 史

八 嶋  平

宿 泊 部

宿  泊

長  川 俣 和 夫

班 ○園  信 孝

○岡 崎   勇

大 伴 雅 章

井 上  晃

兵 庫 芳 美

和 泉 慎 三

岡 山 喜 昭

栗 山 嘆八郎

山 本 三枝子

津 崎 久仁子

高 木 啓 子

永 田 津多子

内 藤 博 子

池 田 麻 美

北 村 久 子

高 田 夏 江

速 見 厚 子

藤 井 友美子

石 田 るり子

○真 継 壽 男

曽 根 伸 久

岡 本 義 孝

幡  順 次

藤 下 光 伸

杉 本 篤津子

寺 嶋 敦 子

仲 村 智 子

福 村 文 恵

松 下 るり子

後 藤 洋 子

川 村 多 恵

菊 池 和 美

筒 井 絹 子

小 松 裕 子

井 尻 和 美

岡 本 多見恵

Jヽ 泉 満寿美
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保健衛生部長  南  八百一

衛  生  班 ○鈴 木  晃 ○春 田 康 晴 ○行 賞 順 助

小 幡 浩 也  清 水 裕 史  北 岡  正

尾 村 建 朗  山 田 勝 吉  中 村  修

岡 本  勉  桝 田 高 雄  根 本 忠 良

笹 原 昭 和  今 井 清太郎  熊 野 光 男

富 城  彰  中 川 正 義  伊 藤 新 次

桐 野 美恵子

藤 井 志保子

竹 田 弥 生

山 本 千 鶴

鈴 木 富 子

伊 藤 栄 子

田 中 洋 子

今 井 一 美

中 尾 敏 子

吉 岡 幸 美

亀 井 芳 子

北 村 美 子

阪 本 照 美

船 本 喜美子

小 島 康 則

野 村 和 吉

藤 田 金 三

迫 田 具 人

木 下 善 次

森 本 佐百合

木 下 良 彦

谷 口 邦 行

中 橋  滋

竹 中  肇

坪 内 正 人

谷 川 淑 子

林   美和子

辻  佐代子

平 野 佳津代

長谷川 好 美

和 波 玖美子

平 尾 ひとみ

相 手 あけみ

真 柴 晴 美

新 谷 美沙子

有 田 佳 子

藤 原 ひとみ

内 山 照 美

福 田 和 子

小 山 富 三

永 田 幸 光

釧 持 良 秀

山 本 美由紀

松 岡 裕 司

木 村 幸 仁

山 田 慶 子

石 崎 正 幸

香 山 純 一

木 嶋  勉

菅 森 れい子

富 岡 千寿子

森 野 育 代

冨 田 恭 子

武 谷 百合子

旭  令 子

中 山 久 美

川 手 純 子

鯰 江 寿 生

源 城 知 江

取 違 倫 子

小 泉 雅 子

松 尾 しのぶ

波多野 代美子

片 山 要 造

松 野 光 宏

能 勢 政 彦

井ノ上 良 浩

松 山 正 典

永 井  満

中 村 浩 司

嶋 谷 重 治

西小路 哲 夫

松 井 辰 江

増 井 邦 子

佐 野 洋 子

平 田 真知子

藤 井 美代子

大 江 栄 子

藤 本 淑 子

吉 原 光 枝

吉 川 啓 子

柴 田 美代子

中 村 多鶴子

水 戸 萬里子

伊 井 多恵子

岡 本 邦 子

佐 藤 勝 子

藤 林 美 樹

岡 田 光 義

森 本 恒 治

五十棲  弘

岩 本 美 佳

太 田 修 示

奥 山  尚

尾 崎 伸 悟

竹 内 久 詞

高 見 二 郎

赤
'H美
津子

伊 庭 保 子

田 頭 夏 子

西 村 美砂子

名 倉 淑 子

森 本 敬 子

今 藤 和 代

岡 本 千恵子

田 井 明 子

寺 江 郁 子

木 村 とし子

戸 倉 なり子

三 嶋 信 子

今 井 義 一

佐 竹 清 己

斉 藤 寿 満

木 下 信 男

大 江 隆 一

稲 田  一

山 田 力nft子

塩 谷 希美子

竹 内 義 明

橋 本 道 広

藤 井  徹

ゴヒ 井 喜美子

奥 田 一 行

永 田 純 一

今 井  稔

今 井 和 夫

南  糸 子

木 下 保 代

荒 木  清

森 島 順 一

木 下  優
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西 井  満

高 嶋 正 彦

奥 田 明 彦

外 園  亨

長谷川  肇

桝 田 勝 利

長谷川  貢

救  護  班 ○飯 田 敬 洋

林  利 夫

熊 谷  敏

高 吉 直 子

向 井 智 子

長 沢 多加子

給  水  班 ○春 田 忠 男

北 本 敬 彦

浜 川 良 治

輸 送交通 部 長  花 登 重 男

輸  送  班 ○武 ′‖ 粂 次

河 村 弘 美

松 井 鉄 男

鈴木田  栄

永 田 明 義

中 川 秋 人

森  律 子

交  通  班 ○木 曽 寿 一

島 田 忠 一

滝 川 和 宏

本 庄 悦 子

長谷川 淑 子

松 岡 佐紀子

山 田 智 美

大 角 俊 雄

岡 山 浩 侑

田 村  稔

鳥 井 里 史

桝 田 雄 次

岸 本 副 男

吉 原  巌

高 田 正 行

桶 ,‖ 重一郎

篠 原 ナツエ

中 村 睦 子

今 西 正 昭

齊 藤 雅 子

萩 尾 藤 江

西 村 孝 雄

山 内 敏 雄

○久 保 忠 雄

高 橋 治 男

佐 藤 千鶴子

谷 川 康 信

西 村 清 嗣

八 嶋 麻 美

田 中  清

○田井中 祥 徳

上 村 敏 雄

龍 見 賢 蔵

古 川 陽 子

田 中 義 彦

小 谷 員 司

釧 持 久 子

北 岡 幸 男

福 西 一 夫

山 元 一 美

木 下 隆 広

谷 口  清

津 田 秀 樹

岡 崎 隆 夫

小曽根 敏 一

宮小路 節 子

林  文 子

村 山 美智子

高 木 智 子

石 田  清

西 原 貞 二

西 田 和 秀

福 岡 津世士

藤 野 展 子

関  喜 多

大 嶋 種 栄

清 水 克 己

猿 渡 幸 男

岡 田 ミチコ

田 中  厚

小 山 光 子

木 村 博 和

田 中 浩 二

山 田  均

高 野 恵美子

今 井 照 義

木 幡  誠

岡 本 俊 一

長 田 輝 彦

真 重 幸 男

古 八  員

坂 根 幸 子

'II原
三記子

紺 野 光 江

安 岡 義 隆

宮 田 邦 夫

北 村 幸 定

今 井 八重子

重 元 孝 志

吉 岡  功

太 田 利 夫

小 林 松 雄

佐々谷 千 穂

井 上 美 鈴

西 村 千 秋

高 橋 真知子

藤 井 栄 子

岩 岸 孝 宏

dヽ 林 十詩子

山 本 忠 彦

高 嶋 武 雄

山 田 清 治

平 野  明

中 川  保

谷  敏 郎

北 井 廣 一

藪 内  豊

池 田 裕 子

鈴 木 澄 江

山 地 琴 代

田 尾 美奈子

久 貝  昭

赤 澤 良 一

小 明 真 美

高 橋 孝 郎

吉 岡  研

鷹 野 文 男

岡 本 勝 道

上 田  武

川 勝 靖 司

斉ノ内 一 博

増 田 繁 樹

五十棲 恵 子

滝 川 正 幸
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警  備  班 ○山 田 彰 一  〇野 村 育 男

木 村 常 世  真 田 健 治

武 林 直 樹  岡  正 幸

仙 石  正  中 島 光 雄

吉 嶋 仁 司  北 井 美喜雄

生 島  繁  長 尾 富 夫

今 堀 晃 彦  東小路 秀 明

長谷川 太 一   岩 崎 一 司

八 田  憲  小 山 俊 夫

中 川 秋 人  松 村 忠 男

防  災  班 o冨 阪   修  ○佐 藤 幸 一

新 矢  均  湯 川  薫

沖 田 善 夫  上 田 理 枝

植 田 幸 男  上 田 憲 治

警 備 防災 部長  自 井

コンパニオン

筆    耕

コ ー ラ ス

プラス′ヽン ド

ファンファーレ

プ ラ カ ー ド

山 本 啓 二

佐 伯 英 樹

佐 藤 治 孝

松 本  剛

菱 田 義 雄

湯 浅 重 男

藤 井 広 之

山 田  実

奥 本 和 己

吉 岡 久 志

北 川 ゆり子

猿 橋 夕 子

重 乃 通 子

福 田 澄 子

松 井 俊 春

桂 原 生 慈

水 口 啓 史

山 田 広 行

小 林  薫

小 畑  弘

吉 田  勝

能 勢  守

木 下 瞑 観

今 西 康 雄

中 川  茂

岡 本 喜代治

土 山 富 夫

吉 岡 雅 樹

桝 井 国 造

能 勢 晃 次

長谷川  昭

湯 川 辰 夫

西 川 博 晴

中 澤 明 彦

大 山 達 也

穏 照 OⅨ 絆
"《
翔 × 6麻 終 翔

“

ゆ XO漱 《 翔 終 6× 0漱 《 翔 滋 0× 鱈 》
“

翔 照 0× 終 ‐か く《ぐ)※
“

→琺 ぐ←

新 治 員理子   谷
'‖

優美子

岡 本 博 子  渡 辺 康 子

山 中 好 子  川 越 悦 子

長岡京市国体合唱団

(ア ゼリア女声合唱団、長岡混声合唱団コール・ポップス、長岡京市連合婦人会合唱部グリ

一ントーン、長岡京引少年少女合唱団、アンサンブルながおか )

(開始式 )長 岡第二哺詳校吹奏楽部 指揮 田 中  進

指揮 蒲 田 英 介(表彰式 )長 岡 中学1校 吹奏 楽 部

(開始式 )長 岡 。長 脚 第二中学校吹奏楽部  指揮 池 田 穂 高

(表彰式 )長 岡第二 校吹奏楽部  指揮 石 河 正 伸

遠 藤 由香里  石 井 博 子  林  元 子  安 藤 麻衣子 石 井 敦 子

長 岡 由加代

山 内 麻 衣

橋 本  愛

本 部  香

上 田 尚 美  池 佃 祐 子  黎 石 亜紀子  吉 岡 直 美

福 西 直 子  中 村 祥 子  福 田 理 恵  近 藤 訓 子

青 木 亜 依  岡 中 芳奈子   山 元 夕 子  鈴 木 友 理

ゴヒ畑 貴 子  小 林 一 美  西 田 純 子  杉 野 夕起子

北 山  薫  荒 本 靖 子

山 本 敦 子  上 田 雅 子

福 田 昇 一
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坂 本 麻理子  山 本 香 織  井 上 ゆう子  藤
'‖

広 美

森 口 り さ  阿 知 志 織  辻  真優子  湯
'‖

景 子

中 元 公 子  森 尾 llF子  岡  るり子  池 谷 僚 子

林  由起子  山 地 恵 美  奥 田 真 理  竹 内 真喜子
壺 井 理 恵  高 橋 早和子  甲 山 あみ香  湯 ′‖ 亜 矢
垣 根 美 和  村 守 京 子  田 中 未 来  天花寺 郁 子
川 又 咲 子  荒 木 留 美  河 村 陽 子  村 田 尚 子

行 進 銹 導 山 本 義 篤  大 幸  勲  西 井 信 一  簑 部 慎 子
平 井 則 安  永 山 忠 弘  魚 住 岳 彦  神 保 貴 行

林  隆 利  橋 本 健 一  橋 本 浩 一  大 西 良 和

伊 辻 直 己  金 田 和 寿  簑 部 敏 彦  木 下  茂
目菫等掲 揚  四 方 希代子  橋 村 暁 子

前 田 和嘉子  駄 竹 博 子  小 嶋 満 弓  金 田 倫 子
新 谷  薫   片 田 江里子  林  美 幸  四 方 貴 子

演    技  マスゲーム   (開 始式 ) 長岡第四 。長岡第六小学校 6年生全員

(表彰式 ) 神足 ・長法寺小学校 6年 生 全員
金管バンド   長岡第五 。長岡第八小学校金管バンド隊

市 場 佳 代

畑  知 里

加 藤 麻 子

辻  直 美

佐々木 凡 子

藤 井 麗 子

酒 井 彰 人

折 坂 幸 洋

志 岐 義 憲

野 呂 和 代

太 田 千 晶
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■■■‐‐― 1 協力団体・ 機関等  ‐・   ・   ‐  1  -|

○∽ イズ ミヤ

(llF不 同・敬称略 )

○和泉電気∽京都事業所  ONTT長 岡京電報電話局  〇小川食

品工業∽  ○乙訓医師会  ○乙訓環境協議会  ○乙訓交通安全協会  ○乙訓青

年会議所  ○乙訓農業協同組合  ○海印寺農業協同組合  ○ガールスカウト日本
連盟京都府第 39団   ○京都ウエストワイズメンズクラブ  ○京都乙訓ライオンズ

クラブ  ○京都乙訓ロータリークラブ  ○京都西山ロータリークラブ  ○京都府

家庭婦人バ ドミントン連盟  ○京都府歯科医師会乙訓支部  ○京都府高等学校体育

連盟パ ドミントン部  ○京都府バ ドミントン協会  ○協和合成樹脂い  ○∽工進

○神足農業協同組合   ○紅梅会  ○国際ソロプチ ミスト京都西山   ○サント

リーい桂ブルフリー  ○済生会京都府病院  ○坂口商店④  O新 川端病院

OJR神 足駅  ○西山会  ○総本山光明寺  ○大成プレハブ∽長岡工場  〇立

石電機い長岡事業所  ○千代田紙業∽京都工場  ○津幡工房  ○い椿本チエイン京

都工場  ○長岡河上病院  ○長岡京音頭保存会  ○長岡京市育友会連絡協議会
○長岡京市経済協議会  ○長岡京市建築産業振興会  ○長岡京市国体合唱団
○長岡京市自治会長会  ○長岡京市消防団  ○長岡京市施設園芸組合  ○長岡京

市市民運動推進協議会・地区市民運動推進協議会  ○長岡京市商工連合会  ○長岡

京市スポーツ少年団  ○長岡京市体育指導委員協議会  00長 岡京市体育協会
○長岡京市土木協会  ○長岡京市バ ドミントン協会  ○長岡京市文化協会  ○長

岡京市立小中学校長会  ○長岡京市料理飲食品業組合  ○長岡京市連合婦人会
○長岡京市老人クラブ連合会  ○西山菊友会  ○西山高等学校バ トン部  ○西山

石材商店  ○日新染工∽  ○日本通運輸洛南支店  ○日本ボーイスカウ ト京都連

盟西山地区協議会  ○日本輸送機∽  ○阪急長岡天神駅  ○いフジタカ  ○保

栄薬工い京都工場  ○松下電器産業∽  ○松下電子工業輸長岡工場  ○三菱製紙

∽京都工場  ○三菱製紙∽京都工場写真クラブ「 ひまわり会」  ○三菱電機0京都

製作所  ○向日町警察署  ○向日町郵便局  ○村田機械0  0∽ 村田製作所

○レンゴー∽新京都工場

○神足小学校  ○長法寺小学校  ○長岡第二小学校  ○長岡第四小学校  ○長

岡第五小学校  ○長岡第六小学校  ○長岡第七小学校  ○長岡第八小学校
○長岡第九小学校  ○長岡第十小学校  ○長岡中学校  ○長岡第二中学校
○長岡第二中学校  ○長岡第四中学校

-19-



天 皇 杯 皇 后 杯

国民体育大会天皇杯・皇后杯授与規程

第 1条 天皇杯は男女総合成績第 1位の都道府県、皇后杯は女子総合成績第 1位の都道府県に授与
する。

2 第 1位が 2都道府県以上の場合は、当該都道府県で共有する。
第 2条 天皇杯及び皇后杯は秋季大会閉会式に授与し、次回冬季大会最初の競技会開会式において返
還する。

第 3条  天皇杯又は皇后杯を授与された都道府県は、次の各項の義務を有する。
(1)信託会社又は確実な金庫に保管する。

(2)破損、紛失等の場合は当該都道府県の責任とする。

(3)財団法人日本体育協会が優勝都道府県名刻印のため又はその他の必要によリー時返還を求
めた場合は、これに応じなければならない。

附 則 本規程は昭和 41

闘8不045

1B不口48

:イ]不Π54

年 4月 1日 制定

年 1月 22日 一部改訂

年 7月 10日 一部改訂

年 5月 91ヨ ー部改訂
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国民体育大会会長トロフイー授与規程

第 1条 国民体育大会会長 トロフィー (以下「大会会長 トロフィー」という。)は、各正式競技男女

総合成績第 1位の都道府県に授与する。

2 第 1位が 2都道府県以上の場合は、当該都道府県で共有する。

第 2条 大会会長 トロフィーは、競技会表彰式に授与し、次回大会開始式において返還する。

第 3条 大会会長 トロフィーを授与された都道府県は、次の各項の義務を有する。

(1)責任をもって保管する。

(2)破損、紛失等の場合は当該都道府県の責任とする。

(3)優勝の刻印を次国大会までに行うものとする。ただし、第 1条第 2項の場合は当該都道府県

で協議して決めるものとする。

(4)財団法人日本体育協会が必要によリー時返還を求めた場合は、これに応じなければならない。

附 則 本規程は昭和 41年 4月 1日 制定

昭和 45年 1月 22日 一部改訂

昭和 48年 7月 10日 一部改訂

昭和 54年 5月 9[ヨ ー部改:I
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L■■■1-・ 式 典 次 第 ‖・ ‐― ― … … … ― ・
劇

1開 始 式

(1)日   時  昭和 63年 10月 16日 (日 )午 前 8時 00分

(2)場  所  長岡京市西山公園体育館

(3)式 次 第

川[ヨ 次 第 時 刻 領要 考備

集

合

整

列

○

○

○

○

選手団集合開始

役員 。選手団整列

役員 。選手団整列完了

開式予告

7

7

7

7

30(放送 )
50(放送 )
55

55(放送 )

６

　

　

７

　

　

８

９

　

１０

　

Ｈ

1

2

3

4

5

彰
　
生
口
　
場

式
　
手

表
　
閉
　
選

開 式 通 告

選 手 団 入 場

競技会開始宣言

国 旗 掲 揚

大会旗・競技団体旗・

府旗・市旗掲揚

大会会長 トロフィー返還

競技会会長あいさつ

歓迎のことば

通

団 退

8:00

8:01

8:16

8:17

8:18

8:19

8:21

8:24

8:30

8:35

8:36

放 送

競技会会長 登壇

競技会委員長

「君が代」斉唱

「若い力」斉唱

競技会会長

競技会会長

長岡京市実行委員会会長

長岡京市長 五 十 棲 辰 男

京都府バ ドミントン協会会長

永 末 英 一

長岡京市議会議長 伊 辻 克 美

競技会会長

放 送

放 送

ファンファーレ吹奏

行進曲演奏

ファンファーレ吹奏

「君が代」演奏

「若い力」演奏

「得賞歌」演奏

「得賞歌」演奏

ファンファーレ吹奏

行進曲演奏

公開演技
 墨写

8:45

9:05

(マ スゲーム ) 長岡第四・第六小学校
(金管バンド) 長岡第五 。第八小学校
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2表 彰 式

(1)日   時  昭和 63年 10月 19日 (水 ) 午後 2時 00分 (予定 )

(2)場  所  長岡京市西山公園体育館

(3)式 次 第

Л頂 次 第 時 刻 要 領 考備

集
合
整
列

○

○

○

選手団集合開始

役員 。選手団整列完了

開式予告

13:30(放送 )

13:55

13:58(放 送 )

１

　

　

２

　

　

３

　

　

４

　

　

５

　

　

６

７

　

８

　

　

　

９

　

１０

彰

開 式 通 告

選 手 団 入 場

成 績 発 表

競技会会長あいさつ

歓 送 の ことば

国 旗 降 納

大会旗・競技団体旗・

府旗 。市旗降納

競技会終了宣言

閉 式 通 告

14:00

14:01

14:10

14:12

14:30

14:33

４

　
　
４

　

　

　

　

４

　
　

４

38

39

放 送

競技会会長 登壇

競技委員長

競技会会長

競技会会長

長岡京市実行委員会会長

長岡京市長 五 十 棲 辰 男

「君が代」斉唱

「若い力」斉唱

競技会委員長

放 送

ファンファーレ吹奏

行進曲演奏

「得賞歌」演奏

「君が代」演奏

「若い力」演奏

ファンファーレ吹奏

公開演技 震写
14:45

15:05

(金管バンド) 長岡 第 五 小学 校
(マ スゲーム ) 神足 。長法寺小学校

選 手 団 退 場 15:06 放  送 行進曲演奏

1   諸 会 議 日 程

会 議 名 期  日 時 刻 場 所 在 地 電  話

審 判 会 議 10月 15日 16:00～ 京都府長岡京記念文化会館 長岡京市
天神 41-1

075-
955-5711

監 督 会 議 10月 15日 17:30～ 京都府長岡京記念文化会館 ″

全国理事長会議 1_0月 15日 18:30～
長岡京市立
中央公民館市民ホール

075~
951-1278
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京 都 府 の歌

田中秀果 作詞/圏 伊玖磨 作曲
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作詞 山崎愛子
補作 藤本浩一
作曲 高橋 半明

ニメ
おおらかにJ=90

長 岡京市歌

し は  を ―  力f

ぜ  んの ひ か

一

一

、

緑
は
も
え
る
長
岡
の

歴
史
は
長
く
美
し
く

自
然
の
光
り
空
に
み
ち

ほ
こ
り
は
高
く
長
岡
京

き
り
し
ま

つ
つ
じ
咲
き
か
お
り

ま
す
ぐ
に
伸
び
る
若
竹
の

い
き
お
い
強
く
栄
え
ゆ
く

希
望
明
る
く
長
岡
京

三
、
未
来
を
開
く
産
業
の

ま

ち

豊
か
な
市
に
住
い
し
て

文
化
を
う
た
う
こ
え
た
か
く

ち
か
ら
み
な
ぎ
る
長
岡
京

―-26‐―

どみ
　
一

り は  た 一  か



式 典 会 場 図        ■  ―・ ■
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―(開始式人 退場図 )      退場 く―――
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(表 彰 式 入 退 場 図 )

エン トランスホール
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‐  競 技 日 程 E======コ

開 始 式  10月 16日 (日)8時 00分     長岡京市西山公園体育館

表 彰 式  10月 19日 (水)14時 00分    長岡京市西山公園体育館

熙 10月 16日 (日 ) 10月 17日 (月 ) 10月 18日 00 10月 19日 C水 )

西

山

公

園

体

育

館

成 年 女 子

1回戦 (15試合 )

9・ :30～

成 年 女 子

2回 戦 (16試合 )

8:30～

成 年 女 子

準々決勝 (4試合 )

9:30～
成 年 男 子

成 年 女 子

少 年 男 子

少 年 女 子

3位決定戦

9:30～

少 年 女 子

準々決勝 (4試合 )

9:30～
少 年 女 子

1回戦 (4試合 )
11:30～成 年 男 子

1回 戦 (8試合 )

12:30～

少 年 男 子

準決勝 (2試合 )
11:30～

成 年 男 子

準々決勝 (4試合 )

13:00～

少 年 女 子

1回戦 (4試合 )

14:00～

成 年 男 子

準決勝 (2試合 )
11:30～

子

子

子

子

男

女

男

女

年

年

年

年

成

成

少

少

決 勝 戦

11:30～

少 年 男 子

準々決勝 (4試合 )

14:30～
成 年 女 子

準決勝 (2試合 )
13:30～

少 年 男 子

1回戦 (8試合 )
15:30～

成 年 女 子

3回戦 (8試合 )
14:30～

少 年 女 子

準決勝 (2試合 )
13:30～
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|   タイムテーブル   ■  ■   ■|  ■‐

1
９

“ 3 4 5 6

第 1日 目

10月 16日 (日 )

8:00 開 始 式

9:30 Ll ，

“ L3 L4 L5 L6

11:00 L7 L8 L9 L10 Lll L12

12:30 L13 lJ1 4 Iン 15 N11 N12 ル13

14:00 Ⅳ14 M5 Ⅳ16 Ⅳ17 N18 Gl

15:30 G2 G3 G4 Bl B2 B3

17:00 B4 B5 B6 B7 B8

第 2日 目

10月 17日 (月 )

8:30 L16 L17 L18 L19 L20 L21

10:00 L22 L23 L24 L25 L26 L27

11:30 L28 L29 L30 L31 G5 G6

13:00 G7 G8 M9, M1 0 Mll Nl1 2

14:30 B9 B10 Bll B12 L32 L33

16:00 L34 L35 L36 L37 L38 L39

第 3日 目

10月 18日 (火 )

9:30 L40 L41 L42 L43 G9 G10

11:30 011 012 B13 B14 1ヽ13 M14

13:30 L44 L45 G13 G14

第 4日 目

10月 19日 (水 )

9:30 L46 B15 ル115 G15

11:30

14:00 表 彰 式

□ は決勝戦、   は 3位決定戦
Mは成年男子、Lは成年女子、Bは少年男子、 Gは少年女子

「

■■||■― ■」 競 技 前 の 注 意 「■■‐■|■■‐ |‐■■‐ ■■1■|●― |●■J

l.オ ーダー用紙は試合開始30分前にオーダー交換所に提出して下さい。
2.選手は試合開始20分前に所定の選手集合所に集合し、当試合の主審の指示に従
ってください。

3.ベ ンチヘ入場行進の後、当試合の組合せ若番のチームから3分間ずつの練習時
間が与えられます。

-30-
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~組
み 合 わ せ 表 |          三  二J

成 年 女 子 (L)
□内は試合番号
○ 内はコート番号

都道府県名
16日 17日 18日 19日 18日 17日 16日

都道府県名
1回戦 2回戦 3酬 輸 勝 輔 決  勝 準史勝1準機 3回戦 2回戦 1回戦

富  山  1-

暑 詈 :劃

茨  城  4-

福  岡  5■――■

兵 庫  6-■―■

暑 詈 :劃

[ii釧

静  岡 11-十一■

東 京 12十一■

: l ilコ

番 [ i:到
沖 縄 17-

山 形 18-

[歌] :il日匡1
詈 [ ::コ
北海道 23-

石 川

岩 手

栃 木

広  島

宮 崎

香  川

熊 本

宮 城

33千 葉

34福 井

35大 阪

山  梨

■37秋 田
些型二 38鹿 児島

島  根

■ 40愛  媛

41京 都

42長 野

量三二i5[F143山
口

44大 分

45神奈川

46奈 良

47愛 知

24

25

26

27

28

30

31

-31-



子 (M)

男 (B)

女 (G)

男年成

子年少

子年少

都道府県を
16日 17日 18日 19日 18日 17日 16日

邸道府県袋
1回戦 準々決勝 準決勝 決  勝 準決勝 準々決勝 1回戦

警曇:爵
[苫:爵
曇1:聾
高 知 7

北海道 8

□

∃

玉

阪

口

形

知

都

山

本

9埼

10大

11山

12山

3愛

14京

15富

16熊

都道府県季
16日 18日 19日 18日 17日

邸道府県名1回戦 準々決勝 1準決勝 決  勝 準決勝 1準々決勝 1回戦

曇倉:聾
響II醐
兵 庫 5

岡 山 6

普
海
囁:珊

掘‐Ⅷ‐Ⅷ‐Ⅷ“

9新 潟

10青 森

11鳥 取

12京 都

13山 梨

14佐 賀

15愛 媛

16大 阪
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16日 17日 18日 19日 18日 17日 16日
1回戦 準々決勝 準決勝 決  勝 準決勝 準々決勝 1回 戦

馬

取

縄

賀

都

島

髄

川

群

鳥

沖

滋

京

福

北

石

9愛

10福

11岡



l    l バ ドミントン競技の見方  l          ‐ IJ

■警■碁■碗 史
バ ドミン トンの先祖はインド・ボンベイ地方のプーナ

でさかんだった遊びです。 1873年 に英国 (イギリス )

のボーフォー ト公の領地バ ドミントン・ハウスで宴会が

開かれたとき、インド帰 りの士官が余興に、この遊びを

紹介したといわれています。それがきっかけで、この遊

びが「パ ドミントン」と名付けられ、世界中に広がった

のです。したがって、バ ドミントンに使われる用語のも

とは英語ですが、日本には大正時代に紹介され、第 2次

大戦後に全国的に広がりました。

世界で国際バドミントン連盟に加盟している国は約 60

で、強い国、さかんな国は下の図のような国です。日本

はとくに、女子が強く、国対国の世界選手権ユーパー杯

に過去 5回優勝、個人の世界一を決める全英選手権でも、

のべ 7選手が単複に 12の タイトルを取っています。

バ ドミン トンが強 い国、さかんな国

ャパン・オープン カナダ・オープン

国際的に一番古い競技会は全

英選手権大会で、 1899年 に

始まりました。世界選手権大会

も1977年 にできましたが、

まだ 4回 しか行われていません。

国対国のテーム対抗戦として

は、男子の トマス杯 (1948～

49年が第 1回 )、 女子のユー

バー杯 (1956～ 57年が第 1回 )

があります。ともに 2年に 1回

行われます。過去 卜杯ではイン

ドネシアが 8回 、マレーシアが

4回優勝、中国は 2回優勝して

います。

1979年 からおもな国際大

会はオープン大会といって賞金

をかけて行われるようになりま

した。毎年 1月 初めのジャパン

・ オープンもそのひとつです。

Eヨ はさかんな国

インド・
オープン

1>f*r7.
t-fz

香港オープン

台ゴヒマスターズ

タィ・オープン

マレーシア・オープン

'1::ト マホ 宣ューー

1985年 国際オリンピンク委員会は、1992年 に開かれるオリンピック大会からバドミントンをオリン
ピックの正式競技種目にすることを決定しました。これからまた新しい時代が始まります。

1> f . rr><1NU
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パ ドミン トンは他のスポーッとどこが違うか。

パドミントンが同じようにラケットを使う競技でも

テニスや卓球とちがう点は― 。

① ボールではなく、シャトルとよばれる羽根を打つ

② ネットが高く (約 1 5 5 cIIl)コ ートがせまい (テ
ニスの半分以下 )

③ ノーバウンド、つまり、シャトルが地面につく前
しか打てない

④ サービスは腰から下の高さでしか打てない
⑤ サービス権を持っている方しか得点にならない

東京の国立競技場代々木第二体育館はパ ドミントン

競技の国際大会や各種の全日本選手権大会が行われる

ところとして有名ですが、ここに出場するような上手

な人のプレーを見ていると、スピー ドとスリルにあふ

れ、おなじようにラケットを使う他の競技―― テニス

や軟式テニス、卓球――とは、ひと味ちがった面白さ

があることがわか ります。

でも、試しに自分でやってみるとどうでしょう。

シャトル (羽根 )は、なかなか思 うようには飛んでく

れません。シャトルは軽いだけでなく、空気の抵抗を

受けやすいように作られています。軟式テニスのボー

ルでさえ、重さは約 30gぁ りますが、バ ドミントン

のシャトルは 5gし かないのです。

れば、楽 しさも増し、もっとつづけてやってみようと

い う気持がわくものだと思います。

バ ドミントンのシャトルを打つときの体の動かしか

たは、いくつかの他のスポーツと共通したものがあり

ます。たとえば、野球の投球動作 (と くに、キャッチ

ボールのようなかっこうで遠くに球を投げる場合 )や 、

バ ッターの構えやスイングによく似ています。

ハンドボールやバスケットボールの長いパスも同じ

です し、パレーボールでのスパイクにも共通の動作が

見られます。ですから、こういうスポーッを少しでも

やった人は、上達が早いといわれています。もちろん、

テニスの経験 も役立ちます。

シャトルは一流の男子が打てば、はじめの速さは新

幹線なみ (時速 200～ 250キ ロ )ですが、空気の

抵抗でしだいにおそくなり、ついには失速 します。

日もくらむような強烈なスマッシュも、デリケー トな

ネットプレーも楽 しめる、このスピードの変化がバ ド

ミントンの特徴です。

試合時間は男子シングルスで平均 4o分ぐらい。動

きははげしく、野球で投手が 9回投げたと同じくらい

疲れるといわれます 。マラソン選手の心臓とボクサー

のフットワーク、この二つが必要です。
ボールを

投げるときと

手の使い

ガたは、

飛ばなければラリー (打

ち合い )がつづきません。

つづかなければ面白くない

から、すぐにやめてしまう。

こういう人も、きっと多い

ことでしょう。でも、すべ

てものごとには、理にかな

ったやりかたやコツという

ものがあります。それを知

り、うまく打てるようにな

バドミントン

は、いろいろな

他のスポーツに

にているところが

上がら

ふりあろす

動きは同じ

だよ

同じだよ
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用1具||と 用
‐
品

″ヾ ドミン トンはシャ

合 う競技です 。この シ

しておきましょう。

〈シャトル〉

トル (羽根 )を ラケ フトで打ち

ャトルとラケ ントについて説明

羽根

かがり糸

テーブ
レザー
コルク

重さ474～550グ ラム

シャトルは一般的にはシャトルコックといつていま

すが、競技規則では「 シャトルJと いいます。

シャトルは、コルクの台に 16枚 の羽根 を取 り付

けたもので、その大きさや重さは図の説明のとおりで

す。羽根の材料については、何 も書いてありませんが、

世界的には水鳥 (がちょう )が使われ、日本では一

部、陸鳥 (に わとり )も 使われています。このほか、

化学製品でできている合成シャトルもあります。

性能は水鳥製が一番ですが材料の羽根が少なくなる

一方で、しか も、こわれやすく、値段が高いなどの

問題 もあります。このため、日本では中学大会でナイ

ロン製が使われていますし、国際的に も、ナイロン・

シャトルを正式試合に使おうという動きがあります。

みなさん も一人前になるまでは、合成 シャトルで十分

だと思います。

くラケット〉

ラケットの形や大きさは、長さ6 80 mm以内、幅 230

rull以 内、ストリングスを張 りあげた面の縦の長さは

280 mull以 内、幅は2 2 0 mln以 内と決められています。

重さは規定には定められていません。

最近は軽くて、強いカーボンシャフトが、一般に使

用され約 90～ 100gの ものが多いようです。

1986年 まではラケットには規定はありませんでし

た。木製のラケットを使用 している時代 もあり、その

頃は 130～ 150gの ものが使用されていました。

′
も
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リレールを

しつかり

あぼえることが

大切だよ

試 合 01進|あ かた

▼種目  試合には、男子または女子のシングルス
(1対 1)、 男子または女子のダブルス (2対 2)、

混合ダブルス (男女が 2人 1組になって対戦 )の 5種

目があります。

▼スコア リング (得点法 ) 女子シングルスでは
11点 、その他の 4種目では15点を先取すると1ゲ
ーム勝ったことになります。2ゲームを先取すれば試

合は終わります。

1点づつの得点をポイントといいますが、得点のし

かたは、6人制バレーボールと同じです。つまリサー

バーがラリーに勝ったときだけ得点になり、レシーバ

ーが勝ったときは、サービス権を得て、サービスする

ことになります。サービスの権利が相手に移ることを

「サービスオーバー」といいます。

▼セティング  ゲームは11点か 15点が原貝Uで
すが、終盤で同点になった場合、一種の延長戦に入

ることがあり、これをセティングといいます。あと何

点取ればそのゲームが決まるかを規則で定めたもので、

次の表のようになります。

種 目
に
な
点

・ム
要
ゲ
必
得

グ

△
里
尽

ン
場
イ
る
得

テ

ヽ
さ

セ

で

の

セット後
に
必要な点

通算の

得 点

女子単 11点
9-9
10-10

点

点
12点
12点

その他 15点 一　

一

5点
3点

点

点

例えば 15点制ゲームで 13対 13のときセティン

グに移れば、あと5点取 った方が、そのゲームに勝つ

ということです。

セティングをするかしないかは、先にその点数を取

った方に決める権利があ り、しなくてもかまわないの

です。

▼ トス  試合を始めるとき、先攻後攻を決めること
を トスといいます。コインを投げて表・裏を当てるか、

ジャンケンなどで決めますが、勝った方は、①最初に

サービスするか、レシープするか②エンド千自分が入

ってプレーするほうのコー トを選びます。エンドは、

①第 1ゲームの後、② lゲームオールになった場合は

第 2ゲームの後、およびC第 3ゲームで、一方がゲー
ムの過半数の得点 (15点ゲームなら8点 )を 先取し
た直後に交代します。いわゆるコー トチェンジのこと

です。 (バ ドミントンではチェンジエンドといいます )

▼サー ビス順 とサー ビス権 の移動   試合はサー
ビスで始まります。サービスはテニスと違って、 1人

が 1度に 1回 しかできません。シングルスでは、サー

ビスに失敗するか、ラリーに負けた場合は「 サービス

オーバー」となってサービス権が相手に移 ります。

ダブルスでは、各ゲームの最初のイニングに限 り、

最初のサーバーが権利を失うと、相手の組にサービス

権が移 りますが、その後のすべてのイニングでは、 1

人が失敗しても、パートナーがサービスを続けること

ができます。

シングルスでも、ダブルスでも、イニングの最初は、

自分の右側 コー トから対角、つまり斜めむこう側にサ

ービスします。サーバーがラリーに勝つと次は左側の

コー トから行い、以下同じように右、左と交代 します。

ただし、ダブルスで最初の人が失敗し、パー トナーに

権利が引きつがれた場合は、最初のサーバーが占めて

いたコー トのとなりのコー トから最初のサービスを行

います。

また、ダブルスでは、レシープ側はおたがいにレシ

ープするコー トを変えません。つまり、そのゲーム中

はずっと同じコー トでレシープします。そして、サー

ビス権を得たときは、右側でレシープした人が最初に

サーバーとなります。

▼ラ リーの勝敗 とフォル ト ラリーの勝敗は「エ
ース」か「 フォル ト」のどちらかで決まります。エー

スは俗称で、一方が打ったシャトルを、相手がさわる

ことができなかったか、さわってもネットをこえ 返
球できなかったとき、そのシャトルを指していうこと

ばです。フォル トはパ ドミントンの専門用語で、反則

や失敗をひっくるめたよびかたです。次にあげるよう

な、たくさんの種類があります。

ラケツトの

打つ面が手首より

高い位置1こあるのも

だめよ
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くフォルト(サービスの場合 )〉

① 腰の線より高い位置で打った場合
② 打った瞬間、ラケットヘッド全体が、握った手よ
りも低い位置になかった場合

③ サービスの動作中、サーパーの足がサービスコー

トからはみ出したとき

④ サービスの動作中、サーバーの足が (一部でよい

が )床に静止していなかった場合 (フ ットフォルト)

⑤ サービスが相手サービスコート外に落ちた場合
(ア ウト )

⑥  サービスの構えをしてから、いつまでも打たなか

ったり、打ちかけて中断 したりして、相手をまどわ

した場合 (ポーク )

※ ③,④はレシーバーにもあてはまる反則なので注
意が必要。

くフォルト(サービス以外の場合)〉

①  シャトルがコー ト外に落ちたとき (ア ウト )

②  ネットにひっかけたり、下をくぐりぬけたとき

(ネ ット )

③ シャトルがネットをこえて、自分の領域にくる
前に打ったとき

④ プレーヤーの体、ウエア、ラケットなどがネット
にふれたとき

⑤ シャトルが一時的にラケット打面に
｀
保たれた

″

状態になったとき (ホ ールディング )

⑥ 同じ人がシャトルを2度続けて打った状態になっ
たとき (ド リブル )

⑦ ダブルスで、1人の打ったシヤトルが相手コート
に返球されないうちに、そのパートナーが続けて打

ったとき

③  シャトルがプレーヤーの体、ウエアなどにふれた

とき

⑨ ネットの下にすべ りこんだり、相手コートにラケ
ットを放ったり、ダブルスのサービスで、パートナ

ーが自分の方のサーパーやレシーバーを相手から見

えなくするなど、相手を妨害したとき

試 合 の 要 点

シングルスとダブルスでは、コートの広さも人数も

ちがうので、試合の進めかたも少しちがいます。

▼シングルスの基本的な作戦

シングルスでは 1人で攻めと守りをしなければなら

ないので、まず相手を
｀
攻撃できない状態

夕に追いこ

むことが必要です。そのためにはコートの前後左右、

四つのコーナーにシャトルを送り、相手をゆさぶるこ

とが大切です。

ラリーが始まったら、意識してコートの中央に陣取

ります。ここ (ホームポジションまたはホームベース

という )か らはコー トの四コーナーに箸距離なので、

どこへ打たれても、動くのに便利です。1球打 ったら

すぐにこの場所にもどるようにします。もどりきらな

いと、コー トの一方に大きな
｀
空地
夕をつくり、そこ

を攻められるからです。逆にいうと、相手をゆさぶ り、

ベースにもどれないようにすれば勝てるわけです。

まず、サーパーのときは、ロング・サービスで相手

を奥に押しておいて、クリア、ドロップ、スマッシュ

など、長いフライ トと短いフライトを組みあわせて相

手を動かし、下から打ち上げさせるようにして、こち

らの攻撃チャンスをつかみます 。

レシーパーのときは、サープをクリアで返すか、ド

ロップ、スマ ッシュで前に落として反撃の機会をつく

ります。

▼ダブルスの基本的な作戦

ダブルスの基本は
｀
攻撃に徹する・ ことです。相手

も2人いるので、ちょつとあまいタマを返すとすぐ攻

撃されてしまうし、 1人の守備範囲がシングルスの半

分であるため、シングルスよりずっと早く、速いタマ

が返つてきます。

サービスはショー ト・サービスを使います。それは、

ダブルスのサービスコー トはシングルスより7 6cmm

いため、レシーバーをおしこめるのにそれほど有効で

はないのです。

ショー ト・サービスをネットすれすれにうまく入れ

ることができれば、相手 も最初から攻撃 してくるのは

困難です。ほとんどの場合、 ドライブでラリーが始ま

るでしょう。ダブルスで ドライプが多く使われるのは、

相手にスマッシュの機会をあたえないためで もあるの

です。それでも、できるだけネットの近くの高い位置

で、早く、シヤトルをつかまえれば、少しでも
｀
上か

ら下ヘ
タシヤトルを返すチャンスが生れ、攻撃態勢に

持っていくことができます。こうなったら、 2人はコ

ー トにタテにならんで攻撃に転じます。このようなな

らびかたを
｀
前後陣型

夕
(フ ロント・アンド・パ ック )

などといいます。この陣型では、下から上へ上げてき

たシャトルを前でも後でもたたくことができます。

逆に自分たちが守勢になったときは、コー ト中央よ

り少し前方に 2人が横にならんで相手の攻撃を防ぎま

す。相手からの上から下への攻撃球はコー トの前半分

に落ちてくるので、味方の 1人が後方に守ることは意

味がないからです。
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パ ドミントン・ コー トの大 きさは右図のとおりです。

各ラインは自または黄色か、コー ト面と見分けやすい色

で 4 clll幅 。ラインの外縁までがコー ト区域です。したが

ってライン上に落ちたシャトルは、ィンです。コー ト面

は板張 りの床など、すべらなければ材質はなんでもよく、

最近は持ち運びのできるコー トマットも出ています。ネ

ットは上縁の高さがポス ト(柱)の ところで 1,5 5 0 mml、

コー ト中央部で 15 2 4mm、 ネットの丈 (た け )は 760
mmです。

■ ||‐
.|:'‐ライ1寵ついて

~

フ ラ イ ト と は

パドミントンでは「 フライト」という言葉をよく使い

ます。「飛びかた」とか「飛ぶ状態」を意味する英語で、

「 シャトルの飛んでいく道」をあらわします。

右図は各種のストロークが飛んでいく線です。これを

見ると、クリア (ド ライブクリア)や ドロップはおもに

自分のコートの一番奥から、スマンシユは同じ高さだが、

もっとコートの前から打たれることが多い、など、いろ

いろなことがわかります。また、クリアやロング・サー

ビスは相手コートの一番深いところまで飛ばなければな

らないこと、ドロップはネットをこえたらすぐ落下する

こと、などもわかるでしょう。

サ ー ビ ス

パドミントンの試合は、サービスと呼ばれる独特のス

トロークで始まります。サービスのフライト(タ マの飛

びかた )は 、大きく分けると2種類になります。それは、

①ロング・サービスと②ショート・サービスです。

どちらのサービスも、大事なことはウエストラインよ

り高い位置から打 ってはいけないことです。これに違反

すると「 フォル ト」といって「反則」になり、サービス

権 (サービスをする権利 )が相手側に移 ります。また、

バ ドミントンのサービスは、 1度 しかできません。 1球

失敗すれば権利は移ります。 (た だしダブルスでは別 )

N:ネ ント S:シ ヨートサービス ライン しし
BL:バ ンク・バウンダリ・ライン

ら,771人」?り79,8テ 1昇マ(写畢う響レ号勇「 87型色:甲『 リツ.
ハイ サービス)つ ドロップ (ォーバーヘッド)⑤スマッシュ ③ドライブ
⑦サービス(ショート・ロゥ・サービス)Эヘアビン ⑨クリア(アンダーハンド)

ド誕―一
二――ゴー三¬          i

●シャトルが描く
フライト

①
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ク リア

バ ドミントンの試合で一番多く使われるのは、先に

も説明したとおり、オーバーヘッド・ストロークとい

って、頭上でシャトルをとらえて打つストロークです。

クリアは、バドミントンのストロークの中で最も高

く、深く打つフライトです。

ス マ ッ シ ュ

クリアは、おもに相手に攻められたときに、それを

かわし、自分の態勢を立て直すための守勢的なもので

すが、スマッシュはこれと正反対で最 も攻撃的なスト

ロークです。

ドロップ

シャトルがネ ントを越してから急角度で相手コート

の手前に落下するフライトです。これもオーバーヘッ

ド・ストロークの一種ですから、インパクトまでの動

作はクリア、スマッシュと基本的に同じです。ちがう

のは打点とインパクトそのものです。

ドライプ

ダブルスでよく使われ、
｀
横手打ちのスマッシュ

タ

などといわれるほど、スピードがあり、威力もありま

す。オーバーヘッドではなく、肩を中心にした高さで

とらえたシャトルを手首をきかせて、横にはらうよう

に打ち返します。シャトルはネットすれすれを、コー

ト面に平行に飛ばします。

ネ ッ トシ ョ ッ ト

ネットの近くでやりとりされるス トロークを、ひっ

くるめてい う言葉です。大別すると、ネットよりも高

い位置でシャトルをとらえた場合と、低い位置でとら

えた場合とがあります。どちらの場合も力はほとんど

必要ではありません。(時間的にも間に合わないので )

バックスイングもほとんどとりません。大事なのは手

首のコントロールです。

● ヘアビン

シャトルがネット上縁から落ちてきたところで打ち

返す打法です。

● プッシュ

ネットより少しでも高い位置でシャトルをとらえた

場合、手首をきかせてするどく打ち込むのがプッシュ

です。

● クロスコー ト

ヘアピンの応用にクロスコー ト(相手コー トに向か

って斜めコニ トに返す )があります。
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華警警職葦む競技大
‐会~

世界で一番古いバ ドミントンの国際競技会は全英選

手権大会 (オ ール・ イングランド)で 、 1899年 に

始まりました。毎年 3月 末、英国のロンドン郊外ウエ

ンブレーで行なわれています。昔から世界各国の一流

選手が参加するので
｀
非公式の世界選手権

夕
ともいわ

れています。

国際バ ドミントン連盟が行 う世界選手権大会には、

個人戦と団体戦があります。ともに 3年に 1回でした

が、 1983年 からは 2年に 1回に変わりました。個

人の世界選手権は 1977年 に始まり、これまでに 4

回行われました。団体の世界選手権は、男子は トマス

杯、女子はユーバー杯といい、 トロフィーを寄贈した

人の名前にちなんだものです。卜杯は 1949年 から

今日まで 14回 、ユ杯は 1957年 から11回行われ

ています。

現在、世界では毎年約 50の 国際大会が開かれてお

り、そのうち、個人、団体の世界選手権を除く約 20

大会は賞金つきのオープン大会です。もちろん全英選

手権 もそうですし、 毎年 1月 には、 日本で も賞金

1,500万円をかけたジャパンオープンが開かれてい

ます。いい選手を集めて国際競技会をやりたいという

ことから、オープン大会が始まったのです。

日本が国際大会に出るようになったのは戦後です。

とくに女子が強く、ユ杯では 1966年 以来 5回優勝

(世界最高 )、 全英では 4回優勝の湯木博恵選手はじ

め、延 7人が単複で 12の タイトルをとっています。

日本国内では別記のような大会が財団法人日本パ ド

ミントン協会の主催で行われています。パ ドミントン

は年々普及 し、 1982年 には全日本ジュニアがスタ

ー トしました。

小学生のための大会は現在、市町村単位で行われて

いますが、近い将来全国大会 も開かれることでしょう。

○国内の主要大会 (カ ッコ内は開始年 )

・ 全日本総合選手権 (1948)

・ 全日本学生選手権 (1951)

・ 全日本実業団選手権 (1952)

・ 全日本社会人選手権 (1958)

・ 全日本教職員選手権 (1962)

・ 全国高校選手権 (1950)

・ 全国中学校大会 (1971)

・ 全国高校選抜大会 (1973)

・ 日本 リーグ (1979)

・ 全日本ジュニア (1982)

・ 全日本シニア (1984)

・ 全国家庭婦人大会 (1983)

・ 全日本女子チャンピオンズ・ トーナメント(1970)
●ジャパンオープン (1979)

このほか国体、 1年おき相互開催の日韓 。日中大会

などがあります。
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都
道
府
県

監

　

　

督

成
年
男
子

成
年
女
子

少
年
男
子

少
年
女
子

計

、フ

ロ

ッ

ク

都
道
府
県

監
　
　
督

成
年
男
子

成
年
女
子

少
年
男
子

少
年
女
子

計

北海道 北海道 4 3

近

畿

滋  賀 3

東

青 森 京  都 4 3

岩  手 1 3 大  阪 3

宮  城 3 兵  庫

秋  田 1 奈  良 1 3

山 形 2 8 和歌山 1 3

福  島 2
畔1

[El

鳥 取

関

東

茨  城 島 根 1 4

栃  木 1 4 岡  山 3

群  馬 8 広  島 1

埼  玉 2 8 山  口

千  葉 1 4

四

国

香  川 8

東  京 1 4 徳  島 1 4

神奈川 愛  媛 3

山 梨 高  知 3 8

北
　
　
信
　
　
越

新 潟 8

九

福  岡 3 3 8

長  野 1 4 佐 賀

富  山 長 崎 1

石  川 3 8 賞員  フト

福  井 大  分 1

東

海

静  岡 1 宮 崎 1 3

愛  知 4 3 3 鹿児島 1

二  重 1 4 沖  縄

岐 阜 1 総 計 95 48 48 48 380

‐■  参加人員一覧表    ‐  ‐   ‐  ‐‐‐
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「■‐■‐■■■●■¬ 出場監督 0選手一覧表

「

|■■■■■1■■|■■■■‐‐■11

▼成年男子 ○印は監督

都道府県名 監 督 ・選 手 名 所 属 備 考

北 海 道

二

弘

則

也

孝

雅

克

俊

山

藤

尾

島

米

伊

山

中

○ N′F T北 海 道

宮  城

○ 田 所 光 男

原  田  利  雄
告 田 幸 司

韮  沢  伸  幸

ヽ T T東 北

福  島

○ 矢 仲 栄 一

斉  藤    勇
寺  田    繁
斉 藤 清 人

自 営

東 北 歯 科 大 学

粉 富 士 通 会 津 工場

日本 女 子 工業 高校

群  馬

○ 栗 原 恒 夫

鏑 木 智 博

竹 内 康 夫

片 桐 哲 也

桐 生 高 校

前 橋 東 商 業 高 校

富 士 重 工

三 ツ 葉 電 機

神 奈 川

○ 京 屋 孝 治

長 谷 川  博  幸
石  場  隆  雄
細  谷    昇

日 本 石 油 精 製

東 海 大 学

野 村 産 業

関 東 自 動 車 工 業

石

○ 長谷川    進
毛  利  達  彦
舛 田 吉 光

羽 田 義 仁

lllハ セガフスポーツ

金 沢  市 役  所
石 川 県 体 育 館

北  國  銀  行

福  井

○ 寺 崎 由 雄

坂 井 茂 則

斉  藤    郁
芦 井 隆 俊

敦 賀 市 役 所

福 井 東 養 護 学 校

足 羽 高 校

敦 賀 工 業 高 校

愛  知

○ 山 本 秀 樹

古 賀 勝 志

峰    登 志郎
福 田 昭 典

ト ヨ タ 自 動 車

豊 田 工 機

ト ヨ タ 自 動 車
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成年男子

|                        ■  _‐

○印は監督

都道府県名 監 督 ・選手 名 所 属 備 考

滋  賀

〇 小 田 隆 司

西 村 龍 夫

西 村 金 治

北  橋    進

校

校

校

校

一局

ヽ 学

学

一局

４島押［癬

高

比

草

北

京  都

樹

勉

幸

男

秀
　
　
裕

吉

本

尾

本

本

山

村

山

杉

○ 山 本 製 作 所

同 志 社 女 子 大 学

田 辺 高 校

京 都 府 体 育 協 会

大  阪

市

嗣

勉

治

光

尚
　
　
栄

方

田

野

水

四

谷

奥

早

○ 後ケ)日 本硝子製品検査協会

此 花 学 院 高 校

N T T 尼 崎
大 阪 ガ ス

鳥  取

司

勉

夫

樹

泰
　
　
幸

茂

下

石

下

部

松

出

山

渡

○ JR西日本米子支店米子駅

西部健康増進センター

東  伯 中 学  校
西部広域行政管理組合米子消防署

岡  山

○ 中 山 睦 雄

平 田 重 男

藤 原 道 弘

若 林 邦 任

川崎製鉄絆水島製鉄所

三井造船佛 Jこ野事業所

香

○ 大 森 博 一

吉  川  和  孝
上  原    明
六  川  利  康

太 P羊 物 産 輸

プレイヤー ズクラブ

全 労  災  香 川
尽 誠 学 園 高 校

熊  本

明

一
一　
一　
男

寿

浩

圭

幸

田

藤
　
　
東

西

権

堺

伊

○ 県 立 甲 佐 高 校

県 立 芦 北 高 校

津奈木町立津奈木中学校

信 愛 女 学 院 高 校

沖  縄

彦

久

哲

公

敏

伸

　

　

一

地

黒

堂

里

下

石

荻

冨

○

名 護 高 校

太 平 養 護 学 校
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▼成年女子 ○印は監督

都道府県名 監 督 ・選 手 名 所 属 備 考

北 海 道

○ 熊 谷 敏 夫

和  田  美津 子
加 藤 洋 子

大 東 幸 子

札幌市立幌西小学校

地  崎  商  事

中 山

〃

酢 醸 造

青  森

○ 花 田 康 夫

太 田 陽 子

工 藤 孝 子

油  川  以 比 子

東 奥 女 子 高 校

大 栄 小 学 校

日 本 信 販

藤  村  機  器

岩  手

O自 沢 国 雄

村  上  み ゆ き
武 田 さな え

斉  藤  美 由紀

自 沢 せ ん べ い 店

胆  沢  高  校
岩手県共済農業協同組合連合会

宮  城

○ 山 並 正 人

阿 部 和 子

黒 澤 晃 子

伊  藤  真奈 美

ラケットショップ広瀬

七 十 七 銀 行

秋  田

二

澄

子

子

洋

真

郁

公

庭

沢

谷

地

相

永

柳

菊

○ 粉 羽 後 銀 行

山  形

O清 水 秀 裕

東 海林  文  子
田  口 真 由美
佐  藤  栄 美 子

山 形 城 北 女子 高校

輸  で  ん  六

新 「L市 役 所

福  島

○ 告 田 邦 男

千 葉 陽 子

渡  辺  多喜 子
石  川  雅  子

日立 テレコムテクノロジー

い  わ  き 短  大

若 松 女 子 一局 校

茨  城

○ 菅  野   孝
自 松  千加 子
本 間 裕 美

奥 瀬 知 香

輸 日立製作所水戸工場

著  渓  学  園
住友金属鹿 島製鉄所

″
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成年女子

○印は監督

都道府県名 監 督 ・選 手 名 所 属 備 考

栃  木

○ 塚 原 紀 子

三 富 久 子

平  間  真 由 美
高  橋  アキ子

真 岡 東 中 学 校

足 利 南 高 校

今市市立南原小学校

群  馬

○ 高 田 昌 紀

中 島 真 美

遠 藤 幸 恵

関    裕  子

伊 勢 崎 商 業 高 校

新 島 学 園 高 校

一品 I七 通

埼  玉

○ 黒  須   栄
今 津 裕 美

細 貝 悦 子

佐 藤 祐 子

川越保健所富士見支所

埼玉県火災共済協同組合

神奈川県立横浜平沼高校

第  一  證  券

千  葉

○ 峯 元 一 匡

小 菅 智 子

蓮 見 直 子

佐 藤 千 春

ピ ー ク ス ポ ー ツ

″

大日本インキ化学工業

東  京

○ 森  谷  喜久男
星  野  実智代
松 尾 知 美

毛 利 千 秋

N′「
′
!1千 代 田 支社

Ｎ
　

Ｎ

T大 田 支 社
T台 東 支 社

神 奈 川

○ 高  橋   清
松  下  直  子
岡  田  由 美 子
り‖ll名  智  美

関 東 自 動 車 工 業

日 本 電 気

山  梨

○ 滝  川   修
山  田    栄
滝  川  久  子
小  林  由紀 美

甲 府 商 業 高 校

山  梨  大  学
甲府市管工事協同組合

横河電機鞠 甲府工場

新  潟

○ 高 橋 賢 悦

野 上 満 子

本  田  み ど う
井  上  さつ き

鞠宮川 ローラー製作所

齢  福  田  組
大 河 津 中 学 校

新 潟 臨港 海 陸運 itX
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成年女子

○印は監督

都道府県名 監 督 ・選 手 名 所 属 備 考

長  野

○ 篠 崎 俊 久

下  村  千穂 美
斉 藤 章 子

高 山 卓 子

通

校

校

通

学

学

士

小

中

士

磐

更

富

常

信

富

富  山

○ 河 合 昭 博

今  川  真理 子
大  谷  鶴  美
伏  喜  由 美 子

三協アル ミニウムエ業絆

石  川

○ 東   茂  樹
水 本 幸 代

斉  藤  美和子
岡 田 真 澄

例

行

練

銀

精

國

″
　
″

庫

北

倉

佛

福  井

○ 神  戸   照
柴 田 貴 恵

山 内 美 子

中  出    忍

足 羽 高 校

日本 生命敦賀支部

福 井 女 子 高 校

フ ク ビ化 学 工 業

静  岡

○ 飯 野 佳 孝

金 丸 陽 子

横  手  智 江 美
山 田 美 紀

t?/\m

愛  知

○ 亀 谷 幸 生

大 屋 幸 恵

丑 田 明 子

佐  々 恵  理

日 本 電 装

″
　
　
″
　
　
″

二  重

○ 水  谷  栄理 子
西 城 里 花

関 矢 亮 子

夏  目 誠  子

富 士 電 機 li重 工場

球 友 堂 ス ポ ー ッ

津 市 立 橋 南 中学 校

岐  阜

弘

子

子

美

雅

尚

陽

益

塩

豆

田

本

小

伊

三

山

○ ア イ チ メ デ ィカル

東 海 女 子 大 学

三 洋 電 機

丸 杉 金 属
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成年女子

|                         ■ 1_

○印は監督

都道府県名 監 督 ・選 手 名 所 属 備 考

滋  賀

○ 浜    久 美 雄
中 井 幸 恵

杉 本 久 美

杉  本  由紀路

滋 賀 女 子 高 校

東  レ  滋  賀

京  都

○ 藤  井   聡
西  村  美 千 代
自  り|1 由  理
池 田 芳 恵

鳥 羽 一局 校

サ  ン  ト リ ー

長 岡 第 四 中 学 校

長 岡 京 市 体 育 協 会

大  阪

○ 宇  治   収
今  村    薫
田  代  美智 世
磯 崎 照 枝

洋 電 機

サ  ン  ト リ ー

兵  庫

○ 矢 賀 雅 人

荻  生  美 奈 子
自 井 洋 子

大 村 和 代

三 菱 電 機

″

奈  良

O開  キ 弘  安
藤 田 和 子

小  椋  左 恵 子
北 側 令 子

天 理 市 役 所

七 条 養 護 学 校

輸 ス リ ー エ ム

育英西中学高等学校

和 歌 山

○ 川  村  桂  司
和  泉  礼  子
蔦 田 訓 子
工 藤 志 子

住 金 和 歌 山

鳥  取

○ 岩  垣   毅
福  田  麻 寿 美
陶 山 聡 子

岡  田  真理 子

大 栄 町農 業 委 員 会

鳥 取 三 洋 電 機

ナショナルマイクロモータ

自 兎 養 護 学 校

島  根

○ 山 崎 定 利

安 部 好 乃

安 部 実 佐

小  山  幸  子

材

店

業

行

本

工

銀

衛

蔵

装

同

国

金

塗

合

雲

島

陰

中

出

中

山
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成年女子
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○印は監督

都道府県名 監 督 ・選 手 名 所 属 備 考

岡  山

○ 藤  原   航
岡    百 合 子
河  原  美 津 己
岡    良  依

三井造船絆玉野事業所

岡山市総合文化体育館

伸  松  本  組

広  島

○ 安 達 恵 吉

仁 紫 洋 子

山 下 恵 子

神  垣  ゆか り

三菱電機福山製作所

神 辺 町 立 西 中学 校

太陽生命相互保険会社

広 島 相 互 銀 行

山  口

裕

美

子

子

雅

修

悦

井

上

中

三

井

藤

堀

○ 阿 知 須 小 学 校

下  関  大  丸
国 立 岩 国 病 院

山 口県 国保連合会

香  川

○ 高 尾 信 雄

中  川  富 美 子
吉  田  真 由 美
森 下 さお り

自 営

百 十 四 銀 行

徳  島

務

美

紀

香

球

睦

川

本

田

井

牛

株

宇

吉

○ 徳 島 県 製薬 指 導 所

大 神 子小 松 島病 院

健 康 保 険 鳴 門病 院

徳 島県信用保証協会

愛  媛

○ 新 名 静 夫

石 田 信 子

善 家 光 子

真  木  久美子

愛 媛 大 学 法 文学 部

工学 部

ク ラ レ 西 条

高  知

豊

和

子

子

裕

敬

代

藤

村

崎

田

清

岩

山

○ 高 知 信 用 金 庫

こうち社会保険センター

い ま り や 薬

福  岡

○ 桶  本  百合子
磯 村 久 美

南    久美子
早  川  幸  恵

日本 生 命 小 倉 支社

帥 ベ ス ト 電 器

県 立 小 倉 理 学 校

大野城市教育委員会
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成年女子

○印は監督

都道府県名 監 督 。選 手 名 所 属 備 考

佐  賀

○ 斉 藤 秀 穂

小 林 和 美

江  口  佐和 美
平  川  敬  子

嬉 野 商 業 高 校

末 次  タ イ ヤ
西 日 本 銀 行

鳥 栖  ク ラ ブ

長  崎

○ 尾 崎 省 子

森    智 香 子
山  下  ひ か り
山 下  麻 衣 子

樋 回 事 務 所

諌 早 農 業 協 同組 合

十八銀行東長崎支店

農林中央金庫長崎支店

熊  本

○ 坂  本   正
大 蔦 みどう
林   美 希
工 藤 雅 代

九 州 日 本 電 気 0

大  分

o梅  崎  た か 子
後  藤  純  代
井 元 朗 代

井 上 尚 美

大分航空 ター ミナル

別 府 女 子 短 大

中 津 市 役 所

宮  崎

○ 野 中 芳 郎

児 玉 淳 子

西  村  美 智 子
甲 斐 千 佳

宮 崎 市 役 所

宮 崎 和 装 学 院

トヨタカローラ宮崎

石  油  荷  役

鹿 児 島

○ 前 薗 俊 哉

橋  口  潤  子
山  口  さとみ

恒  |'ド  朱  美

鹿 児 島福 祉 事 務 所

鹿児島社会保健センター

トヨタカローラ鹿児島

九  州  魚  lロ

沖  縄

○ 高 江 洲    武
伊  敷  由美 子
上 原 裕 子

伊 敷 アユ ミ

浦 添 商 業 高 校

千 代 田 生 命

日 本 体 育 大 学

国際電子ビジネス専門学校
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▼少年男子 ○印は監督

都道府県名 監 督 ・選 手 名 所 属 備 考

北 海 道

司

和

治

樹

一

忠

謙

秀

口

藤

本

井

井

工

藤

村

○ 希望学園本L幌第一高校

青  森

秀

仁

嗣

春

雅

宣

正

由

崎
　
　
藤

山

宮

今

加

大

○ 校

校

校

校

一員

一局

一局

一局

業

塾

業

業

工

義

工

工

前

奥

前

森

弘

東

弘

青

山  形

○ 桔 梗 喜 一

嵐 田 芳 輝

安 孫 子  昌  史
鈴  木    尚

日 本 大 学 山形 高校

″

茨  城

○ 山  口   清
高 植 幸 市

城 戸 敏 和

磯 部 和 弘

常 総 学 院 高 校

埼  玉

夫

昌

剛

弘

秀

知
　
　
隆

部

谷

村

賀

阿

大

内

須

○ 県 立 上 尾 高 校

″

富  山

O松 沢 成 彦

谷  口 孝  志
今 井 一 雄

沢 田 淳 悦

高 岡 工 芸 高 校

不 二 越 工 業 高 校

福  井

美

延

正

吾

洋

暁

憲

健

原

田

上

田

小

砂

村

上

Ｏ 足 羽 一局 校

勝 山 一局 校

愛  知

司

裕

彦

裕

貞

達

寿

幸

込

竹

藤

頭

下

大

加

鬼

○ 岡 崎 城 西 高 校

愛知工業大学名電高校
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少年男子

LI ‐■‐ || |.|   |         |     ||■ ■| ■1

○印は監督

都道府県名 監 督 。選手 名 所 属 備 考

滋  賀

○ 藤 上 良 信

平  井    肇
三 宅 恒 久

小 河 原    崇

比 叡 山 高 校

京  都

○ 高 橋 清 治

辻    敦  夫
谷 本 史 朗

山 本 正 展

西  乙 訓 高  校

洛 水 高 校

西  乙 訓 高 校

大  阪

〇 近 藤 一 生

伊 藤 義 夫

荒  木    徹
陣 内 正 樹

柏 原 一局 校

岡  山

○ 久 松 慎 治

福  田    哲
松 田 博 幸

自 神 和 彦

玉 野 光 南 高 校

″
　
　
〃

水 島 平 業 高 校

山  口

○ 岡 村 善 光

柳    宏  幸
吉 岡 哲 夫

藤 井 謙 治

柳 井 工 業 高 校

徳 山 工 業 高 校

高  知

○ 谷 岡 敏 男

池    寛  正
武  田 信  秀
梶  原    卓

64総 体 事 務 局
高 知 商 業 高 校

追 手 前 高 校

高 知 西 高 校

福  岡

○ 横 溝 安 伸

吉 田 義 利

明 神 憲 一

伊  藤    誠

小 倉 工 業 高 校

福岡大学附属大濠高校

八 幡 大 学 附 属 高 校

熊  本

○ 加 治 屋  博  文
高  村  誠  也
村 中 陽 介

廣 瀧 宗 美

ラケットハウスオールマン

熊本商科大学付属高校

九 州1 学 院 古同 校
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▼少年女子 ○印は監督

都道府県名 監 督 ・選 手 名 所 属 備 考

北 海 道

○ 谷  浦   隆
山 根 理 江

澤 田 百 合

中  垣  真紀 子

札 幌 静 修 高 校

青  森

○ 佐 藤 正 明

田 中 範 子

佐  々  由美 子
倉 光 愛 美

千 葉 学 園

″

　

　

″

　

　

″

宮  城

○ 片  桐   勉
立 花 久 枝

矢 野 直 子

伏 見 亜 古

聖 ウルスラ高等学校

″

茨  城

〇 小 島 一 夫

物 井 あ ゆみ

沼  口 慶  子
盛  定    聖

常 総 学 院 高 校

″

山  梨

○ 山 田 栄 造

日 原  恵 美 里
徳 武 美 保

日 原  由美 子

自

山 梨 一局

営

校

″

新  潟

○ 佐 藤 秀 夫

加  賀  ゆか り
羽 田 幸 恵

原    佳  子

新 潟 青 陵 高 校

富  山

○ 清 水 芳 隆

山 崎 美 紀

横 山 里 美

朽 木 浩 美

高 岡 女 子 高 校

″

愛  知

○ 平 岩 友 憲

加 藤 佳 美

早  川  美 奈 子
林    矢 須 子

新  川
佐  屋

高

高

校

校

市 郁 学 園 高 校
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少年女子

○印は監督

都道府県名 監 督 。選手 名 所 属 備 考

京  都

○ 宇 山 保 夫

野 々村  美  香
松 田 朋 子

富 岡 可 奈

成 安 女 子 高 校

大  阪

○ 片 岡 輝 明

岩  田  良  子
水  井  妃 佐 子
新  木  美 志子

四 條 畷 学 園 高 校

兵  庫

○ チ|1原 崎    敏
井  上  ひ ろ子
音  田  悦  子
小 泉 友 紀

園 田 学 園 高 校

夙 川 学 院 高 校

園 田 学 園 高 校

鳥  取

○ 柏 木 茂 樹

平 井 恵 美

渡 辺 優 子

滝 中 真 美

NTT米 子電報電話局
境 一局 校

境 水 産 高 校

岡  山

○ 毛 利 清 志

佐 藤 由 香

渡 部 美 香

出 原 直 美

山 陽 女 子 高 校

愛  媛

○ 逸 見 寛 二

重  松  里 江 子
矢 野 幹 子

今 井 弘 子

西 条 一局 校

″

　

　

″
　

　

〃

佐  賀

○ 築 地 孝 彦

梅  崎  千 枝 美
久保 田  美  可
庄  島  由美 子

佐 賀 女 子 高 校

熊  本

○ 工 藤 勇 参

中 原 敬 子

甲 斐 美 和

宮 村 愛 子

熊 本 中 央 女 子 高校
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バ ドミントン競技

l‐‐  |■ ll 男女総合 (天皇杯得点 )成績一覧表 

「

 ‐.| ■|■|1 1

成年男子 少年男子 成年女子 少年女子 男 女総 合成 績 (天皇杯得点 )

順位 順

　

　

位

競
技
得
点

順

　

　

位

競
技
得
点

順

　

　

位

競
技
得
点

順

　

　

位

競
技
得
点

〈
口
　
　
計

競
技
得
点

参
加
得
点

得
点
合
計

順

　

　

位

1 北海道
2青 森
3岩 手
4宮 城
5秋 田
6山 形
7福 島

8茨 城
9栃 木
10群 馬
11 ナ奇 Iこ
12千 葉
3東 京
4 神奈川
15 山 梨
6新 潟
長 野
8富 山
9石 り‖
2o福 井
21 静 岡
22愛 知
23二  重
24岐 阜
25滋 賀
26京 都
27大 阪
28兵 庫
29奈 良
30和歌山
31鳥 取
32 島 根
33 岡 山
34広 島
35山 口
香

37徳 島
38愛 媛
39高 知
40福  岡
41 佐 賀
42長 崎
43 熊  本
44大 分
45宮 崎
46鹿児島
47沖 縄
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バ ドミントン競技

‐  ‐  ・ 女子総合 (皇后杯得点 )成績一覧表 I  ■ ~■  1

成 年 女 子 少 年 女子 女子総 合 成績 (■后杯得点 )

順

　

　

位

競
技
得
点

順

　

　

位

競
技
得
点

〈
口
　
　
　
　
一卦
川

競
技
得
点

参
加
得
点

得
点
合
計

順
　

　

位

1 北海道
2青 森
3岩 手
4宮 城
5秋 田
6山 形
7福 島
8茨 城
9栃 木
10 群 馬
H 埼 ]:
12 千 葉
3東 京
14 神奈り||
5 山 梨
6新 潟
7長 野
8富 山

石

20 福 井
21 静 岡
22 愛 知
23 二 重
24 岐 阜
25滋 賀
26 京 都
27 大 阪
28兵 庫
29 奈 良
30 和歌口I
31 鳥 取
32 島 根
33  岡  山

34 広 島
35 饉| 
「

|

杏

37 徳 島
38 愛 媛
39 高 知
40 福 岡
41 佐 賀
42 長 崎
43  貪員  2ド
44 大 分
45 宮 崎
46 鹿児島
47  れII  牟重
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| 1    過去の成績一覧表

◎第4回 昭和24年 東京都 東京YMCA(個 人戦オープン)
順位

種別
位 位 位

一般男子 単 東 京 広 田 敏 秀 北海道 佐 藤   保 東 京 藤 井 光 男

一般男子 複
秀

男
敏
光

田
井

広

藤
一示東 脚 |{霜 一浮

万喝
Jヒ海道
{綺 整 三 晶

一般女子 単 神奈川 吉 田 とよ子 愛 知 吉 沢 千 里 神奈川 遠 藤 文 子

一般女子 複 脚 |1菫 子

子

よと

文
田

藤 isaiil i$
子

き

歌

た

林

村

里

子

千

範
沢
藤

吉

後
知愛

◎第 5回 昭和25年 愛知県 栄小学校、自鴎小学校、東桜小学校 (総合優勝 神奈川県 )
順 位

種別
位 位 位

一 般 男 子

秀

男

宏

久

敏
光

淳

康

田
井

宮

田

広

藤
小

山

一示東

一
占
次

道

淳

万
直

武

馬
谷

本

岡

相

小

松

奈神

保
郎
俊
守

三
英

藤
上
西
林

佐
村
葛
若

道海北

一 般 女 子 脚握
子
子
子
子

■
（
　

　

み

と
文
歌

と

田
藤
林

川

子
子
子
子

鈴

綾
久

照

谷

江

田
田与

水

堀
保
伊

知愛

代
栄
子
子

絹
　
信
京

藤
藤
賀
岡

伊
安
佐
片

道海北

高 校 男 子

裕

二

一
夫

周
健
卓

田
山
塚
中

石
神
大
島

道海北

男
雄
司
勇

光
成
健

川
辺
竹

□与

石
渡
大
野

知愛

明
喬

実

一

道

弘

　
日却

松
井

井

岡

村

江

藤

奈神

◎第6回 昭和26年 広島県 広大東雲分校、同大附属小学校 (総合優勝 愛知県)
順 位

種 別
位 位 位

一 般 男 子

秀

明

久

敏

道
康

田

　

田

広
岡

山

一示東

治
司

彦

忠

健

和

越

竹

野

玉

大
大

阜岐

男

雄

男

光

成

和

井

辺

藤

渡
蟹

知愛

一 般 女 子

子
子
子

綾

久

照

江

田
田与

堀

保
伊

知愛

子

え
子
さ
重

悦

ま

八

原

田

登
員
高

石

代

子
子

絹
京

澄

藤
岡
原

伊
片
栗

道海北

高 校 男 子

治
勇

一

安
　
健

部

□
松

服
野
之

知愛

直

夫

一

正
貞
秀江

東
西
諸

石 岐 阜
1看 I E尖 ||
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過去の成績

「 |‐ ‐             ‐ ‐        ‐ 11

◎第 7回  昭和27年  宮城県 東北大学体育館 (総合優勝 神奈川県 )

恙 位 位 位

一 般 男 子

秀

明

一
雄

敏

道
昂
秀

田
　
井

原

広

岡

藤
吉

奈神 北海道
1曾 ] [三i

東 京

実
敏

茂
朗

ユ早
　
芳

井
宮

崎
藤

江
小

山
佐

一 般 女 子

え
子
子
絵

さ
　
重

ま
悦

八
衣

原

　

田
倉

貝

登
高

米

石 東 京
li酢: 言
江
:
愛 知

子
子
子
子根

綾
久
照
美

江
田
田
野
与

堀
保
伊
水

高 校 男 子

雄

彦
潔

治

文

一
　

隆

月

田
石

木

望
倉
力

鈴

一示東

男

司
明

則

和

英
弾

光

倉

根
藤

島

新

関
内

伏

奈神 石  川
一
夫
三
稔

秀
晴
圭

江
上
本
田

諸
井
山
上

高 校 女 子

子
子

子

子

津

延
貞

美

一

瀬

尾
原笠

広

西
小

関

庫丘
（

子
子

子

明

美

照

弘
久

藤
嵐

藤

藤

十
佐

五
斎

佐

形山 神奈川

子

子
子

緑

代
良

美
光

川
野

田
島

大

竜
藤
中

◎第 8回  昭和28年 香川県 善通寺体育館 (総合優勝 神奈川県)

恙 位 位 位

一 般 男 子 神奈川

秀

豊

久
博

敏

　
順

田
治

崎

田

広

佐

川
杉

東 京

男

一
郎

誠
一

光
秀

十

井

江

川
原

藤
諸

相
萩

1大 竹 健 司

岐阜{斡 男薯轟
l林    金太郎

一 般 女 子 神奈川

子

子

子
子
み

文

歌

と
智

藤
林

川
野

遠
小

荒
小

北海道

子
江
子
子

久
弘
貴
悦
重

元
津
部
井

岡
梅
阿
荒

制憬[馨
高 校 男 子 北海道

敏
則
男
充

兼
正
竜
啓

石
藤
川
桁
谷

片
加
長
井

石 川

男
而
男

一

桂
直
幸

健

尻
　

外

崎
田

江
辻

半

岡

啓
夫
彦

明

牧
利

弘

川
岡
井

藤

越
花
折

内

奈神

高 校 女 子 宮 城

子

子

子
子

美富

京

範
幸

堀

津

藤
本

西
谷

佐
松

香

子

子

子

誉

武

久

西

山

鍋

大

秋

真

制罐』
子
子
子
子
代

良
光
美
澄

◎第 9回 昭和29年 北海道 札幌市 (総合優勝 愛知県)

恙 位 位 位

一 般 男 子

治

司

三

中
心
腱
に
立電

越

竹
岡

玉

大

松
阜岐

勇

治
夫

与

貞

□
部

熊

野

服
稲

知愛 富  山
正

一
男久

友

亥

水

谷

木

清

釣

荒

一 般 女 子

子
子

子

美吉
口
一範
一示

堀

藤
津

西
佐
谷

城宮

子

え
信

さ

悦

ま原
谷

登
員
渋

石 愛 知
子

子
子

久

照
綾

田

田
江

与
保
伊

堀

高 校 男 子

健
正
昭

広
雅

場
友
藤

豊
御
伊

知愛

信

三
昇

嘉

桂
村

尻
谷

西
江
島

石 愛  知
一
宏
潔

健沢
内

辺

一豆

富
伊

渡

高 校 女 子

一十
一十
，十

信

桂

享

田
藤
形

武

伊

尾

島声ロ

美

子

子

嘉

文

基

森

野

宅

大

友

三

山岡 愛 知
大 沢 範 子
大 室 久美子
大 竹 泰 子
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重月1
川貞[立

位 一
■ 位

一 般 男 子
秀
博

明

敏
　

道

田
円

広
杉

岡

奈
司

三
弘

健

竜

竹

岡
井

大
松

酒

阜岐 宮 山
1瞥 彙 努久悪

一 般 女 子 福島
|]量 [:

子

子
子

みと
歌
良

川
林

川
倒
|[

江
子
子

久貴
悦
重

津
部
山

梅
阿
下

首

一
海

高 校 男 子
一
英

一

栄
克

順

井
島

岡野

永

北
小

一示東
方

谷

北
関
米

石
匡
功

外喜彦

紀

房
至

仁
隆

田
鮨
．角

生
板

羽

形山

高 校 女 子
子

子

子

文

節

基

野

田
宅

友
権

三

山岡
子

節

子

功

　

静

木

津
丼

々佐

三
菅

城宮
子

代

子

豊
紙

怜

田

田
村

永

藤

藤

番

過去の成績

‐ ‐  ‐

◎第 10回  昭和30年 神奈川県 神奈川体育館、鶴見女高体育館 (総合優勝 神奈川県 )

◎第‖回 昭和3!年 兵庫県 神戸YMCA、 生田中学 (総合優勝 岡山県)
順位

種別
位 位 位

一 般 男 子
博

明

久

一青″
日
日

田
藤

藤

杉

佐

佐

奈神
弘
男

平

益

節
俊

田
木

村

上

増

武

阪人
志

一
道

清
俊

利

利

田
原

毛

前

石

岡

一 般 女 子
子

江
子

美富

静
範

堀
寺

藤
野

西
小

佐

城宮
子

子

子

文

節

政

野

田
本

友
権

光

１岡
子

子

子

貞

洋

奎

尾
藤
森

西
加

金

庫丘
（

高 校 男 子 制
1営 量保誉

夫
徳

一

邦
正
竜

Jヒ海道
1言
畠
婁

房

考
志

隆

重
勝

垣
岸
水

板

山
鎚

形山

高 校 女 子
工
子

子

ヌキ
桂
衣

井
上
下

横
井
山

香
子

子
絢

桂
寿

林

田
岸

小

戸
根

山岡
節
子
子士
′し、

英
与

浦
倉
浦

三
沼
三

城宮

◎第12回 昭和32年静岡県 富士市体育館、富士高講堂 (総合優勝 神奈川県)

諦型旺 位 位 位

一 般 男 子
朗

博

男

芳

　
和

藤

田
倉

佐

杉

新

奈神
雄

潔

三

文
　

俊

月
石
木

望

力
鈴

一示東
夫

隆
商

良

嘉
修

中

野
山

島

星
神

道海北

一 般 女 子
工
子
子

キ
桂
衣

井

上

下

横

井

山

香
子

子

子

節

政

桂

田
本

林

権

光

小

山岡
子

子

子

良

歌

英

川

林

川
倒
1會

高 校 男 子
雄

智
勝

好

　

敏

宮

村

木

小

中
鈴

奈神
夫
男
章

明
和

知

井

田

酒
村

堀

石
隆

祐

豊

英
野
脇

田

平
森

富

根島

高 校 女 子
子
子

子

茂

　

ヤ

外
久

ツ

島

下

下

田
山
宮

香
子
子

子

良

弘
禎

橋

村

野

掛

西
佐

岡静
子

子
子

喜

美

順

悠
富

田

田

田

有

長
松

石
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過去の成績
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◎第13回  昭和33年 富山県 高岡女高体育館、南星中体育館 (総合優勝 東京都 )

恙 位 位 位

一 般 男 子 東  京
敏
啓
夫

兼
　
牧

石

川
岡

片
越
花

神奈川

博
朗
久

一方
日
曰

田
藤
藤

杉
佐
佐

大 阪
弘
弘
志

芳
益
清

谷

田
王

高

上
松

一 般 女 子 香
工
子

子

ヌ
　

茂

キ
久

外

井

下
島

横

山

田
神奈川

子
子

子

歌

良

文

林

川
見

小

大

三
岡  山

子

子

子

節

政
桂

田
本

林

権
光

小

高 校 男 子 形

弘
憲

賢

義
善

森
垣
林

金
板
小

東  京
春

司
肇

幸

武
十
↑
水
一Ｐ

鈴
宮

員
奈 良

一
嗣

正

晃
高

安

森

榎

中

高 校 女 子 香

子
子
子
み

文

と
和

本

木
本

藤
有

福
富  山

子
子
子

洋
玲
桂

島
島

尾野

高

中
栂

|||石

子
子
子

久紀

節
光

崎
　
多

山

川
竹

◎第14回 昭和34年 東京都 足立区体育館 (総合優勝 神奈川県)

恙 位 位 位

一 般 男 子 神奈川

朗

久
潔

一七″
曰
曰

藤
藤

□

佐
佐

関

|||石

治
夫
男

正
治
和

田
井

田

新
酒
村

大  阪
士
い
憧
三
貝

清
康

王
松
松

松
小
小

一 般 女 子 神奈川

子

子

子や

良
文

み

川

見

野

大

二
推

香

工
子
子

ヌ
　

ヤ

キ
久

ツ

井

下

川

横

山
宮

子

子

子

あ
洋

玲

坪
島

島

大
高

中
山富

教 員 男 子 神奈川

博

剛

治義

田
本

原

杉

山
石

大  阪
雄

夫

郎四

茂

敏
敬

藤

来

野

佐

宝

北
東  京

平 田 登志郎
市 川 和 司
柳 田 直 規

高 校 男 子 宮 城
一
雄
宏

紘

保
昭

部

江
斐

渡

堀
甲

北海道

彦
光
聡

康
将

瀬
中
木

竜
竹
梅

神奈川

彦
三
充

洋
恵
拓

本
崎
坂

山
岡
小

高 校 女 子 香 川
子

子

子
み

文

と
和

本

木
本

蔵

有

福
静 岡

子

子

子

ソ

利

セ
待

沢
村

原

伊

志
石
富 山
|[野
『 菫暮:

◎第15回 昭和35年 熊本県 菊地市体育館 (総合優勝 富山県 )
川貞1立

種 別
位 位 位

一 般 男 子 東 京
一
英
肇

栄
克

井
島
戸

永
北
貝

神奈川

朗

治
勤

芳
啓

藤

藤
石

佐

遠

砥
富  山

男

徳

雄

久亥

三
幸

木

沢
野

荒
一扇
大

一 般 女 子 富  山
子
子
子

洋
玲
桂

島
島
尾野

高
中
栂

秋  田
工
子

子

チ
政
満

・坂
村

山

脇

木
横

静  岡
野 村 志津江
伊 沢 利 子
志 村 セツ子

教 員 男 子 石

北 方   匡
河原山 晴 夫
茂 藤   寛

神奈川

博
剛
治義

田
本
原

杉
山
石

秋  田
三
隆
司

竜
安
裕

越

坂
木

宮

脇
鈴

高 校 男 子 神奈川
三
充

彦

恵

拓
敏

崎

坂

川谷

岡
小

長
山  形

彦

男

一

勝

勇
清

藤

沢
橋

佐
出

高
新  潟

平
淳
祐洋

部
原
藤

阿
笠
伊

高 校 女 子 富  山
子

子
子

智

智
美
美
敦

井

田

橘

酒

平
香

子

子
子

文
信

久

井横

林
森

秋  田
子
子
子

奉
七
文

橋
沢
崎

高
石
長
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恙 位 位 位

一 般 男 子 東 京
敏

一
男

兼

栄

忠

石

井

野

片

永

星
神奈川

朗

三
治

芳

恵

啓

藤

崎

藤

佐

岡

遠
山  形

一房
男
任

隆
勇

垣
一沢
村

板
出

北

一 般 女 子 富  山
碑野尾 猛 十
橘   美智子
酒 井 美智子

秋  田
子
子

子

峡
満

奉

村
山

橋

本
横

高
香

子

子

子

ヤツ
知

文

川
井

井

宮
福

構

教 員 男 子 石 川
匡
夫

三

晴
圭

万
山
尻
原
北
河
江

神奈川

博

郎

彦
三敬

捷

田

田

山

杉

岡

秋
秋  田

隆
司

喜

安
裕

弘

坂
木

橋

脇
鈴

高

高 校 男 子 新 潟
一
司
昭

紘
武
義

竹
沢
野

大
安
星

北海道

光
潔

治

宣田
　

直

村
浦

本

中
松

松
山 梨

勲
男

博

育
本

田
山

川

半
秋

早

高 校 女 子 山  形
佐 藤 弘 f
小笠原 詔 子
矢 □ 淳 子

静  岡
十
江

子

紀
博

昭

不
野

山

呂
天

影
秋  田

子

子

子

津

　

モ

美

綾

モ

藤

山

門

伊
横

大

過去の成績
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◎第16回  昭和36年 秋田県象潟町中学校体育館 (総合優勝 秋田県 )

◎第17回 昭和37年 岡山県 岡山県立倉敷青陵高校体育館 (総合優勝 東京都、富山県)
順 位

種別
位 位 位

一 般 男 子 東  京
男
豊
雄

中
心
　
鎮

野

田
門

星
富
井

神奈川

治

勝

三

啓

敏

恵

藤

木

崎

遠

鈴

岡
愛  知

英

雄

一

克

好

陽

島

宮

川谷

北

小

長

一 般 女 子 香

子
軍
Ｊ
子

知
文

久

不
井

福
横

森
富  山

橘    美智子
酒 井 美智子
栂野犀 棒 子

秋  田
子

子

子

政

満

奉

村

山

橋

木

横

高

教 員 男 子 石

匡
夫

〓

Jじ   フラ

河原山 晴
江 尻 圭

神奈川

移 出   博
秋 山 捷 彦

岡 田 敬二郎
秋  田

陸
司
半

女
裕
俊

坂
木
崎

脇
鈴
真

高 校 男 子 新 潟
務
男

紀

治

善

出
川

野

不
荒

阿
東 京

止
夫

誠

一
孝

一

野
田

由
須

関
青 森

昭
勇

明

国
　

義

合
川

上

谷
奥
長

三

高 校 女 子 富  山
子
子
子

妙
光
和

崎
村

橘
室
河

秋 田
シ
子
子

ヨ

ト

サ
幸

塚

門

瀬

大

大

間
岡  山

十
枝
子

得
百
泰

琢
放
村

局
重
七

◎第18回  昭和38年 山口県 下関市体育館 (総合優勝 新潟県 )
1頂位

種別
位 位 位

一 般 男 子 愛 知
雄
憲
隆

好
善
整

宮
垣
熊

小
坂
稲

東 京
雄
司

一

鎮
武
栄

門
水ヽ

汗
宮
堺

島 根
男
豊
茂

甲い
　
春

野
田
崎

星
富
山

一 般 女 子 秋  田
子
子
子

満
奉
文

山
橋

崎

積
高
長

香

田 島 外茂子
横 井 文 子
森   久 子

富  山
子
子
子
智
桂
美
光

尾
井

崎

野栂
酒
室

教 員 男 子 石

匡
夫

三

晴

圭

万
山

尻

原
北
河

江
神奈川

杉 田   博
岡 田 敬二郎
秋 山 捷 彦

大  阪
大世古 吉 弘
北 野 敬四郎
片 岡 輝 明

高 校 男 子 新  潟
夫

男

春

義

光

一

野

田

□

星

裏

樋
東 京

誠
安

正

一
　

和

村

屋

関
中

占
北海道

福 島 智 徳

林     守
久保田 和 男

高 校 女 子 栃 木
十
子

子代

相
昭

千

沢
本

出

別
松

小
新 潟

子
子
子

相
純
泰

藤
沢
内

後
茂
竹

北海道

子

子

子

幸

裕

泰

森

田

田

吉同
一一同
Ｈ側

-60-



過去の成績
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◎第19回  昭和39年 新潟県 県立三条高等学校体育館 (総合優勝 新潟県 )

恙 位 位 位

一 般 男 子 愛 知
唯
憲

昭

好

善

隆

宮

垣
后

小

板

岩
東  京 一中栄一一

水
宮

堺
石

膚
男

力

止
和

田

田

田

新
村

沢

一 般 女 子 香 サil
千
子

子

茂
又
外

久

井
島

横
田

森
秋  田

子

子

子

満

奉

文

山

橋

崎

横

高

長
岐 阜

高 木 紀 子
天 野 博 江

岩 后 蛍 子

教 員 男 子 新  潟
一
司

夫

紘

　

俊

部
井

藤

渡

永

佐
石 川

匡

夫

三

晴

圭

方

山

尻

原

北

河

江

神奈川

博
郎
彦
三敬
捷

田

田
山

杉
岡
秋

高 校 男 子 新 潟
造

夫

毅

正

和

本

田

山

鈴

神

片
奈  良

夫

修

一

芳

　

年

本

壁

森

橋

真

富  山
昭
之
則

正
博

弘

野
野
林

立
盛
高

高 校 女 子 栃  木
子

ョ
枝

カタ

コ
初

木

島

田

植

大

武
新 潟

子

子

子

美

重

泰

恵

八

内

本

野

竹

石

高
秋  田

ミ
子

子

枝

ミ

フ
美

ユ

佐々木

中 川
加賀谷

◎第20回  昭和40年 岐阜県 富田学園体育館 (総合優勝 岐阜県)

恙 位 位 位

一 般 男 子 愛 知
雄

憲

彦

好

善

敏

宮

垣

川谷

小

板

長
東 京

一
司

六

栄

武

十
水ヽ
上

堺

宮

田

香

昭
朗
顕

義
立

条

口
田

東

山
牟

一 般 女 子 岐 阜 香

子

子

子

文

久

和

井

　

藤

一横

森

加
新 潟

後 藤 和 子
石 崎 妙 子
竹 内 泰 子

教 員 男 子 石 川
河原面
~硝
 夫

Jヒ 方   匡
村 西   一

北海道

良

剛
志

茂
　
弘

田
森
島

杉
笹
中

岡 山
悪
勝
敏

清
　
尭

利
宅
本

毛
三
柳

高 校 男 子 富  山
栂野尾 昌 一
寺 前 信 之

中 坪 邦 雄
岐 阜

矩

修

則智

幸

　

美

山

関

堀

杉

尾
奈 良

不

一　
一

優
憲
公

壁
村
野

具
河
滝

高 校 女 子 大 阪
枝
子
子

光
妙
栄

藤
脇

田

近
才
池

岐  阜
子
子

子代

葉
良

美

稿
葉

本

呂
稲

川
栃 木

美
子
子
代

ト

明
喜

サ

野
崎

田

上
石
吉

◎第21回  昭和41年 大分県 日田林工高体育館 (総合優勝 新潟県 )

恙 位 位 位

一 般 男 子 愛 知
雄
憲
司

好
善
武

宮

垣
沢

小
板
安

山 梨
三

男

勇

恵

真

崎

山

上

岡

秋

三

大 分
司
也

三

武
大
俊

永
中
武

宮

田
春

一 般 女 子 岐 阜
子

江

子

紀

博

康

木

野

田

青同
一＋
ハ
古
同

新  潟
子

子

操

昭

妙

藤

崎

藤

後

石

加
秋  田

横 山 満 子
高 橋 奉 子
加賀谷 ユ ミ子

教 員 男 子 北海道
長
彦

夫

成
惟

功

出
達

山

移
安

上
石  川

河原山 晴 夫
北 方   匡
原   栄 一

岡 山
勝
志

敏
清
亮

宅
利
本

三
毛
柳

高 校 男 子 新 潟
次
官
一作

順
　

良

間
橋

田

本
高

奥
宮  城

我 妻 一 郎

市 川   清
寒河エ ー 利

香 川
一
弘
庸

相
健

忠

辻
崎

田

西
西
小

高 校 女 子 山 形
子
子

子

茂
　

ゲ

登
幹

シ

山
藤

藤

小
遠

伊
新  潟

子

子

薫

美恵

悦

間

下

坂

本

日
高

岡 山
恵
子

子

博

恵

民

木

口
藤

湯

浦

佐
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恙
Ｌ
ｉ

し
■

Ｌ
土

一 般 男 子 愛  知
憲

司

宏

善

武

一

垣

沢

林

板

安

小
神奈川

4ヽ  島 - 11
山 本 洋 彦
遠 藤 啓 治

東  京
一
上（
八

栄

十

平

上

橋

堺

田
本

一 般 女 子 香 り||

子

子

江

みル
ニ
人
盲
＾

木

井

本

有

横

山
新  潟

美
子

操

明
和

嵐
藤

藤

ＩＦ五
後

加
岐  阜

子
江

子

紀
博

雅

木
野

賀

高
天

虫

教 員 男 子 富  山
隆
郎
之

芳
史
信

水
木
山

清
正
松

北海道

良

彦

夫

茂

惟

功

田
達

山

杉

安

上
宮  城

人

一
功

和

紘

茂

部

地

加

渡

菊

高 校 男 子 富  山
実

保

寛

田

島

ロ

米

松

谷
奈 良

一
昭

一

公

正

博

野

林

輪

滝

小

葛
宮  城

夫

夫

一

幹

哲

純

間

田

戸

門

山

木

高 校 女 子 新  潟
子

子

薫

チ
知
マ
　
圭
大

沢

子

坂

相

金

高
香

Ｆ

子

美

占
い
千

経

清

片

森

下

小

竹

山
栃  木

田 仲 美津枝
枝   加代子
[「   ″た  千口   子

過去の成績

I                                II I

◎第22回  昭和42年 埼玉県 越ケ谷市立体育館 (総合優勝 香川県 )

◎第23回  昭和43年 福井県 福井県立勝山合同体育館 (総合優勝 岐阜県)

恙 (立
■．■ 位

一 般 男 子 山 梨
三

男

登

苗
一
百
本

崎

山

中

岡

秋

田
神奈川

平

一
人

一
悠

直

島

良

辺

小

吉

渡
東  京

一
征

誠

栄

一　
一

野

堺

西

関

一 般 女 子 岐  阜
子

江

子美

紀
博

久

木

野

藤

高
天

安
東  京

僑

野

仲

高
水

田

とも子

小夜子

美津江

新  潟
美

子

子

明

和

邦

嵐

藤

林

十五

後

小

教 員 男 子 真〔  Иド
治

参

身

直

勇

健

藤

原

南

工

芦
石 川

方
西

北
村
原

匡

栄 一
岡 山

志

勝

敏

清

　

尭

利

宅

本

毛

三

柳

高 校 男 子 富  山
博
治
茂

敏
正

上
島

目

二
草
布

形

男

男

臣

好

光

政

藤

所

藤

遠

田

伊
岐  阜

昇

宏

男

路

守

田

藤

立

岩

後

足

高 校 女 子 大  阪
子

子

子

よ

泰

き

弘

山
山
崎

平
柴
高

香 川
子

子

子ろ

泰

幸

ひ

武

本

沢

宮

福

赤
新  潟

子

子

子

美

　

里

栄

礼

由

川

中

竹

堀

竹

大

◎第24回  昭和44年 長崎県 諌早市体育館、県立諌早高校体育館 (総合優勝 新潟県 )

恙 位 位 位

一 般 男 子 山 梨
三

男

応

恵

真

秀

田

山

田

窪

秋

野
神奈川 東 京

一 般 女 子 岐 阜
高 木 紀 子
天 野 博 江
高 橋 千代美

東 京
高 橋 とも子
田 仲 美津江
水 野 小夜子

京 都
り

子

子

お

技

か

三

繁

井

下

崎

永

山

岡

教 員 男 子 熊  本
明
参
身

寿
勇
健

田
藤
原

西
工
芦

岡  山
志
勝

敏

清
　

尭

利
宅

本

毛

三
柳

石  川
匡

栄 一
万
　
西

北
原
村

高 校 男 子 新 潟
早
司

敏正

間
泉

原

本
小

九
群  馬

太
郎

綸

次
通
ム
ロ

出
生

コ

内
桐

清
奈 良

貴

久

幸

弘

昇

繁

原

田

本

菅

岡

山

高 校 女 子 大  阪
千
子

美

よき
弘

昭
一

山
崎
場

柴
高
大

岐 阜
千
子

子

忠
和

島

川
田
谷

及
脇

紅
栃  木

か

子

子

ず

　

さ

し

茂

ま

月

崎

津久

望

石

阿

-62-



馴 l 位 位 位

一 般 男 子 梨

窪 田 忠 三
秋 山 真 男

野 田 秀 応

東  京
孝

一
一
一

信

昌

健

田

尾

木

野

池

栂

鈴
神奈川

半
人

二

一
直

聖

島

辺

本

小

渡

坂

一 般 女 子 新 潟 岐  阜
子

江

子士

紀
博

富

木

野

原

高

天

桑

栃  木
十
子

か

代

ず

略
童
口
し

不
崎

月

松
石

望

教 員 男 F 岩  手 石 ,t  フト
西 田 寿 明

[藤 勇 参

芦 原 健 身

高 校 男 子 奈 良 石  川
銭

竹

青
岩 手

天
壮

雄

信

　
士
ロ

橋
藤

藤

高
佐

佐

高 校 女 子 大 阪
子

美

子

理

代

真

八
幸

尾

本

本

西

秋

秋

栃 木
硬
子

江

敏
幸

静

林
井

田

小

藤

池

香

美
美

子

秀
清

静

東
　

所

川
森

田

◎第26回  昭和46年 和歌山県 湯浅中学校・耐久高校体育館 (総合優勝 新潟県 )

‖自t立

種別
侍
一

位 位

一 般 男 子 神奈川

人

平

樹

直

一
秀

辺

島

川

渡

小

宮
山  梨

三

男

雄

恵

真

一

田

山

下

窪

秋

岩
岐  阜

夫
満
治

一方
　
義

田
藤

森
河
安

般 女 子 新  潟
美

子

子美

明

和

恵

木

藤

間

鈴

後

本

神奈川 北海道

田 村 静 子

高 野 美千子
今 川 喜佐子

教 員 男 子 滋 賀
久係田 艮 昌
藤 原 健 二

藤 上 良 信

和歌山

隆

味

伸

詳

光

西

藤

森

中

佐
熊 本

生
治
参

師
直
勇

郷
　

藤

本
南

工

高 校 男 子 新 潟
雄
裕
行

征
　
直

田
木

野

土
鈴
佐

和歌山

樹
徹
成

茂
　
忠

本
内

山
倉

岡
奈 良

美

弘

夫

繁

　

基

川

野

井

西

佐

中

高 校 女 子 大 阪
由 尾 具埋十
秋 本 八代美
秋 本 幸 子

福 島
子

子

江
み

陽

す

瑞

葉

内

村

千

宮

木
岡  山

子
江

美

美
久
寿
喜

一

田

宅

林
平

三

◎第27回  昭和47年 太陽国体 鹿児島県 南高校体育館 (総合優勝 東京都 )

メ1貝 [正

種別
位 位 位

一 般 男 子 神奈川

半
人

樹

一
直

秀

島

辺

川

小

渡

宮
東 京

鈴 木 健 二

池 田 信 孝
栂野尾 昌 一

山 梨
二
男
雄

恵
真

一

田
山
下

窪
秋
岩

一 般 女 子 東 京
息
子
子

博
悦
茂

木
中
崎

湯
竹
石

愛  知
代
江

子

杏
静

康

本

田

居

橋
池

富
香

子
代

美

恵千

幸

清

片

西

小

小

森

教 員 男 子 和歌山

隆
味

夫

詳

幹
西

間

森

中

門

栃  木
晃
倍
昇

井
藤

田

別
斉
森

石

北 万   匡
原   栄 一
長谷川   進

高 校 男 子 奈 良
夫

正

弘

基

義

敏

井

田

中

南

辻

石

夫

行

男

敏

敏

助

下

島

原

山

谷

岐  阜
古  西   惜
角 田   勝
後 藤 純 一

高 校 女 子 大  阪
子
子

子

幸
幹

敦

本

田

田

秋
高

徳

山  形
子

子

子知

洋

浩

真

□
間

田

矢

本

今
千 葉

山 田 向 子

平 野 美千代
瀬 野 清 美
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恙 位 位 位

一 般 男 子 神奈川

平

樹

行

一
秀

教

島

川

井

小

宮

笹
東 京

誠

一
孝

一
昌

信

尾

田

野

関

栂

池
愛  知

次

保

寛

間

島

□

本

松

谷

一 般 女 子 東  京
恵

子

子
チ

博

マ
悦

木

沢

中

湯
相

竹
香  川

美

美

生

清

秀

弥

東

尾

森

川

長
岐  阜

江

子

子

博

功

悦

野

沢

野

天

広

日

教 員 男 子 滋 賀
英

信

二

良

良

健

上

上

原

藤

藤

藤
石

栄  一
進

修

川

田

谷

原

長

和
山  形

司

三
夫

昌

和

井

山

藤

永

一局
斉

高 校 男 子 富  山
美

之

雄

正

博

治

村

川

西

梶

上
福 島

緊
光

之

芳

弘

田
部

嵐十

寺
矢

五
奈 良

昭
三

夫

又
恵

利

出
重

内

池
松

坪

高 校 女 子 大  阪
子

子

子美

敦

幹

恵

田

田

野

徳

高

植
千  葉

子

代

美

千

尚

美

清

田

野

野

山

平

瀬
山  形

子

子

子

正

礼

友

田

水

原

堀

清

福

過去の成績

◎第28回  昭和48年 若潮国体 千葉県立茂原高校体育館 (総合優勝 東京都 )

◎第29回  昭和49年  水と緑のまごころ国体 蒼雷量喜躍省露
校体育館

(総合優勝 東京都 )

◎第30回  昭和50年 たくましくあすをひらこう みえ国体 轟雲量基詮板 (総合優勝 石川県)

‖1貝 [正

種別
位 位 位

一 般 男 子 東 京
池 田 信 孝

栂野尾 昌 一
今 井 茂 満

神奈川
小 島 一 平
宮野川 秀 樹
笠 井 教 行

愛  知
保

次

寛

薔
員

島
間

□

松
本
谷

一 般 女 子 東 京
子

子

子

知

よ

茂
真

き

崎

田

山

石
今

柴
香

子
子

美

静
豊

秀

所

□
東

田
山

川
北海道

子

子

子

千

静

美

百

村

野

島

田
一局
藤

教 員 男 子 和歌山

夫

志

隆

幹

隆

間

藤

門

武

森
石

原   栄 一
長谷川   進
高 来 秀 夫

茨  城
佐 藤 利 昭
関 本 昌 和

大 川 健太郎

高 校 男 子 山  形
二
彦

ク

孝

俊

信

山

島

藤

米

中

加
奈 良

一
和
博

良
久
信

本
倉

田

塚
小
村

福 井
幸
博

平

博
芳

幸

川
和

村

谷長
諏

中

高 校 女 子 新 潟
子

工
子
ノ
士暑

和

ソ
由

根
塚

藤

関

大

佐
香 川

美
子
子

弓
英
臭
千
幸

出
山
辺

午
片
渡

大  阪
植 野 恵美子
石 川 好 子
」ヒ 村 寿弥子

育 館

順 位

種 別
位 位 位

成

年
男

子

一  般 神奈川
平
樹

行

一
秀

教

島

川
井

小
宮

笠
東  京

池 田 信 孝
栂野尾 昌 一
銭 谷 欽 治

富  山
之
勉
男

博
　
和

村
泉

沢

河
今
米

教  員 石

原   栄 一
長谷川   進
和 田   修

群  馬
今 井 勇 司
関   俊 夫
桐 生 台次郎

宮  城
一　
一
治

紘

純

良

部
Ｉ
Ｐ
山石

渡

木

白

成 年 女 子 東 京
恵

加

子よ

博

美

み

木

田

山

湯

池

柴

一否

美

子

子

秀

静

豊

東

所

口

川

田
山
一

岡  山
子

美

子

雅

明

敦

田

田

原

石

三

藤

少 年 男 子 奈 良
浩

夫

司

伸

章

裕

岡

田
島

吉

富

田
石  川

吉

人

志

圧
直

宏

森
井

本

宮
酒

坂
宮  城

孝

隆

夫

光

　

隆

川

沢

戸

橘

沼

宍

少 年 女 子 大 阪
植 野 恵美子
北 村 寿弥子
石 川 好 子

二  重
美

子

花

元

い
知

□
野

崎

谷

惧

野
香

子

子

保

代加

茂

美

川

谷

崎

前

渋

金
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過去の成績

恙 位 位 位

成

年
男
子

一  般 神奈川
平
樹

行

一
秀

教

島

川

井

小

宮

笠

富 山
勉

男

男

光

和

泉

野

沢

今

牧

米

り||石

IB 川
米

堂谷内

運
隆

均

正

教  員 石

一
進

修

栄

川

田

谷

原

長

和

群 馬
関   俊 天
今 井 勇 司

桐 生 台次郎
千口歌山

大
志

樹

需
隆

茂

間
藤

本

門
武

山

成 年 女 子 東 京
湯 木 博 恵

石 崎 茂 子

今 田 真知子
香

子

子

美由

英

静

真

原

所

田

一石

田
牛

大 阪
西 尾 具1里子
谷   美津代
秋 本 幸 子

少 年 男 子 石

生
均

嗣
一

配嘔
　
　
　
日
曰

山

田

本

重

森

坂

滋  賀
進

司

武

博

橋

山

堀

北

西

西

香 川
彦
明

二
一

勝
　

敬

野
原

田

半
上

木

少 年 女 子 大  阪
石 川 好 千
平   久美子
河 村 茂 美

新  潟
子

子

子

恵

良

友

木

井

藤

青

藤

佐

東 京
十
子

好
一

順
睦

ふ
．

水
枝

野

徳
松

永

◎第31回  昭和51年 若楠緑体隼撃尋壼章肇薫撃壌扉響館(総合優勝 石川県 )

◎第32回  昭和52年 あすなろ国体 青森県浪岡町民体育館 (総合優勝 青森県)

◎第33回  昭和53年 やまびこ国体 長野県塩尻市立体育館 (総合優勝 熊本県)

葛卜 ■ 位 位 位

成
年
男

子

一  般 埼 玉
・雄
雄

雄
東 京 舅凩[| 神奈川 一一］一

小
笠
辻

教   員 石

原   栄 一
長谷川   進
舛 田 吉 光

群 馬 ξ書暑夏|
桐 生 台次郎

|

和歌山

夫
樹

和

幹

茂

正

間

本

山

門

山

米

成 年 女 子 東 京
恵

加

子

博

美

茂

木

田

田

湯

池

池

大 阪
西 尾 真理子
谷   美津子
秋 本 幸 子

香 川
子
子

美由

英
静

真

原
所

田

石

田
牛

少 年 男 子 滋 賀
司
司

樹

博
忠

和

山
部

田

西

矢

山

栃  木
水ヽ
明
忠

光
俊

田
郷
根

角
久
関

青  森
一
悦

二
一

男
誠
俊

藤
美
内

丹
楠
島

少 年 女 子 大 阪
子

美

子

美久

茂

恵

村

□

平

河

原

高 知
埋
香

枝

田
圭

史

田
村

田

浜

田

寺
青 森

十
子
代
一

々

明
奈

瑞

由
下

沼

島

山

柳

恙 位 位 位

成
年
男
子

一  般 千 葉
男
博
夫

光
和
龍

所
場
村

田
大
西

新 潟
勇
裕
男法

木
山

棒
鈴
丸

石  川
相 川
米

堂谷内

進
隆

均

正

教   員 石  川
進

光

修

士
ロ

川

田

田

谷長

舛

和
群 馬 賞ヒ  フト

参
悟

文

男
　

芳

藤
津

中

工
稲

田

成 年 女 子 大 阪 福  岡
桶 本 百合子
丸 山 富 江

山 □ 峰 子
栃 木
1沼 能 久 十

1日 山 裕 子

1日 向野 藤 技

少 年 男 子 月ヨ  フト

軍思
一
一
二早

俊
浩

哲

石
藤

上

本

権

井
山  形

人

弘

徳

雅

正

英

井

嵐

員

十

桜

五

須

滋 賀
保 科 止 語

横 田 悟 司

川 嶋 栄 司

少 年 女 子 新 潟
美
技

子

広

一
優

岡
沢

藤

月
中

斉

栃 木
十
子

美

代加
康

里

野
田

賀

上
高

海

大 阪
十
子

子

硲
恵

ス

川

□

田

合
原

北
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種別

順位
位 位 位

成
年

男

子

一  般 千  葉
男
博
之

光
和
富

所
場
本

田
大
織
倒
1嘗
層
I看

男
男
敏

好
敏
正

藤
村
原

遠
木
た

道海北

教  員 石

進

修

光士
ロ

川

田

田

谷長

和
舛

司
夫
博

勇
恒
智

井

原
木

今

栗
鏡

馬群 滋 賀
二
信
之

健
良
重

原
上
坂

藤
藤
脇

成 年 女 子 栃  木
Ｆ
枝

代

裕
藤
和

山

野
蔦
向
日
日
大

子
子

子

文

明
恵

林

西

□

海東
葛

原

阪大 香  川
子
子
子

代
　
代

佐
高
加

井

田
川

平

山
前

少 年 男 子 熊  本
二
介
章

浩

英
哲

藤

上
上

権

村
井
香川
1旱 言[:

浩

正
志

良

　
正

場

□
島
野
馬
小

人

木栃

少 年 女 子 大  阪
子

子

代

ミ
出

千

ス
日
美

田

田
田

北
植

冨

子

子

子

り

直

え
栄

井

藤

岡

藤

遠

富

潟新 熊  本
代

子

子美

安

和
貴

添

峯

内

川
高

陣

◎第34回  昭和54年 日本のバ、るさと宮城国体 宮城県西都市民体育館 (総合優勝 熊本県 )

◎第35回 昭和55年 栃の葉国体 栃木県真岡市総合体育館 (総合優勝 富山県)

◎第36回 昭和56年 びわこ国体 滋賀県大津市皇子が丘公園体育館 (総合優勝 滋賀県)

恙 位 位 位

成 年 男 子
勉
隆

博

正
敏

泉

　

上

今
米

二

一示東
進
光
均

士
ロ

石川
1藁貰

平

治

明

一
隆

敏

嶋

田

小

池

菅

奈神

成 年 女 子
護
子
子
〓暑

洋
多
陽

辺
岸

端
渡
高

一示東
代

生

子

津美
弥

典

村

回

谷

若

阪

賀滋
子
美
子佳

澄
喜
智

松
辺
田

小
渡
柳

知愛

少 年 男 子
幸
夫

二

裕
英
進

本
端
浦

山
竹
松

賀滋
志
円
樹

正
　
正

島
堀
村

太
大
戸

木栃
章
男
幸

哲
幸
和

上
東
田

井
伊
福

本能
一

少 年 女 子
子
子

美

美

和
貴

弘

峰
内
山

一局
陣
森

本能
¨

代
織
美

全
千
升

田
木
崎

松
新
尾

阪大
子
子
子美

満

美
登

上

内

田

野
山
山

潟新

順位

種別
位 位 位

成 年 男 子 富山
|ネ

泉 勉
隆
永

正
加

伸

茂

美

光
　
英

藤

藤
元

佐

須
村

森圭目

司
行

博

勇

克
智

井

庭
木

今
秋
鏑

馬群

成 年 女 子
恵

子
美

博

陽
広

木
岸

岡

湯
高

月

一示東 村

野

谷

西
磯

賀滋
美津代
美千代
恵理子

美
子

子

美

茂
久

明

村

　
西

河
平

葛

阪大

少 年 男 子
一　
一圭公
曰
日

進
　
泰

浦
岡

田

松

片
辻

賀滋
二
次

二

修
健
康

野松
宮

宮

梨山
仁
博
啓

義
　
照

田
松
本

羽
村
宮

石

少 年 女 子
子
子
美

美貴
尚

弘

内
峯

山

陣
高
森

本熊
子

子
美

佳

貴
明

内
　
井

山
佃
永

香
子

子
子

知

代

美
咲
佳

内

崎

田

山
石
本

潟新

-66 -



過去の成績

順 位

種別
位 位 位

成 年 男 子

司
博
行

勇
智
克

井

木
庭

今
鎖
秋

馬群

勉
男
隆

和
正

泉
沢

今
米
米

山富

男

二
弘

好
孝
昌

藤
山
葉

遠
米
千

道海北

成 年 女 子

織

子

美

小
幹

裕

本

田
寺

河
高
小

山岡 大 阪
1言 I 堡香言

子
子

子

津美
直

純

本
島

田

山

川
原

岡静

少 年 男 子

勉

昌
男

泰
吉

川

田
本

西
辻

杉

賀滋

則

一
治

克

浩

憲

尾

島

田

山
岡

羽
石

美
幸

郎一

征

利

誠

内
井

割

長

新

大
玉埼

少 年 女 子

子
澄

美

士暴太
香

春

田
井

原

松
石

鴻

阪大

美
子

みよ

弘
尚

き

山
峯

木

〓否
〔
吉
向
圭目

本能
一

美
子
苗

奈真

仁

早

沢
崎

貫

三
岡
小

木栃

◎第37回  昭和57年  くにびき国体 島根県大東町立体育館 (総合優勝 滋賀県 )

◎第38回  昭和58年 あかぎ国体 群馬県桐生市民体育館 (総合優勝 群馬県)
‖1員 [正

種別
位 位 位

成 年 男 子

司
夫
博

勇
恒

智

井

原

木

今

栗
鏑

馬群

裕

一
英

圭
芳

木
下
塚

鈴
山
飯

潟新

之
孝
雄

和
佳
裕

藤
野
出

後
飯
井

岡静

成 年 女 子

織

子
美

小

幹
裕

本

田
原

河

高

中
山岡

子
子
子

■
″

直
千

純

島

松

田

川
白

原
岡静

子

美

子

代美

広
尚

岡

峯

枝

月
高

一思東

少 年 男 子

明

一
昭

英
謙
英

本
　
次

川
林
三

本能
一

浩

典

洋

泰

喜

藤
本

山

佐

松

村

庫兵

弘
哲

二

日
自
　
　
七外

市
満
山
野
見
小
村

良奈

少 年 女 子

美

子

美

春

貴

正

原

木
崎

鴻
新

宮
阪大

香

美

み

由

よ

美
真

き

村
井

木

上

平
青

本能
（
新 潟
|「野] [警量

◎第39回 昭和59年 わかくさ国体 奈良県田原本町中央体育館 (総合優勝 大阪府 )

順 位

種別
位 位 位

成 年 男 子

司
治
二

恭
正
浩

士
藤
藤

工
江
権

本能
¨

司
夫
博

勇

恒
智

井

原
木

今

栗
鏑

馬群

弘

夫
浩

敏

基
伸

井

岡

辻
中
吉

良奈

成 年 女 子

子
枝

子恵

明
和

美

西
　
山

葛

星
平

阪大 石川
1暴 暑鱚
と
た

子
美
子

代
　
佳

美
弘
知

山

田

枝
森

三

一示東

少 年 男 子

樹

健
康

裕藤

川
川

江
中
中

賀滋

光

男
行

保
正
繁

井

嶋

田

平

中
室

山富
一
美
隆

功

勝
元
沢
橋
井
松
生
石

玉埼

少 年 女 子

子
薫

子

車員
　

陽

木

村

田

新

今

山

阪大

子

子
織
扶
郁

由
香

井

池

戸

若
小

青
潟新

子
子

子

美

　
和

由
春

美

光

地

田

徳
谷

西
森圭目
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過去の成績

◎第40回  昭和60年 わかとり国体 鳥取県立由良育英高体育館 (総合優勝 熊本県)
順位

種 別 位 位 位

成 年  男 子
司
二

一

恭

浩
圭

士
藤

工
権

界

本能
¨

司
夫
夫

勇
恒
康

井
原
内

今
栗
竹

馬群
士
心
士心
ロカ一ユロ

宏
勝
外

本
賀
井

坂
古
坂

知愛

成 年 女 子

美
子
子

広
満
美

岡
上
内

月
野
山

局新
子

枝

子占
′し、

和

和
美

山筆
　
山

高

星

平

阪大
子

子
美
美
由

文

栄
真

林

藤
口

毎東

佐
田

形山

小 年  男 子 埼 玉
|:井[ 
勝
 2

人
彦

守

篤

明

谷
本

川

気

山
中

石

彦

裕

久

和
徳

義

北

村
本

浜
中
小

本能
〔

少 年 女 子

乃
世
美
智

志
美

知

島

代
尾

田
田
松

本能
一

子
織
子

扶由
香
匡

池
戸

小
青
捧

局

´

新
美
紀
秋

江智
由
智

手
間
井

横
平
乳

森圭日

◎第41回 昭和61年 かいじ国体 山梨県勝沼町民体育館 (総合優勝 山梨県 )

種別
順位

位 位 位

成 年  男 子
幸

二
次

裕

修
健

本

野

山

松

宮

梨山
夫

嗣

浩

一
尚

正

下

田
科

森

谷

保

ｒ
ｉ
ｌ
‥
ｔ

阪大

司

二

一

恭

浩

圭

士

藤
工
権

堺

本熊

成 年 女 子

美

子

子

広

満
美

岡
上

内

月

野

山
潟新

子
美

子

理真

鶴

和

川

谷
向

今

大

田

山富

子
代

和

幹

英
田

口
藤

高

野

清
梨山

少 年 男 子
猛

幸

昭

宏

秀

住

野

山

久

畑

本

本熊

史

努

寿

高

　

延

田

石

佐

内

輿

岩
梨山

樹

成

高

直

芳

夢

田

田
木

吉

越

城

ｒ
ｌ
イ
ー
ー

山富

少 年 女 子

美

美

美

土富

自

由

村

島

庭

田

田
間

岡福
美

秋

子美

知

千

喜

尾

利

辺

松

毛

渡

本熊

緒

子

子

佐

　

紀

美

悦

由

元

田
水

秋

太

清

玉埼

◎第 42回 昭和62年 海邦国体 糸満市西崎総合体育館 (総合優勝 熊本県)

順 位
種別 位 位 位

成 年 男 子

真

史

幸

和

広

宣

内

尾

蘭

木

横

阜岐
夫

夫

也

恒

康

哲

原

内

桐

栗

竹

片

馬群
司

二

一

恭

浩

圭

士

藤

工
権

堺

本熊

成 年 女 子

子

美

子

理
　

美

真

鶴

由

川

谷

喜

今

大
伏

山富
子

恵
美

津美

幸

清

本

屋

本

宮

大

松
知愛

子
代

代

佳

和

幸

島

路

本

彼

小

水
石

少 年 男 子
草麻生

肇

崇

木

井

原河

鈴

平
小

賀滋
昭

也

美

秀

誠

宗

山

村

龍

本

高

廣

本熊
勝

隆

二

英

　

秀

根

井

木

関

石

鈴

玉埼

少 年 女 子

子
和

子

敬

美

愛

原

斐

村

中

甲
宮

本熊
子

子

子佐

高

良
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競技記録

◎第43回 昭和63年 京都国体 長岡京市西山公園体育館  (総合優勝
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競 技 会 場 1 西 山 公 園 体 育 館
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人
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茨
木
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練 習 会 場

2 1モ 岡 第 二 中 学 校 体 育 館

3 1〔 Prl第 四 中 学 校 体 育 館

4 神 足 小 学 校 体 育 館 全1月F口 '!llく会議会
"
9 it岡 京 市 中 央 公 民 館

5 長 岡 第 四 小 学 校 体 育 館 監 督 会 議 会 甥 lt tt tlt iC念 文 化 会 館

6 1長 岡 第 六 小 学 校 体 育 館 審 判 会 議 会 場

7

8

12岡 第′L小 学校体育館

長岡第 1小 学校体育館
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‐ ‐・‐・  競技会場周辺配置図 ‐‐   ―  ‐ |‐ ― |■ |

西山公園体高館

1     1

⑨

婦:人教育会館

タクシー乗降場・

1 受付案内所

弁当引換所

休憩所

4 公衆電話

5 総合案内Fl■

6 輸送交通本部

7 警察官詰所

警備防災現地本部

売  店
トイレ

器具庫

茶  席
実施本部

循環バス停留所
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■‐1     競技会場配置図  EI==IIII=======コ

西 山 公 園 体 育 館 (1階 )

□  回
1 競技会役員席 審判員控所

lot.t-fr 競技補助員控所

競技役員席 記録本部

aob 報道 ・ 記 録 総合成績計算委員室

C・ d 競技 。進 行 18 府記録送信員室

e・ f 放送・シャトル オーダー交換所
g・ h 総 務 救護室

4 競技会役員控室 競技式典本部

5 報道員室 男子更衣室

競技役員控室 女子更衣室

審判員控席 男子 トイレ

報道員席 女子 トイレ

放送席 (式典時 ) 選手 。関係者出入口

10

11

シャトル傷(1劃万 ウォーミングアップ会場

(式典時選手集合所 )記録印刷室

選手控室 33 競技速報箱

選手集合所 34 競技組合せ表 /1N板
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西 山 公 園 体 育 館 (2階 観 覧 席 )

28 一般観覧者出入口

す般観覧者席

喫煙室

男子 トイレ

女子 トイレ

競技速報配布所
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〔     : 練習会場配置図  
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練習会場
①〈西山公園体育館小体育室〉
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練習会場
③〈長岡第四中学校体育館〉
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練 習会場
④〈神足小学校体育館〉
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習会場
⑤ 〈長岡第四小学校体育館 〉

府立乙訓高校

グラウンド

□

□

□
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練習会場
③ 〈長岡第十小学校体育館 〉

女子便所
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(財)日 本体育協会・文部省

団 体 名 宿  舎  名 所 在 地
電 話

市外局番 局 番 番 号

Q)日 本体育協会 都 ホ 京都市東山区粟田口華頂町 1 075 771 7111
文   部

. (財 )日本体育協会 0文部省・都道府県本部宿舎一覧表

都道府県本部

都道府県名 宿  舎  名 所 在 地
電 話

市外局番 局 番 番 号

1 北 海 道 京 都 国 際 ホ テ ル 京都市中京区堀川通二条 075 222 1111
2 青  森
岩  手 ホテ ル フ ジタ 京 都 京都市中京区鴨川大橋西詰 075 222 1511

4 宮  城 京 都 国 際 ホ テ ル 京都市中京区堀川通二条 075 222 1111
秋  田
山  形 京 都  ホ テ ル 京都市中京区河原町御池角 075 5111

7 福  島
8 茨  城
栃  木
群  馬
埼  玉
千  葉 ホ テ ル ニ ュ ー 京 都 京都市上京区丸太町堀川西丸太町 801 2111

13 東  京 ブ ラ イ トン ホ テ ル 京都市上京区新町通中立売下ル仕丁町 3∞ 075 441 4411
14 神奈 川 京 都 国 際 ホ テ ル 京都市中京区堀川通二条 075 222 1111
15 山  梨 ホ テ ル ニ ュー 京 都 京都市上京区丸太嘲 1西丸太町 075 801 2111
新  潟 ブ ラ イ トン ホ テ ル 京都市上京区新町通中立売下ル仕丁町 330 075 441 4411

17 長  野 ホテ ル フ ジ タ京 都 京都市中京区鴨川大橋西詰 075 222 1511
18 富  山 京 都 国 際 ホ テ ル 京都市中京区堀川通二条 075 222 1111
石  川 ブ ラ イ トン ホ テ ル 京都市上京区新町通中立売下ル仕丁町 330 075 441 4411
福  井 京 都  ホ テ ル 京都市中京区河原町御池角 075 211 5111
静  岡 ブ ラ イ トン ホ テ ル 京都市上京区新町通中立売下ル仕丁町 330 075 441 4411

22 愛  知 示 都  ホ テ ル 京都市中京区河原町御池角 075 5111
23 二  重 京 都 国 際 ホ テ ル 京都市中京区堀り|1通二条 075 222 1111
岐  阜 ホ テ ル フ ジ タ 京 都 京都市中京区鴨川大橋西詰 075 222 1511

25 滋  賀 示都 ロイャルホテル 京都市申京区河原町通御池下ル 075 223 1234
26 京  都 ブ ラ イ トン ホ テ ル 京都市上京区新町通中立売下

"世
丁町3Ю 075 441 4411

″ 大  阪 ホ テ ル フ ジ タ 京 都 京都市中京区鴨川大橋西詰 075 222 1511
28 兵  庫 呆都 ロィャルホテル 京都市中京区河原町通御地下ル 075 223 1234
29 奈  良
30 和 歌 山

31 鳥  取 京 都 国 際 ホ テ ル 京都市中京区堀川通二条 075 222 1111
，

“ 島  根 示都 ロィャルホテル 通御池下ル 075 223 1234
33 岡  山

″

34 広  島
″ ″

1111
35 山  口 京 都 国 際 ホ テ ル

…

峙 075 222
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団 体 名 宿  舎  名 所 在 地
電 話

市外局番 局 番 番 号

36 香 京都 ロィャルホテル 京都市中京区河原町通御池下ル 075 223 1234

37 徳  島 京 都  ホ テ ル 京都市中京区河原町御池角 075 211 5111

38 愛  媛 示都 ロイヤルホテル 京都市中京区河原町通御池下ル 075 223 1234

高  知
40 福  岡 ホ テ ル フ ジ タ 京 都 京都市中京区鴨川大橋西詰 075 222 1511

佐  賀 示都 ロイャル ホテル 京都市中京区河原町通御池下ル 075 1234
42 長  崎 ホ テル フ ジ タ 京 都 京都市中京区鴨川大橋西詰 075 222 1511
43 熊  本
44 大  分 京 都 国 際 ホ テ ル 京都市中京区堀川通二条 075 222 1111

45 宮  崎 ホテ ル フ ジ タ 京 都 京都市中京区鴨川大橋西詰 075 222 1511

鹿 児 島 京 都 国 際 ホ テ ル 京都市中京区堀川通二条 075 222
47 沖  縄 ホ テル フ ジタ京 都 京都市中京区鴨り|1大橋西詰 075 222 1511
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▼ 役  員

▼ 監督・選手

役員 0監督・ 選手宿舎一覧表 | |

953-1121天神三丁目 15-15錦 水 亭 竹 生 園

競 技 役 員
954-8688長岡一丁目 1-10長 岡 京 シ テ ィ ホ テ ル

955-0002総 本 山 光 明 寺

都道府県名 種  別 宿
企
名
宿舎
番号

所 在 地 電話番号

1 北 海 道

成年男子

東 小路  文  雄 25 開田三丁目 11-1 951-3905

中 小 路  孝  造 開田三丁目 8-3 951-1384

成年女子 五十棲  辰  男 開田三丁目 11-36 951-1692

少年男子 樋  ロ  ー  雄 開田二丁目 13-18 951-1848

少年女子 中小 路  忠  雄 開田三丁目7-3 951-1420

青  森

成年女子 高 橋 博 一 粟生北開 1 954-0543

少年男子 春 田 彰 一 粟生西条 12 951-6673

少年女子 薮  内    隆 粟生西条 38 951-2824

3 岩  手 成年女子 森  本    登 神足屋敷 57 955-0039

宮  城

成年男子 藤  原    弘 東神足二丁目4-32 951-6945

成年女子 山 口 健 次 東神足二丁目 11-24 954-1505

少年女子 長谷 川  太  一 東神足二丁目 11-12 951-1335

5 秋  田 成年女子 中 尾  政 之 助 うぐいす台 163-3 951-6534

山  形
成年女子

浦 清 子 長岡三丁目3-3 951-8881

田 村 次 郎 50 長岡三丁目 1-3 953-4726

少年男子 山 村    道 長岡三丁目2-22 951-2687

7 福  島 成年男子 湯  川  忠  次 ″
‘ 今里一丁目 1-2 951-2528

―-85-―



都道府県名 種  別 宿  舎  名 宿舎
番号

所 在 地 電 話 番 号

福  島 成年女子
小 山 勝 司 53 今里四丁目 4-1 953-301o

池 田  信 太 郎 今里四丁目 13-4 951-2085

茨  城

成年女子 五 十棲    進 神足屋敷 9 951-2695

少年男子 岩 城 成 夫 神足屋敷 37 951-1708

少年女子

正 林 真 実 神足屋敷 27 954-6768

坂 本 善 彦 神足屋敷 18 951-5270

栃  木 成年女子
杉  村  初  江 東神足一丁目6-23 951-2638

野  村  和  宏 東神足一丁目 6-14 951-0602

詐  馬
成年男子 中  嶋  幸  生 長岡二丁目20-8 953-0754

成年女子 國 枝 一 郎 長岡二丁目22-21 952-2216

埼  玉

成年女子 小 西 誠 一 下海印寺西条 43 951-1778

少年男子

山 本 嘉 嗣 下海印寺東条 5 951-0296

中 小 路  松  信 下海印寺西条 39 951-1618

千  葉 成年女子 竹 下 芳 男 勝竜寺 24-6 953-1077

東  京 成年女子 中  山  八  郎 104 久貝二丁目 14-23 953-2401

神 奈 川

成年男子 西 小 路  行  雄 28 天神一丁目 6-12 951-3004

成年女子 中小路  博  司 天神一丁目5-7 951-4886

15 山  梨
成年女子 新 矢 健 一 東神足二丁目8-25 951-1679

少年女子 岩  岸    忍 神足二丁目 12-14 952-1616

新  潟
成年女子

林 昭 粟生弁天芝 6 951-8422

春  田  忠  男 栗生梶ケ前 5 951-6712

少年女子 高 橋 二 郎 粟生梶ケ前 17 951-9066

17 長  野 成年女子 田  代    穣 109 城の里 5-7 955-2465

18 富  山
成年女子 岡    平 一 郎 78 奥海印寺北垣外 20 951-8250

少年男子 多  貝    進 76 奥海印寺多員垣外 5-2 951-8236
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都道府県名 種  別 宿  舎  名 宿舎
番号

所 在 地 電 話 番 号

18 富  山 少年女子
藤 井 俊 一 74 奥海印寺新度畑 31 952-0160

高  橋    功 75 奥海印寺八戸木 7 951-6288

石  川
成年男子 湯  川  長 一郎 ″

‘ 金ケ原勝坂 5-2 953-1312

成年女子 湯 川  鋭 二 郎 72 金ケ原北裏 29 951-5497

福  井

成年男子 杉  本    保 滝ノ町一丁目 11-29 951-0147

成年女子

古 瀬  喜 久 夫 122 滝ノ町二丁目7-5 951-2893

竹 田 良 治 125 滝ノ町二丁目 6-5 951-5602

松 本 一 宏 124 滝ノ町二丁目2-17 951-7709

少年男子 北 大 路  武  顕 滝ノ町一丁目 6-7 954-3583

静  岡 成年女子
松 村 尚 洋 43 今里彦林 18-13 952-3005

黒  井    亨 44 今里彦林 18-14 953-2477

愛  知

成年男子 岩  岸    巌 馬場一丁目 9-17 951-7913

成年女子 大 橋 良 男 馬場一丁目 10-22 951-5798

少年男子 岩  岸  ト ミ チ 8 馬場一丁目 10-18 951-7733

少年女子 長 谷 川
′

“

7 馬場一丁目 9-20 951-6924

23 二  重 成年女子 福 住 定 造 緑が丘 15-1 953-3837

24 岐  阜 成年女子 藤 田  庄 一郎 勝竜寺 3-5 953-2217

25 滋  賀

成年男子 安  井    弘 105 久貝二丁目 13-17 953-0528

成年女子 坪 内 正 一 107 久貝三丁目4-15 951-6002

少年男子

久 野 芳 樹 久貝二丁目 16-9 951-6916

小  林    茂 108 久貝三丁目 7-27 951-8877

京  都

成年男子

上 田 修 造 55 友岡四丁目22-9 955-3981

小 西 興 一 56 調子二丁目 4-18 951-1680

成年女子 鷹 野 新 一 57 調子二丁目 1-3 951-6640

少年男子 小 泉 浩 史 調子一丁目22-5 951-lo58
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都道府県名 種  別 宿  舎  名 宿舎
番号

所 在 地 電 話 番 号

京  都
少年男子 鷹 野 克 己 58 調子一丁目 12-23 951-1546

少年女子 前 田 照 男 調子一丁目 22-7 951-1088

27 大  阪

成年男子 安 田 季 雄 友岡四丁目 3-18 951-7278

成年女子 安 田 経 雄 67 友岡四丁目 3-8 951-1079

少年男子 藤  井    浩 友岡三丁目 10-27 951-2010

少年女子 上 田 幸 雄 友岡一丁目 14-6 951-3575

兵  庫
成年女子 田  村  義  明 長岡一丁目32-32 953-2718

少年女子 菱  田    豊 長岡一丁目26-31 951-1573

奈  良 成年女子 堀 田  幸 次郎 一文橋一丁目 2-5 955-3685

和 歌 山 成年女子

荻  須    浩 河陽が丘二丁目 16-17 952-5751

村 野 英 介 82 河陽が丘二丁目 9-1 953-9187

鳥  取

成年男子

平  木  寿永吉 14 神足一丁目 17-13 951-3032

林    義  雄 神足一丁目 17-20 951-1555

成年女子

松 田 秀 章 12 神足一丁目3-1 954-7882

久 貝 定 男 神足一丁目 15-4 953-0857

少年女子

久 貝 信 也
″
‘ 神足一丁目 9-20 951-1886

小  田  佐一郎 18 神足二丁目 3-3 951-6046

島  根 成年女子 春 田 康 晴 粟生田内 22-2 954-9417

岡  山

成年男子 斉 藤 清 一 今里一丁目 10-13 951-9807

成年女子 能  勢    治 48 今里二丁目6-1 951-0715

少年男子 イ山  石  多  lf 争里一丁目 10-3 951-0477

少年女子 「J 良 ヤ 今里四
「
li1 1 4-1 954-9386

34 広  島 成年女子 太 田 嘉 継 滝ノ町二丁目 18-4 951-8885

山  口
成年女子 土  井    勲 84 長岡一丁目 10-5 951-5247

少年男子 山 田 未 七 長岡一丁目3-16 953-0840
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都道府県名 種  別 宿  舎  名 宿舎
番号

所 在 地 電 話 番 号

香

成年男子 竹  中    弘 33 長法寺南谷 5 951-3668

成年女子 藤 下 光 伸 長法寺力池 5-1 951-9565

″
‘ 徳  島 成年女子 西 村 本 成 高台四丁目 6-5 954-5555

愛  媛
成年女子 小 西 久 幸 友岡一丁目 13-3 951-0191

少年女子 安 田 喜代二郎 友岡四丁目 1-25 951-2897

高  知
成年女子 大 橋 弘 三 長法寺川原谷 28-2 954-5186

少年男子 上 野 勝 彦 長法寺川原谷 22 951-2270

福  岡

成年女子 江 崎 文 治 長岡一丁目 23-13 951-3989

少年男子

相 良 義 憲
″
‘ 長岡一丁目 14-20 951-0653

山 田 新 市 長岡一丁目 16-1 951-6895

佐  賀
成年女子

堀  田    浩 柴の里 1-65 952-5948

吉 田 八 郎 98 柴の里 1-93 952-1927

少年女子 岸  田  みゑ 野 柴の里 1-46 952-9292

長  崎 成年女子 小 林 俊 夫 5 馬場一丁目 9-15 951-5452

熊  本

成年男子 石 田 芳 嗣 井ノ内南内畑 63 951-8773

成年女子 荒  木  喜 久 雄 118 井ノ内北内畑 21 955-6896

少年男子 石  田 愛 二郎 井ノ内南内畑 30 951-6041

少年女子 小 野 賢 吾 井ノ内 ド印田 12-9 952-8252

44 大  分 成年女子 一局 橋  良 之介 77 奥海印寺門ノ町 13 951-8818

宮  崎 成年女子
福  田  順 三郎 ″

‘ 河陽が丘一丁目 13-11 954-4875

那 須 孝 鷹 80 河陽が丘一丁目24-9 952-9612

鹿 児 島 成年女子 長 谷 川  石  一 117 井 ノ内南内畑 53-1 951-2450

47 沖  縄
成年男子 松 井 勝 正 勝竜寺 17-11 951-4678

成年女子

^ 
E 3ra 勝竜寺20-5 953-1484
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宿舎案内図 (長岡京市内)
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交通案内
|‐‐ |・  循環バス路線図 (10/13～ 10/19)「 ‐ | | ‐‐|‐ ■ 1

(この「
"D46ま
で)
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色

京

都

線

競 技 会 場 1 西 山 公 141体 育 彙1

練 習 会 場

2 1く 岡第 二 :11学 校 体育 館

3 1曼 枷句

'窮

ノЧ!ll学 l交

`本

子i nll

1 ‖'足 Jヽ 学 校体 fj缶1

5 長 IYl tt νЧ小学 校 体育 11

6 長 岡 第 六小 学 校 体 育 11

1(lirl'ゝ ′L′ ]｀ 1'1支 1′卜r'11

長 岡 第 l小 学 校 体育

“

I

7

8

「 L 例

臨時バス停留所 束 コ ー ス

JLコ ー ス ″jコ ー ス

rlr :r - 7. 7tlコ ~ス
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既設バス路線図 (阪急バス )
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競技会場までの経略

練 習 会 場

2 1(岡 第 二中 学 校件 台

“

|

3 長 IYd tt ν雪中学校体 Fi針 |

I IIl lL ′1｀ 学 I交 ll(fド 11 JR神足駅 (西日 )か ら 阪急長岡天神駅から
5 長岡 第 νq小 学 校 体 fド 館

(1ltttf)→長法寺下車
⑫系統

ワ:要時間約 15分

緩轟3)…峙口J
O系 統
所要時間約 lo分

Ii悩1第 六 小 学 校 体 fが 自1

7

8

長岡 第 九 4ヽ 学 校 体 fが 11

長卜1第 l小 学 校 体 14i針 :
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路 線 バ ス 運 行 系 統 図

（
体
育
館
）

長 岡 京 市 役

神 足 駅 前 通 り

③  CD=系 統起終点停留所・ ‐ =丸内数字は運行番号
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1     1 競技会関係電話番号一覧表    |■

(市外局番  075)

名 称 電 話 番 号 使 用 期 間 所 在 地 (施設名 )

実 施 本 部

953-9401 10/12-10/′ 19 府立婦人教育会館

(Fax)953-9402

宿 /自 本 部

953-94o3

953-9404

(Fax)953-9405

最既

技

場

競 技 役 員 席 953-9406 10/16～ 10/■ 9 西山公園体育館

競 技 役 員 控 室 953-9407

記  録  印  刷  室 (Fax)953-9408 10//14-10/19

記
録
本
部

総合成績計算委員室 953-9409 10/16～ 10//19

記 録 送 信 員 室 953-9410

報
道
員

報 道 員 控 室 953-9411

報 道 員 席 953-9412

競 技 式 典 本 部 953-9426

受 付 案 内 所 953-9413 ″    (テント内)

輸 送 交 通 本 部 953-9414 ″      (  ″   )

練

習

会

場

長 岡 第 二 中 体 育 館 953-9415 10//13-10//19 長岡京市今里 5丁目

長 岡 第 四 中 体 育 館 953-9416 10/13～10/18 ″ 下海印寺西山田

神 足 小 体 育 館 953-9417 ″ 神足 3丁 目

長 岡 第 四 小 体 育 館 953-9418 10/13～ 10//16 〃 友岡 1丁目

長 岡 第 六 小 体 育 館 953-9419 ″ 長岡2丁目

長 岡 第 九小 体 育 館 953-9420 ″ 東神足 2丁目

長 岡 第 十小 体 育 館 953-9421 ″ 井ノ内玉ノ上

JR神 足 駅 前 案 内 所
953-9422 10/12～10/20

〃 東神足 2丁 目
953-9423

阪急長岡天神駅前案内所 953-9424 ″ 天神 1丁目

長 岡 天 神 駅 パ ス停 留 所 953-9425 10//12-10ノ /19
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‐     関係機関電話番号一覧表  匡
==========コ

(市外局番 075)

名 称 電 話 番 号 所  在  地

関

係

機

関

長 岡 京 市 役 所 951 -2121(代 ) 長岡京市開田 1丁 目

中 央 公 民 館 951-1278 〃  天神 4丁 目

長岡京記念文化会館 955-5711

向 日 町 警 察 暑 921-3151 向 日市上植野町

長 岡京 市 消防 本 部 952-ol19 長 岡京市天神 4丁 目

父

通

機

関

J R神 足 駅 951-1038 ″  神足 2丁 目

阪 急 長 岡 天 神 駅 951-lo27 ″  天神 1丁 目

阪急タクシー (無線 ) 922-3156

都 タクシー長岡営業所 951-1579 長岡京市開田 1丁 目

高槻交通長岡営業所 953-1188 〃  勝竜寺尻細

―-96‐―



F‐|=‐■|‐1 医療救護について  
“
‐=‐■■●セ年■i■■■■■■■■1111■ 1

1 傷病者が発生 したとき

(1)競技会場でケガ、発病 したとき

ア 競技会場には救護所を設置 し、医師を派遣 しています。

イ 救護所は赤十字マーク入 りの表示板箸でその所在を示 しています。

ウ 救護所では応急処置及び軽易な治療を行い、重病者については医療機関に

移送 します。

(2)練習会場でケガ、発病 したとき

練習会場等には救護所は設置 されていませんが、救急薬品を備えてあ ります

ので係員に連絡 ください。

(3)宿 舎で発病 したとき

宿舎提供者が最寄 りの医療機関を紹介するか、又は救急車を呼ぶことになっ

てお ります。

2 治療の受け方

(1)競技会場等でケガ、発病 し、後送医療機関で治療を受けるときは、医療保険

の被保険者証 (以下「 保険証」 とい う )を 医療機関に提出してください。

(2)宿舎においてケガ又は発病 し、医療機関で治療 を受ける場合には、保険証を

医療機関に提示 して ください。

3 治療費の支払い方法について

(1)救 護所 ・救急車において要した費用を除 く他の医療費はすべて受診者の負担

にな ります。

(2)医療機関に保険証を提示 しないで受診した場合は、医療費の全額が受診者の

負担にな ります

4 医療機関

(1)平日及び土曜日の午前中については、市内の医療機関が国体に協力すること

になっています。

(2)土曜日の午後及び休日並びに夜間については、医療機関に依頼 してあ ります。

(3)競技会場、練習会場、駅前案内所及び宿舎等には、医療機関一覧表を配布し

てあ ります。

5 医療救護関係の問い合せについては、下記のとおりです。

第 43回国民体育大会長岡京市実行委員会

実施本部  TEL(075)953-9401

-97 -



国体関係救急取扱医療機関

医療 機 関 名 所  在  地 電 話 番 号 診 療 科 目

済生会京都府病院 今里南平尾 8 955-0111 内、小、外、整、脳、他

新 河 端 病 院 一文橋 2丁目31-1 954-3136 内、外、整、皮、泌、他

長 岡 河 上 病 院 開田 2丁 目 14-26 954-2175 内、外、整、放、肛、他
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競 技 別 会 場 地 一 覧

|  1夏季大会

図
|  1秋季大会
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新時代を語る、ム方のセラミツ欲

INS、 CATЦ 衛星通信 ビデオカス久また、パー

ソカレ無線なユニューメカアが話題となって1ヽる

今、高性能電子部品に対するニーズが高まって

ヽヽま」は

場 夕は、チップ部品、超高周波部品、センナ ″ズ

対策部品や複合部品をはじめとするセラミック電子

部品を数多く商品化、先進技術でニューメ″ ア

時代を支えていま蔦

ムラタは、新たなエレクトロニクスの時代に、独自の

技術と製品〔 さらに飛躍していきたいと考えていま視

株 式会社 村 田製 作所
社/京都府長岡京市天神2丁目26番 10号
Phone:075-921-9111
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:】 島津製イト新
本 社 604京都市中京区西ノ京桑原町 1(075)823 HH

営業品目 分析測定機器・試験検査機器・プロセス計測制御機器・医用機器・バイオテクノロジー機器・産業機器・光通信用機器・光学デ′ヽイス・航空機器
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③スーパーグラフアイト多重積層構造

フレームはネジレに強く、面の安定

性の高いグラフアイト積層構造です。

Эトルク・プロテクター
(PAT PEND)

フレームのネジレを最小限に抑え、

パワーをダイレクトに伝えます。

カフサキカ普た一歩

スイイ ルタを進化させた。

②ミッドエアー成形

パイプ状のフレーム内部

から圧力を加え、軽量化

と岡」性アップを実現。

トルク・プロテクターとミッドエアー成形が、ラケットに新しいレスポンスを与えた。
カワサキが「ノン・トルク」をテーマに開発したラケッ

トが、スーパージョイントレス「×シリーズ」です。

内蔵されたトルク・プロテクターと独自のミッドエアー

成形が、ラケットのパヮーォフバランスを飛躍的に向上
させました。打球時にかかるフレームのネジレを最小限
に抑えることにより、高いコントロール性とパワフルな

打球を生みだします。
「×シリーズ」を手にしたとき、その攻守にわたるレス

ポンスが、きつとあなたを魅了します。

× -1 素  材 /ス ーパ ー グラ フ アイ ト十ボ ロ ン
カラー /ブ ラ ック メタ リック
サ イ ズ /∪ L-2・ 3・ 4
フ レーム価 格  ¥15,000円
張 り上 り価 格  ¥16400円 (各 ケ ー スイ寸)

X-2 素  材 /ス ーパ ー グラ フ アイ ト十ボ ロン
カ ラー /ブ ル ー メタ リック
サ イ ズ /∪ L-2・ 3・ 4
フ レーム価 格  ¥13000円
張 り上 り価 格  ¥14.400円 (各 ケ ー ス付 )

× -3 素  材 /ス ーバ ー グラ フ アイ ト
カラー /ブ ル ー・ ピンク
サ イ ズ /UL-2・ 3・ 4
フ レーム価 格  ¥]1500円
張 り上 り価 格  ¥12,900円 (各 ケ ー ス付 )

カワサキラケット販売株式会社 本社 :〒364北本市ニッ家卜375丁巨L0485(92)0600

SUPER JOINttLESS―XSERIES



栄養 l:と医療秘書を育てる

"

京都栄養士専門学校
〒616京都市右京区嵯峨天竜寺瀬戸川町18

●(075)872-8500

´

家庭料理のエキスパートを育てる

調理師と製菓衛生師を育てる

●京都調理師専門学校
〒604京都市中京区四条通り千本角
●(075)341-0191

●大 和 料 理 学 園
〒604京都市中京区河原町三条上る
●(075)241-O191

―

―

―

学 校 法 人  沐 こ 和 l:学 園  理事長 田 中 Fl鶴 子



〒旧 東京I・F代田区三崎町}Ю■01E岬 マガジン社 ●は 2381m田 衛 売局直D振 替口座。東京846620

・ 定期購読のこ案内
「バ ドマガを毎月買いたいけれど書店にいくと品切れ 」という読者が多いようです。定期購読を御希望の方は、
「毎月買うから取っておいて」と書店に申し込む方法と、本社に年間購読を申し込む方法の 2つ があります。本

社直接の場合は、何月号から希望か明記 して、郵便振賛で6000円 を小社販売係までお送りください。(送料月地 負担)
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賭多嬌0

●エアロダイナミクスフレーム

断面を内面傾斜することにより、空気抵抗を口「

能な限り少なくしたエアロダイナミックなフレー

ム形状を採用。風を切るようなシャープなジョ

イント部と相まって、振り抜きスピードをアップ。

11「1的なスピードのスマッシュを実現しています。

須
圏

ガンメタリック

●ミニマムトップキャップ●●●●●●
グリップ上部のトップキャッフをも

小さくスリムにして空気抵抗を3。・さ

え、振り抜きスピードのアップに貢

献しています。またシャフトにはヤマ

ハ独自のバイオフレックスシャフト

構造(PAT Pヽ グリッフ1ま国内初の

ウレタングリップを採「1〕しています。

● ● ●

Ⅷ闘Д開|
亀

〔
BADMINTON

RIた『 IKI巨1
ヤマハ株式会社  スポーツ事業部 〒432浜松市西山口r1370 Te1 0534(85)4413山

嬌 し あ う 心 た い せ つ に

¥15



明日lまも走おもし
'徽
ヽ

急速に進歩するエレ トロニクス技術は、さまざまな分野で

私たちの暮らしを快適に演出していま丸
r機械にできるこ

とは機械にまかせ、人間はより創造的な分野での活動を楽

しむべきである」 ―オムロン立石電機はこの企業理念の
もとに、豊かで楽しい

｀
あなたの明日

″
を応援しま魂

豊かで楽しい暮らしづくり:こ ……

●工場の自動イしや車、OA機器、家電製品などの機能を支えるFAシステム・制御機器

●都市生活を円滑にする駅務自動化、交通管制、駐車場などの公共システム

●ECR、 POSシステム、ATMなど、小売店店頭や銀行窓口で活躍する電子決済システム

●高度なビジネスコミュニケーションを可能にする電子交換システム、OAソフト・ハード

●健やかな暮らしをお手伝いする健康・医用機器

石

『

ニユ
量錮
電機株式会社

本社/〒616京都市右京区 東京本社/〒 105東京都港区虎ノ門3-4-10オムロン東京ビル



吉田工業株式会社

現代の都市空間に美しく映えるサッシ。YKK
では機能美を極めた各種高性能サッシから断
熱サッシ、防音サッシなどの特殊サッシまで、
現代建築の多様なニーズに応えています。そ
の高品質は国内はもとより海外まで、多くの

施工実績で証明されています。

京都YKK産 業伸
〒601京都市南区吉祥院石原野上町 H 8o756614134
福知山 (出 )●0773234134舞 鶴 (Hl)● o773626945
字 治 (出 )●0774446422亀 岡 (出 )● o771238038

Ｙ
Ｋ
Ｋ
は
世
界
の

快
適
な
都
市
空
間
を

日本自動変速機株式会社
Japan Automatic Tran輛ssion Co.Lu
本  社 〒417静岡県富士市今泉字鴨田71111番地の|

・　
一　
一
一
」一
・一
一
一一一
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京都国体バドミントン競技会

1鵬IE

５

Ｈ

Ｉ

1轟ll諄ヨ

|111一彗

一一一ヤ

一

わが家のテレビは、陶レビープロ0ロジックサラウン尾
SANYOが開発した専用iCの成果で丸
●明るく、キレのある大画面。水平解像度750本 (ビデオ入力時)O AV

の臨場感を究めたドルビープロ・ロジックサラウンド0重低音が響くスー

パーウーハースピーカーシステム●独立5チャンネルアンプ搭載、ハイ

パワーの60W O AV本 格化時代にも対応した豊富な入出力端子装備

O AVセ レクター&デジタルメモリー内蔵のAVコ ントローラー 032型

」」
応募期間 :昭和63年 9月 21日 ～ 12月 31日 (当 日消印有効)

ボン・〇ョヴィは早くお家に帰りたい
○内に当てはまるカタカナを一文字記入してクイズにご応募ください。

☆A賞 ドルビーサラウンドカラーTV(C-32ZXl)+S―VHSビデオ(SVH-600SD)+ボン・ショヴィ スタンフコ~卜 (10名 様 )
☆B賞 重低音CDダブルラジカセ(PH― WCD950)+ボ ン・ジョヴィ・CD&テ レホンカード3枚組セット〔50名 様〕
☆C賞 東京ドームコンサート公式プログラム(500名様〕 ★D賞 ボン・ショヴィテレホンカード〔1000名様〕

■応募方法 :官製ハガキに クイズの答え 郵便番号、

住所、氏名 (フ リガナ)、 性別 電鮨番号、生年月日、

職業を明 I・cの うえ =応
募ください。●送り先 :〒

"Ю91大 阪中央郵使局私魯箱907号 DMS三 洋電機「ポ

ン ショヴィビングプレゼント」係■当選発表 :正解者

の中から厳正な抽選を行ない 昭和64年 1月 下旬に

賞品の発送をもって発表にかえさせていたださまt
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凛饉075ミ リのガツトが、しつに408本を超えるミクロフィラメントの結合体で
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街並みの, な2段フェンス。

L

シンプルさが美しいメッシュ、3タイメ2カラー。
カラーはいずれもホワイトとダークプロンズ.

花や緑が美しくフィットするメッシュフエンス。

耐候性に優れたアルミ製、そして安全面を

十三分に追求したうえでの2段施工の実

現は、フェンスのもつ用途をさらに広げまし

た。学校・団地。公園などパブリックスペー

スも美しく装います。

人も住まいも豊かに、愛ある街の風景…。

そんな街並の欲求から生まれた三協アル

ミの『タウンリードJです。

メッシュフェンス

■■■IJ―ド

一一一

l

●三協アルミニウムエ業株式会社
〒933■ 山颯島円市早川70エクステリア部●(0766)202261

お油は20■ にな ,́てから.

球窃タクιろι√施新び

ギ′シャ神話に伝わる神聖なる木、

月桂樹。オリンピック競技の勝者

tヨまこの月桂樹の枝:葉でつくった
｀
冠
″
が贈られ、栄誉をたたえたと

いいま魂  tヽよtヽよ京都同体。

若い力がどんなドラマをつくって

くれるでしょう力b 健間のあと|よ
栄光のじるし月桂冠で乾杯 .′と

いきましょう。

日本の酒

月桂霜

ノ



祝 第43回京都国体
テ″ にプラスワン

πて刑NO+ONE
新しいGS。 新しい日本電池のシンボルマークです。

G5
日本電池株式会社
京都市南区書 羊院西ノ庄猪之馬場町1〒 60,

嘲 ′幽 ′物〃″″″′ι3いに― 三覆自■■

軽自動車から3〃 高級乗用車まで、三菱自動車はフル・ ライン

京都三菱自動車グループは京都・滋賀 339営業所で全域ネット

このクルマには美しい密度がある。

先進のテクノロジーが光る、新型ギャラン.

ファッショナブル・ミニ

ミニカエコノ
カオ)も もヽヽ オ・オ・モ・ノ

高感度・高性能・サイポーク    ミ
子
=巣

ュ

ギャラン,ル ―ヽドトップ ランサ、 デボネス スタリオス
デリカ,パジェロ,軽 自動車 (ミ ニカ,ミニカエコノ,ミニキャブ)
のご用命は下記ギャラン店へ

ミラージュ,エテルナ, テルナΣハードトップ,
シャリオ,デリカのこ用命は下記のカープ
ラザ店へ

いつもベストをギャラン あなたの街のカープラザ
京卸三憂曰鵬車販売

"  
平安三憂曰鵬璽販売

"
潮質三■日mm販売

"
京IB中央三襲自mm販売

"   
近江三晨自動車巨売ロ



鮨警
トレーナー Partl
Tシヤツと同柄のPart 2
サイズ/SoM・ L・ LL
カラー/白

Tシヤツ Partl
サイズ/S・M oLoLL(男女兼用)
カラー/白・ピンク・サックス

ネームプレート自丸型(上

|ネームプレート黒角型(下)E要目E■

●お願い●

SPORttS KIDS
シリーズ商品は,できるだ
け仲間の方々でまとめてご注

文<ださい。総額が5,500円未満の  
｀

場合,恐縮ですが送料諸経費として
500円 を申し受けますのでご了承お願

い申し上げきす。フライングシヤトル

及びシユーズ,Fresh 02と 同時にお
申し込みの場合はめ要ありません。

総発売元学研スポーツ事業室
〒 46東 京都大田区仲池上 1 7 5 803‐ 726-8303

Tシャツ Part2
サイズ/S・ M・ L・ LL(男女兼用)
カラー/白・ピンク・スモークグリーン・黒

カセットカンケース

カセットテープが10本入ります。

ファンシーポーチ(右 )

ナイロン製 たて26× 横20om

ランドリーポーチ(左 )

ポリエチレン製二重仕上げ

みご
隼絆

フォトフレーム (上 )

白・ピンク・サックス・ブルー

ファンシーミラー

白・ピンク・サックス・ブルー

スポーツタオル
カラー/ピンク・サツクス
430× l190mm

曰鱚

◇全国に広がる電話受注ネットワーク

東京本部 03490-771
●北 海 道 地 区  0112223932
●東  北  地  区  02226705‖
●甲信越・東海地区  052775751
●関  西  地  区  06-3619205
0中 国・ 四 国地 区  0822222156
●九  州  地  区  0924744552
(受付時間 :日 曜,祝 日を除 く9～ 8時 )

※ファクシミリ 037268866(随 時 )

◆はがきまたは電露でお申し込みください。

くお申し込み方法〉品名・数量・団体名・申

し込み責任者名・送付先・Telを 明記の上,は

がきまたは電話にてお申し込みください。即

日発送手配いたします(送料当社負担)。

くお支払い方法〉①後日送付される振替用紙

によるお支払い(送金料当社負担),②代金引

き換え払い.の どちらかをお選びください。

ご 11:Q'
嘲晰

響翻脚轟　　響〓
梓

め、　　　一一行

ボ
．

準

女

¥l,900

SPORTS K:DS
シ・り・―・ズ
今,オシャレなヤングの間でひそかに人

気のスポーツキッズシリーズ。どこにも

ない,オリジナルなかわいさがうけてい

るみたい。持つてると,みんなに自満し

たくなっちゃうぞ〃

平

準

たて44× 横34om

¥1

¥1

A― 1205
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電気温水器のシマワー

気持が、ヽ、ヽれ

連合
〒100東京都千代田区大手町1丁目9番 4号 TEL(03)279-3741



第43回 国民体育大会バドミントン競技会

株式会社オ公1風
京都市東山区福稲上高松町‖

札幌・仙台。東京。名古屋・大阪・福岡

第43回国民体育大会

京都 国体

最良のメインバンク・地元最大の店舗綱

≡デ只都銀行

ニ ッ ト・織物 の広 巾捺 染

日新染工株式会社

本社・工場 京都府長岡京市神足四反田1 電話 (075)952-6161番 伏代表)
ファクシミリ(075)952-6160番

代表取締役 鏡 ケ江  秀  信

ヽ
１

心から応援に いま丸



オ勁砒冽甜副
=セ
ンサライズ。

センサ=――分析の日で
くらしの未来を切り拓きま寛

ズ

LY Z
祝 第43回国民体育大会バ ドミントン競技会

ガ ンバ レ京 都 チー ム

PRO SHOP

ラクサイスポーツ

〒 617 長岡京市天神 5丁 目12-1

TEL (o75)954-0241
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本  店/菫倉口条″ レ大丸北田 ● 22132131●  定休日●第3水曜 日
三 条 店/=4an― ● 221-40∞ ①  定休 日●毎遍日曜日
丸太町店/●丸丸六町力●2411657 定休口●第3木曜日
くずは店/京晨くヽヽ

"auEBlF●
(07211)512!62 定休日●毎週水曜日

ボル タ店/京都駅地下街 味のユち ● 3435070 定休日●第3木暉 ロ
京●Rn″ ,←卜大丸 高ヽ屋」口民近鉄西京椰 近商メホア 京阪=条駅 東映大秦映画お ポ″ 和菓子ミニショップ K:“Kタイヤシヨップ 高ヽ尾イト インip
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入
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０
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人

ａ
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円

ひ
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れ
ば
皮
と
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せ
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と
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味
も
香
ば
し
Ｌ

´

新
人
類
の
パ
ろ
ぱ
り
も
な
か
」。

1可圧ヨがき

阿月・栗阿月の詰合せ
10コ 入 140Э円

15コ 入 2,00Э 円

20コ人 2,800円

京都で唯―の

バ ドミントンの専門店

′Tドミツトツ・フョッユ

テムラ
京都 0円田丁東 100m
8041‐ 6018

営業時間AM10:00～ PM7:00
日曜・祝 日休業
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¥4,200日本バドミントン協会検定合格品

¥3,700日本バドミントン協会検定合格品

¥3,000日本バドミントン協会検定合格品

¥2,800試  合 球
¥2,200練  習 球

ガ
有 限 会 社 サ ン バ タ 〒130東京者6墨田区本所3丁目16番 10号 丁EL東京 (oの 62430馴 0

選ばれた

シャトルコッ免
_113奮 督 箇 書 :書

`言

蜃



MiTSUB:SHi

3ウェイ6スピーカーのAT(オートターン)大画面。
あつちに、こつちに、リモコンひとつでゆつくりと振り向きます0

三薔カラー
Tζ
2`「][iリーズ

日に新鮮な驚きも 音声出力7W■ 7W、サラウンド内蔵。 リモコンで絵と音が振り向く。

A三 菱 電 機 株 式 会 社 京型 fFM T6 7椰 印 姉 Rj3断 1勘 ●ω9%卜 4‖ 代 わ

豊かな暮らしと地域の発展のため

努力を続けてまいります。

一只 | 

″″
||にi:::|||

長 岡 〒617長岡京市開田1丁 目 1-3
滝ノ町 〒617長岡京市滝ノ町2丁目9-1

TEL(075)951-6161(代 表 )

TEL(075)955-7022(代 表 )

争
畔ｍビノレ地階ｍ

岡

５

鳥

５

長
”
喉
ν

阪

　

店条四

トータルシティン フイングストリーの創造ヘ

西友創立25周年

長 岡 店
京都府長岡京市長岡 2-2-35
電話 075-955-1900

29鴛調 5000円に電ふう

ロロ巨里【1`″ξ■
「
■Hゴ IE3 うJL  ′´

"1_●
 ユ
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通産大臣認可 第 5001 ,

1■l互助センター

綜合結婚式場  王   姫   服
S63H末 新築改装オープ )/の ため挙式 岸1込 ,各種衣裳

`

長岡京支社

特別割引実施中

長岡京市開

TEL(071田
2丁 目 4-27
5)951-102 18

冴 えた発色・抜群の而1退色性

カラー写真な ら………三菱カラうリフト

白黒写真 には

仕上がりの美しいCFrfrfOを どうぞ

三菱製紙株式会社京都工場

ポンプ及関連機器

=□

株式会社 工 進ヽゝ 工]●jlコ‐ヨコ

本社/京 都 府長 岡京市神足上八の坪 12
札幌 仙台 東京・大宮・名古屋。大阪・広島代表取締役 小 原  勉
岡山 福岡・シカゴ・ドバィ・シンガポール
ロッテルダム



ふれあいの街角で

豊かな暮らしのお手伝い。

率魃
長 岡 支 店
(一文橋西500m)
8955-4551

南長岡支店
(調子八角 )

8955-5321

つ

一

OmCF SυP2日お
3aOκs
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〒617長岡京市天神 4丁目3-1

…

  (l175)951-1121的

faxl(075)955-4767株式会社 ご::131rヒ笙董P

カ
ア
,

″′

小川食品工業株式



視

第43回 国民体育大会

バドミントン競技会の成功を祈ります。

保栄の医薬品
我社の製品は皆様方の地域の

お医者様を通して、活用して

いただいております。 ◎ 保栄薬工株式会社
京 都 工 場

長岡京市東神足1丁目10番 1号

新しいくらしに

弾みをつける
営業時間 :

岡 店

朝10時 → 夜 7時
● 075(953)5801

fXi=″

新しい

イズミヤ



段ボールと包装システムの
一

新京都工場

京都府長岡京市勝竜寺八反田 1番

〒 617 ● (075)954-2121代表

株式会社

成 功 させよ うク

'88京者5国体

都国体テレホンカー ド発売

臨時電報電話出張所開設中

奮

衆フアツク

ニヨ
受付けいたします

NTT 長岡京電報電話局

祝 京都国体
自動 車 用 座 席 .内装 品 の製 造

ダイハツエ業株式会社 協カエ場

◎
_―
~オ
ル ール 身 オ r″

取締役社長 山  田   進
本社工場

大阪豊中市豊南町東 2丁 目 4番 6号

TEL(06)332-3331(代 )

京都工場

京都府長岡京市勝竜寺西川原田 2番地
TEL (075)957-1984(代 )

鉄筋コンクリート造高級賃貸マンション

「
=JttLF7コ

」

●薔漸漂翔欝靴
本  社 東京都品

"1区
百五反日7-23-1

TEL(03)493-4941

関西支社 大餃市東区本町■ 2■ 14
TEし (06)271-3651

TAISEl
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京 都 国 体
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役長
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〈つばき)は、
いま高度オートメーションヘ。

曇1椿本チエイン

住友生コン

京都府長岡京市神足堂ケ園 1番地

京滋スミセ生コン株式会社

厳取締役ハロ常―
TEL 075(951)7511
FAX 075(954)1722

京都工場  京都府長岡京市神足堂ケ園 1番地
TEL  075(951)1156
FAX  075(954)1722

大津工場  滋賀県大津市月輪 2丁 目19番 13号
TEL  0775(45)3175
FAX  o775(45)3178

代
表
取
中
役
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取り組んでいま丸



光L‐1イントロニクスで未来をひらく

松下電子工業株式会社
長岡工場 京都府長岡京市神足焼町 1番地

電 話  (075)951-8151(代 表 )

きめ糸田力■指導体雛 こころとノ」勁漱吻 教習0



繁1栄 |を |お 1手

●店舗関連設備機器

●店舗の企画・設計 施エ

●商業施設の診断・指導

祝

第43回 国民体散
榊
〈〓
討バ ドミン トン競技会の成功

神 足 農 業 協 同 組 合

〒617京都府長岡京市神足一丁目 9番 14号
TEL(075)951-1188(代 ) FAX(075)954-2460

祝 第43回国民体育大会

海 印 寺 農 業 協 同 組 合

電  話 952-3121
フアツクス 952-3123



よノ/a//ヒた /―/マ/ン/tこ よ/るんフク生■ヽ ■ヽ ■に       /77デツタ

感動を呼ぶ名演奏。それは、

高度なテクニックもさることな

(営業品目の一例〕

.ao/r?7Da> l.o-) an>rl
がら、青楽家としての熱い情熱が

生んだ計の芸術品です。和泉電気は、

●コネクタ●スイッチン/t源 0サーキット

プロテクタ●デジタルスイッチ0メ ンブレンス

このキ楽家たちにも負けないク十リティ

と熱いハートでオートメーションの本来を見

イッチ●ユニットデイスプレイ0押ボタンスイッチ

0鍵付スイッチ●照光式押ボタンスイッチ O LED式表

つめる制御の、り門総合メーカー。 FAをはじめ、 示灯OLED式 集合表示灯●リレー●タイマ●カウンタ0喘

OA、 民生機器分野などの各種コンポーネントやシ 子台 0リ レーソケット●温度調節番 0アナンシエータ●多重伝

ステムを通じて、明日の産業社会にrt献 してまいりま魂 送システム●音声合成装置 0防爆機器●ICマーキングシステム

本社 :大阪市淀川区西中島5-13-9 TEL(06)300-55CXl 京都事業所 :長岡京市神足大張20 TEL(075)951-7121



めさめる。ポカノスエットを飲仇
織胞のひとつひとつ力ゞFをさま沈

人間の人 [ポカリスエツ月

1騨■や |

は       ノ

絶え間ない練習があつてこそ。

人生設計だつて同じことですね。

みなさまの明日の暮らしづくりに

わたしたち中信をお役立てくださにヽ。

あ近<の店で田日ご利用<ださい口□あ近<の店で

ここぞという時に、力を出せるのは、



食品。菓子総合卸
食品。菓子取扱い品目8500品 種〃
皆様のご要望にこたえられる卸売業

本  社 京都市下京区朱雀宝蔵町48
TEL.075-312-7636(D FAX.075-311-5917

南部支店 城 陽 市 平 川 西 六 反 40-1
T匡 L.07745-5-5276(1)FA× .07745-5-5265

｀
京のお寿司処、

召
ホ

¨
甥

一カ
一　
、‘
　
″
九
年

京・東山区縄手通新橋上ル (京阪三条南口下ル)

電話075(561)-7698・ 2698番

高島屋店

…

毎週水曜日 (こ予約はこの限りではありません,



酒は

黄桜酒造株式会社醜
2 京都市伏見区横大路下三栖梶原町53
京都 (6‖ )代表4101番

期 る力、もっと。
人生力ヽ こんなにも豊かなのは、

「創造力」という名の夢見る力を、

ひとは皆、授力】っているから。

その力を、もっとしなやかに、

遠くまaはばたかせましょう。
ひとりひとりの夢を目覚めさせたくて、

美しさ多彩なるワコールで丸

株式会社ワ3-7レ
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新鮮な野菜や果物を通して

皆様の健康作りに

奉仕する京果

京都青果合同株式会社
取締役社長 内 田 昌 ―

京都市下京区朱雀分木町市有地 (〒600)

京都市中央卸売市場第一市場内 TEL大 代表 京都 (075)311-4361

フィンランド建築界の巨匠

フリレヴア・フアルトデザインの

家具と照明器具は

F:NLAND

arlek日本総代理店

三 葉 家 具
〒604京都市中京区 i可原町二条南 ●075(211)4646



容量 :

標準小売価格 :

250g
i llll円

沙練は、中国奥地、海抜l.000m以 卜の大自然の中、-20

℃の厳寒期に実を結ぷグミ科の植物。ビタミンCはレモン

の10倍以_11、 りんご酸やアスパラギン、ミネラルなども豊富な

中国公認飲料です。TaKaRaは、この沙練を生かして、新
しい自然派スポーツドリンクを誕生させました。

ゞ0 野ヘンひとっで。K/
ショッピング、レジャー、ビジネスに。
Ol回 ～ 20回 まで らくらくプランでお支 払 い
カー ドご利用代 金のお支払 1ヽま 1回 払 いから20回 払いまで、
あなたのご予算に合 わせてご自由にお選 びいただけます。
また、ポーナスー括 払いのうれしtヽシステムも。

もしもの時は、
会員保障制度でガッチリガード

γ
3Bl:r+$,/27,g

このステンカーの貼ってある京都府下 涯賀県下 1と大阪の約 5′ 000店 の専門店
有名デパートスー′ヽ一 レストラン ガソリンスタンドホテルなど

あらゆる業種がいつでもお気軽に サインひとつて
=11月
になれます。

シヨノビングにレジャーにビジネスに 信販カードがあなたのフィールドを大きく広げます。

●百貨店。大型専門店などの提携による会員特別価格セールにこ招待いたします。
●スポーツ、レジャー、映画、コンサート、ションピン久 旅行など様々な割引の特典があります。
●各種スポーツ教室、文化セミナーなどに会員特別割引(ご 案内いたします。
●その他、うれしい特典・割引いろいろ。

“ゴ
ロ電 でのお申し込みは 分割払いのできるユニークなクレジットカード

新京都信販いカード会員課a(o75)2217971
●お申し込み螢 審査の結果

=入
会の意にそえない■合がありますので

=了
承ください。
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毎

※1掌球 (しょうきゅう)猫の仲間の足裏には特によく発達している。この掌球はいつも柔らか
い状

態に保たれ ションクを巧みに吸収する.

楽2ソルボセイス 人間の第2の筋肉となるべく開発された人エクッション(タテ方向の衝撃を

ヨコ方向に拡散 吸収し、ヒザや腰の障害を防止する効果が高い。また クンシヨ
ン性能が長

期間にわたり持続する点でも、すぐれた素材といえる.
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、っいに、宇宙素材ボロンのフレーム。そのうえ、7mmの

超極細シャフト。それに、T型ジョイント内蔵。最強だな。

ドロンのおかげで、フレーι、が安定。コントロール′H:育ヒがいちだんと
|]_11し ました。だから、鋭いスマッシュガ突 き刺さります。また、

こ極細 シャフトのおかげで、シャープな振り抜きを実現。つまり、

禁ロンフレームとの‖1来効果で、存分にバワーブレイできるハード

ヒッター待望のラケットが誕41で丸 凄いもの、またヨネックスかじ)。
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発売
ヨネックス株式会社

東 京/東京3文京区場島323■ 3 TEL 03 8“ lη l●
大 阪/大阪府大阪市天I寺区1ヽ輌町8 3 1EL“―畑 726in
名古屋/■知県名古屋市中区栄1 181 TEし 092“ -8701輛

福 口/福日県IE国 市博多区東光2222T[ι  OT 472 8751●
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